
巻
頭
言
囲
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
の
制
定
を
ふ
り
か
え
っ
て

建
設
大
臣
官
房
長

牧
野
徹

1

特
集
/
本
四
公
団
二
〇
年

本
四
公
団
発
足
二
○
周
年
=
瀬
戸
大
橋
開
通
二
周
年
引
に
寄
せ
て

香
川
県
知
事
平
井
城
一
3

本
四
公
団
二
〇
周
年
の
意
義

日
本
道
路
公
団
･
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
監
理
官

八
島
秀
雄

5

本
四
公
団
二
〇
年
の
あ
ゆ
み

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
務
部
長

田
畑
昌
行

8

本
四
公
団
の
今
後
の
事
業
計
画

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
企
画
開
発
部
長

中
島
英
輔

加

『
平
成
二
年
度
道
路
関
係
予
算

-
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道
路
事
業
調
査
の
概
要

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

土
屋
光
博

鉛

高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
高
速
国
道
課
長
補
佐

祢
屋
誠

幻

地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

道
路
局
地
方
道
課
長
補
佐

海
野
尚
夫

42

道
路
環
境
保
全
対
策
の
推
進

道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
課
長
補
佐

山
田
篤
司

徳

地
方
道
路
公
社
二
〇
年
の
あ
ゆ
み

道
路
局
有
料
道
路
課
管
理
第
二
係
長

小
池
昭
広

路

束
名
高
速
道
路
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
車
両
火
災
訴
訟
第
一審
判
決
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
総
務
部
総
務
課
長
代
理

田
宮
道
衞

卸

　…
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

一
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

-
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

…
が
っ
て
意
見
に

…
ま
た
肩
書
等
は

一
時
の
も
の
で
す

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施



◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

本
国
公
団
発
足
二
〇
周
年

=
瀬
戸
大
橋
開
通
二
鬮
年
=

に
寄
せ
て

香
川
県
知
事

平
井

城
一

具
体
的
な
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

数
年
後
に
は
、
香
川
･
岡
山
両
県
に
そ
れ
ぞ
れ
、
県

内
各
界
各
層
の
代
表
者
か
ら
な
る
瀬
戸
大
橋
架
設
推

進
協
議
会
が
発
足
、
以
来
、
両
県
が
連
携
し
て
、
両

県
民
挙
げ
て
架
橋
実
現
に
向
け
て
血
の
に
じ
む
活
動

を
続
け
ま
し
た
。
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
両

県
の
協
議
会
も
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
で
そ
の
使
命
を

果
た
し
、
昨
年
め
で
た
く
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

絹
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
協
議
会
発
足

後
一
〇
年
、
つ
い
に
本
四
公
団
の
設
立
を
み
た
の
で

あ
り
、
本
県
出
身
の
大
平
元
首
相
は
、
｢本
四
架
橋
公

団
の
設
立
が
決
定
し
た
こ
と
は
、
架
橋
問
題
の
大
き

な
前
進
だ
o
!
!
こ
れ
ら
の
調
査
が
終
わ
れ
ば
着
工

と
い
う
こ
と
だ
。
工
事
も
公
団
が
担
当
す
る
こ
と
に

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
発
足
二
〇
周
年
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
に
は
、
香
川

県
民
悲
願
の
本
四
連
絡
橋
-
瀬
戸
大
橋
の
開
通
二
周

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
、
架

橋
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
本
四
公
団
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
方
に
、
県
民
を
代
表
し
て
心
よ
り
厚
く
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
、
昭
和
四
五
年
の
本
四
公
団
発
足
は
、
本

四
連
絡
橋
建
設
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
架

橋
促
進
運
動
を
展
開
し
て
き
た
地
元
関
係
自
治
体
に

と
っ
て
誠
に
喜
ば
し
く
、
記
念
す
べ
き
出
来
事
で
あ

り
ま
し
た
。
爾
来
二
〇
年
、
常
に
時
代
の
、
そ
し
て

世
界
の
最
先
端
の
技
術
･
工
法
を
研
究
･
開
発
し
つ

つ
、
幾
多
の
難
工
事
を
見
事
克
服
さ
れ
、
昭
和
五
三

年
の
大
三
島
橋
を
皮
切
り
に
、
因
島
大
橋
、
大
鳴
門

橋
、
伯
方
･
大
島
大
橋
、
そ
し
て
我
が
瀬
戸
大
橋
と

次
々
と
架
橋
を
完
成
さ
れ
、
残
る
二
ル
ー
ト
三
橋
に

つ
い
て
も
、
今
世
紀
末
に
は
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
る

予
定
で
、
本
年
度
、
最
後
の
多
々
羅
大
橋
に
着
手
さ

れ
る
な
ど
、
関
係
す
る
地
域
住
民
の
熱
い
期
待
を
一

身
に
担
わ
れ
て
の
事
業
展
開
に
は
、
重
ね
て
深
甚
の

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
四
架
橋
の
夢
は
、
明
治
二
二
年
、
香
川

県
会
議
員
･大
久
保
誰
之
丞
が
、
｢塩
飽
諸
島
を
橋
台

と
な
し
架
橋
連
絡
せ
し
め
な
ば
!
･!
｣
と
提
言
し
た

の
が
、
最
初
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時

と
し
て
は
壮
大
な
夢
物
語
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
三

〇
年
、
あ
の
痛
ま
し
い
国
鉄
字
高
連
絡
船
事
故
を
契

機
に
、
本
土
と
四
国
を
結
ぶ
橋

(ト
ン
ネ
ル
案
も
あ

っ
た
)
の
実
現
に
向
け
て
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、



な
ろ
う
｣
と
語
り
、
関
係
者
一
同
大
い
に
喜
ぶ
と
と

も
に
、
架
橋
へ
の
力
強
い
手
応
え
を
感
じ
た
も
の
で

し
た
。

本
四
公
団
発
足
の
翌
年
、
建
設
･
運
輸
両
大
臣
に

よ
る
本
四
連
絡
橋
に
関
す
る
基
本
計
画
が
示
さ
れ
、

本
県
と
し
て
も
、
さ
っ
そ
く
建
設
作
業
ヤ
ー
ド
用
地

の
確
保
等
、
受
け
入
れ
準
備
に
着
手
し
、
昭
和
四
八

年
に
は
、
従
来
の
瀬
戸
大
橋
架
設
推
進
本
部

(昭
和

四
一
年
発
足
)
を
発
展
的
に
改
組
し
て
瀬
戸
大
橋
対

策
本
部
を
設
置
、
担
当
課
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
全

県
挙
げ
て
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

以
来
、
本
四
公
団
か
ら
受
託
し
た
補
償
業
務
、
架

橋
地
域
住
民
と
の
折
衝
、
環
境
ア
セ
ス
事
務
、
旅
客

船
問
題
へ
の
対
応
等
々
に
全
力
で
取
り
組
み
、
各
関

係
機
関
、
地
元
住
民
な
ど
多
く
の
方
々
の
絶
大
な
ご

尽
力
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
得
て
、
昭
和
六
三
年
四

月
に
は
、
め
で
た
く
瀬
戸
大
橋
の
開
通
を
み
た
の
で

あ
り
ま
す
。
本
四
架
橋
三
ル
ー
ト
の
う
ち
初
め
て
全

線
開
通
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
道
路
･
鉄
道
二
つ
の

大
動
脈
に
よ
っ
て
本
四
が
直
結
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
、
そ
の
喜
び
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

下
津
井
瀬
戸
大
橋
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
に
よ
っ

て
、
香
川
･
岡
山
両
県
が
有
史
以
来
初
め
て
結
ば
れ

た
と
き
、
南
備
讃
瀬
戸
大
橋
の
最
後
の
橋
桁
の
ボ
ル

ト
が
締
結
さ
れ
て
、
本
四
が
初
め
て
地
続
き
に
な
っ

た
と
き
、
そ
し
て
、
備
讃
瀬
戸
の
心
地
よ
い
潮
風
を

頬
に
受
け
て
開
通
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
ん
だ
と

き
、
思
い
出
す
だ
に
万
感
胸
に
迫
り
、
熱
い
も
の
が

こ
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

瀬
戸
大
橋
は
、
百
万
県
民
の
熱
い
思
い
の
結
晶
で

あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
本
県
は
、
気
候
温
暖
か
つ
風
光
明
娼

な
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
住
み
よ
い
土
地
柄
で
は
あ

り
ま
す
も
の
の
、
県
民
福
祉
の
向
上
と
県
勢
の
さ
ら

な
る
発
展
を
期
す
た
め
に
は
、
陸
･
海
･
空
の
交
通

体
系
を
は
じ
め
と
し
た
基
盤
整
備
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
瀬
戸
大
橋
に
加
え
、

四
国
横
断
自
動
車
道
と
新
高
松
空
港
を
最
重
要
な
三

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を

傾
注
し
て
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
で
、
四
国
横
断
自
動
車
道
は
、
瀬
戸
大
橋

開
通
の
一
年
前
に
善
通
寺
市
以
西
が
開
通
し
、
平
成

三
年
度
に
は
瀬
戸
大
橋
と
接
続
し
て
、
さ
ら
に
高
松

市
ま
で
結
ば
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
新

高
松
空
港
は
、
近
代
的
な
設
備
を
備
え
た
中
四
国
随

一
の
規
模
を
誇
る
空
港
と
し
て
、
昨
年
暮
れ
に
開
港

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
陸
･
海
･
空
の
高
速
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
柱
と
し
て
、
そ
の
整
備
効
果
を
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
り
県
下
全
域
に
及
ぼ
し
、
県
土
の
均

衡
あ
る
発
展
と
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
県
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
各
県
と
の
連
携
を
一

層
密
に
し
、
各
般
に
わ
た
る
交
流
を
促
進
し
て
、
環

瀬
戸
内
経
済
圏
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
四
公
団
に
お
か
れ
て
も
、
二
〇
周
年
を
機
に
、

一
層
の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、
残
る
二

ル
ー
ト
の
早
期
完
成
、
並
び
に
供
用
ル
ー
ト
の
安
全
、

快
適
な
管
理
業
務
に
さ
ら
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
ん
こ

と
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

ノ4

本四公団発足20周年に



⑧
⑬

◎
◎
◎
◎
◎
◎

本
国
公
団
二
◎
鬮
年
⑭
意
義

日
本
道
路
公
団
･
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
監
理
官

八
島
~

秀
雄…

明
治
時
代
に
初
め
て
本
四
架
橋
の
構
想
を
香
川
県

議
会
議
員
の
大
久
保
譲
之
丞
が
提
唱
し
、
そ
の
後
、

昭
和
三
〇
年
に
国
鉄
宇
高
連
絡
船
｢紫
雲
丸
｣
と
｢第

三
字
高
丸
｣
の
衝
突
沈
没
事
故
と
い
う
悲
惨
な
事
件

が
お
こ
っ
て
以
来
、
四
国
の
人
々
の
悲
願
と
も
な
っ

た
本
四
架
橋
が
、
昭
和
六
三
年
四
月
の
瀬
戸
大
橋
の

開
通
に
よ
っ
て
か
な
え
ら
れ
て
か
ら
二
年
余
が
経
過

し
た
。

瀬
戸
大
橋
の
開
通
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
開
通
し

た
青
函
ト
ン
ネ
ル
と
合
わ
せ
て
、
北
海
道
･
本
州
･

四
国
･
九
州
の
四
島
が
陸
続
き
に
な
る
と
い
う
交
通

体
系
上
の
画
期
的
な
時
代
を
築
く
う
え
で
極
め
て
大

き
な
意
義
の
あ
る
で
き
ご
と
で
あ
る
。
ま
た
、
瀬
戸

大
橋
は
、
瀬
戸
大
橋
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
関

係
地
域
の
観
光
･
産
業
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
。
今
後
、
残
り
二
ル
ー
ト
が
全
通
す
れ
ば
、
近

畿
･
中
国
･
四
国
に
ま
た
が
る
新
た
な
経
済
圏
の
形

成
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に

｢瀬
戸
内
新
時
代
｣
の
幕
明
け
の
時
を
迎
え

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

瀬
戸
大
橋
を
は
じ
め
と
す
る
本
州
四
国
連
絡
橋
事

業
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
着
実

に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
立
場
に
立

っ
て
事
業
を
担
当
し
て
き
た
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

が
、
設
立
二
〇
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
、
本
州
四
国
連
絡
橋
事
業
お
よ
び
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
の
意
義
と
は
何
か
、
少
し
ふ
り
か
え
っ
て
み

た
い
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
昭
和
四
五
年
七
月
一

日
①
神
戸
･
鳴
門
、
児
島
･
坂
出
、
尾
道
･
今
治
の

三
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
も
世
界
的
規
模
の
橋
梁

を
台
風
･
地
震
･
潮
流
等
の
厳
し
い
条
件
の
も
と
で
建

設
す
る
も
の
で
、
共
通
し
た
技
術
的
難
問
題
を
含
ん

で
い
る
こ
と
。
②
道
路
と
鉄
道
と
を
一
体
と
す
る
上
で

総
合
調
整
し
な
が
ら
業
務
進
行
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
③
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
大
規
模
事
業
で
あ
り
、

民
間
資
金
の
調
達
を
含
め
て
関
係
地
域
か
ら
資
金
を

調
達
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
等
か
ら
本
州
四
国
連

絡
橋
事
業
を
推
進
す
る
主
体
と
し
て
、
国
お
よ
び
関

係
地
方
公
共
団
体
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
昭

和
四
八
年
三

月
に
は
三
ル
ー
ト
同
時
の
起
工
式
が

行
わ
れ
る
は
こ
び
と
な
っ
て
い
た
が
、
直
前
に
世
界
中

を
震
憾
さ
せ
る
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、

総
需
要
抑
制
策
の
目
玉
と
し
て
、
工
事
は
全
面
的
に

凍
結
さ
れ
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
事



業
遂
行
上
種
々
の
問
題
が
発
生
し
た
が
、
関
係
者
が

総
力
を
あ
げ
そ
れ
を
克
服
し
な
が
ら
、
今
日
、
児
島
･

坂
出
ル
ー
ト
、
大
鳴
門
橋
、
因
島
大
橋
、
大
三
島
橋

お
よ
び
伯
方
･
大
島
大
橋
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
〇
年
間
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
歩
ん

で
き
た
道
の
り
の
中
に
は
、
各
種
の
意
義
深
い
業
績

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
主
要
な
も
の
は
、

第
一
に
、
各
種
の
障
害
を
の
り
越
え
て
事
業
を
着
実
に

進
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
。
第
二
に
は
、
前
記
の
よ
う
に

瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
関
係
地
域
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
。
第
三
に
は
、
世
界
に
も
稀

な
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
の
長
径
間
吊
橋
、
道
路
鉄

道
併
用
橋
等
世
界
的
な
規
模
の
橋
梁
建
設
を
、
世
界

の
最
先
端
の
技
術
開
発
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
き
た

こ
と
。
第
四
に
は
、
道
路
･
鉄
道
に
係
る
大
規
模
事

業
と
し
て
は
初
め
て
資
料
の
公
開
お
よ
び
住
民
参
加

を
含
め
た
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
四
点
に
つ
い
て
以
下
で
簡
単
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

一
本
州
四
国
連
絡
橋
事
業
の
経
緯

前
記
の
と
お
り
、
昭
和
四
八
年
三
ル
ー
ト
同
時
着

工
を
目
前
に
、
総
需
要
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
凍
結

さ
れ
た
本
州
四
国
連
絡
橋
事
業
は
、
昭
和
五
〇
年
に

至
り
、
経
済
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
当
面

一
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
道
路
鉄
道
併
用
橋
と
し
て
早
期
完
成

を
図
り
、
他
の
二
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
各
橋
の
地

域
開
発
効
果
等
を
勘
案
し
て
大
鳴
門
橋
他
二
橋
の
準

備
等
を
行
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
｢
一
ル
ー
ト
三
橋
｣

の
建
設
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昭

和
五
○
年
度
の
大
三
島
橋
着
工
等
、
順
次
一
ル
ー
ト

三
橋
に
つ
い
て
着
工
さ
れ
た
。
ま
た
、
内
需
拡
大
を

図
る
観
点
等
も
あ
り
、
昭
和
五
五
年
度
に
伯
方
･
大

島
大
橋
が
着
工
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
一
ル
ー

ト
四
橋
の
工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
ろ
、
財
政
再

建
問
題
が
浮
上
し
、
建
設
継
続
に
つ
い
て
一
時
は
問

題
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
国
鉄
再
建
の
中
で
、
本
四

備
讃
線

(児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
)
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
継
続
と
な
っ
た
が
、
本
四
淡
路
線

(神
戸
･
鳴

門
ル
ー
ト
)
に
つ
い
て
は
現
在
も
中
断
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
〇
年
度
に
至
り
、

内
需
拡
大
の
要
請
が
高
ま
り
、
民
間
活
力
導
入
に
よ

る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
明
石
海
峡
大
橋
、

生
口
橋
の
事
業
化
が
決
定
さ
れ
、
引
き
続
き
同
様
の

方
策
を
と
る
こ
と
で
、
昭
和
六
三
年
度
に
来
島
大
橋
、

平
成
二
年
度
に
至
り
、
最
後
に
残
っ
て
い
た
多
々
羅

大
橋
も
事
業
化
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
時
代
時
代
の
問
題
を
克
服

し
な
が
ら
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
当

初
予
定
ど
お
り
約
九
年
の
工
期
を
も
っ
て
昭
和
六
三

年
四
月
に
供
用
し
、
本
格
的
管
理
の
時
代
に
入
る
と

と
も
に
、
全
ル
ー
ト
事
業
化
が
達
成
さ
れ
、
完
成
へ

向
け
て
事
業
を
推
進
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

一
一
地
域
開
発
効
果

本
州
四
国
連
絡
橋
は
、
本
州
四
国
間
の
新
た
な
交

通
動
脈
と
し
て
、
台
風
や
霧
に
よ
る
交
通
途
絶
の
不

安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
大
幅
な
時
間
短
縮
を
可
能

と
す
る
等
、
海
上
交
通
に
依
存
し
て
き
た
交
通
体
系

を
画
期
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
畿
･中
国
･

四
国
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
昭
和
六
三
年
四
月
の
児
島
･
坂

出
ル
ー
ト

(瀬
戸
中
央
自
動
車
道
お
よ
び
本
四
備
讃

線
)
の
開
通
に
よ
り
、
本
州
四
国
間
の
人
の
移
動
は

開
通
前
の
約
一
･
九
倍
に
、
物
の
移
動
も
約
一
･
一

倍
に
な
る
等
、
本
州
四
国
間
の
交
通
に
大
き
な
変
化

が
お
こ
る
と
と
も
に
、
岡
山
県
、
香
川
県
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
地
域
に
は
、
観
光
入
込
客
、
工
場
立
地

件
数
等
が
大
幅
に
増
加
す
る
等
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。

二
一
世
紀
に
は
、
神
戸
･
鳴
門
お
よ
び
尾
道
･
今

治
ル
ー
ト
が
全
通
し
、
三
ル
ー
ト
が
一
体
と
な
っ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
発
揮
し
生
活
圏
の
拡
大
･
利

便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
産
業
の
振
興
･
文
化
の

交
流
等
、
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三

架
橋
技
術

本
州
四
国
連
絡
橋
は
、
海
峡
部
の
大
規
模
橋
梁
だ



け
で
一
八
橋
、
そ
の
橋
長
の
総
延
長
は
実
に
二
二
如

に
も
お
よ
び
、
架
橋
地
点
は
水
深
が
深
く
、
潮
流
が

速
く
、
台
風
･
地
震
等
の
常
襲
地
帯
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
等
、
厳
し
い
自
然
条
件
の
も
と
に
あ
る
。

ま
た
、
世
界
で
も
初
め
て
の
本
格
的
な
道
路
鉄
道

併
用
橋
も
含
ま
れ
て
お
り
、
高
い
水
準
の
様
々
な
技

術
開
発
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

1

設
計
法
の
開
発

本
州
四
国
連
絡
橋
の
よ
う
な
長
大
橋
は
、
従
来
の

設
計
基
準
の
対
象
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
長
大
橋
を

安
全
か
つ
経
済
的
に
設
計
す
る
た
め
に
活
荷
重
、
風

荷
重
等
を
新
た
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
構
造
物
の
挙

動
を
考
慮
し
た
耐
震
設
計
法
を
開
発
し
た
。

2

材
料
の
開
発

高
強
度
で
溶
接
性
の
優
れ
た
極
厚
板
の
高
張
力
銅

や
高
強
度
で
高
じ
ん
性
を
備
え
た
ケ
ー
ブ
ル
素
線
等

新
し
い
材
料
を
開
発
し
た
。

3

施
工
性
の
開
発

長
大
橋
の
架
設
や
海
中
構
造
物
の
施
工
技
術
と
し

て
ケ
ー
ブ
ル
架
設
工
法
、
大
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
工
法
、

多
柱
基
礎
工
法
、
設
置
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
工
法
等
の
開

発
に
よ
り
、
大
水
深
、
強
潮
流
、
強
風
等
の
厳
し
い

自
然
条
件
下
に
お
け
る
施
工
が
安
全
確
実
な
も
の
と

な
っ
た
。

そ
の
他
、
海
上
や
海
岸
地
域
に
お
け
る
鋼
構
造
物

の
塗
装
の
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
長
期
防
錆

型
塗
装
、
航
行
安
全
を
図
る
た
め
の
電
波
吸
収
材
や

新
し
い
道
路
照
明
、
吊
橋
の
高
速
鉄
道
の
載
荷
を
可

能
と
す
る
軌
道
構
造
等
開
発
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
技
術
は
、
今

後
の
世
界
最
長
の
吊
橋
、
斜
張
橋
で
あ
る
明
石
海
峡

大
橋
、
多
々
羅
大
橋
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
地
で

の
橋
梁
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
水

産
土
木
、
海
洋
空
間
利
用
、
海
洋
資
源
開
発
等
広
く

海
洋
土
木
の
分
野
で
利
用
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

環
境
影
響
評
価

環
境
影
響
評
価
の
内
容
は
、
地
形
、
地
質
、
動
植

物
、
景
観
、
文
化
財
、
学
術
的
保
護
対
象
に
つ
い
て
、

工
事
中
、
完
成
後
の
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
、
自

然
環
境
保
全
計
画
、
景
観
保
全
計
画
、
工
事
中
の
環

境
保
全
計
画
、
工
事
安
全
対
策
、
環
境
管
理
計
画
等

の
対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
生
活
環
境
に

係
る
事
項
に
つ
い
て
も
大
気
、
騒
音
、
水
質
、
振
動

等
に
つ
い
て
評
価
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
必
要
に
応

じ
て
説
明
を
行
っ
た
。

過
去
の
環
境
影
響
評
価
と
異
な
る
点
は
、
事
業
が

環
境
に
与
え
る
影
響
を
予
測
、
評
価
し
、
評
価
書
の

作
成
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
を
公
開
し
、
住
民
の

意
見
を
聞
く
手
続
き
を
経
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
道
路
鉄
道
事

業
と
し
て
初
め
て
の
本
格
的
な
環
境
影
響
評
価
で
あ

り
、
予
測
、
評
価
手
法
、
基
準
等
に
つ
い
て
未
確
定

の
部
分
も
多
く
、
住
民
参
加
手
続
き
に
つ
い
て
も
そ

の
程
度
や
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
な
か
で
実
施
さ

れ
、
当
時
は
世
間
の
注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
後
の
環
境
影
響
評
価
の
手
本
と
さ
れ
た
。

以
上
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
各
項
目
に
つ

い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
今

後
と
も
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
課
題
を
克
服
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
公
団
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
を
果

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
設
面
に

お
い
て
は
、
明
石
海
峡
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
等
、
未

知
の
技
術
開
発
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
管
理
面
に
お
い
て
は
、
貴
重
な
国
民
的

資
産
で
あ
る
と
と
も
に
景
観
資
源
で
も
あ
る
こ
れ
ら

の
長
大
橋
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
十
分
な
維
持

管
理
技
術
の
開
発
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
面
に
お
い
て
も
山
積
み
す
る
課
題
を
様
々
な
工

夫
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
し
、
経
営
の
安
定
化
、

す
な
わ
ち
、
事
業
の
採
算
性
を
た
え
ず
確
保
し
な
が

ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
〇
周
年
は
、
公
団
に
と
っ
て
一
つ
の
ル
ー
ト
を

完
成
し
た
こ
と
、
す
べ
て
の
事
業
に
着
手
し
た
こ
と

か
ら
、
折
り
返
し
点
、
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
新
た

な
始
ま
り
の
年
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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本
国
公
団
三
〇
年
の
あ
ゆ
み

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
務
部
長

田
畑

昌
行

は
じ
め
に

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
本
年
七
月
一
日
を
も

っ
て
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
公
団

は
、
現
在
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

(児
島
･
坂
出
ル

ー
ト
)
を
は
じ
め
と
す
る
延
長
約
一
〇
七
如
の
本
州

四
国
連
絡
道
路
の
管
理
と
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
の
明

石
海
峡
大
橋
、
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
生
口
橋
、
来

島
大
橋
の
建
設
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
最
後

の
未
着
手
橋
梁
で
あ
る
多
々
羅
大
橋
の
事
業
化
が
平

成
二
年
度
予
算
政
府
原
案
で
認
め
ら
れ
、
三
ル
ー
ト

完
成
に
向
け
て
、
鋭
意
、
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
四
連
絡
橋
の
三
ル
ー
ト
は
、
高
規
格
幹
線
道
路

網
の
一
環
と
し
て
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
い

う
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
以
て
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
と
国
民
経
済
の
発
展
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
四
公
団
設
立
の
経
緯
、
本
四
連
絡

道
路
の
建
設
の
経
緯
、
本
四
連
絡
道
路
の
管
理
の
経

緯
を
簡
単
に
紹
介
し
、
本
四
連
絡
橋
事
業
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
の
技
術
的
問
題
と
そ
の
解
決
の
た
め
へ

の
取
組
み
、
経
緯
等
に
つ
い
て
概
説
し
、
さ
ら
に
は
、

本
四
連
絡
橋
事
業
独
自
の
問
題
で
あ
る
旅
客
船
問
題

等
に
つ
い
て
述
べ
、
本
四
公
団
二
〇
年
の
歩
み
を
振

り
返
る
こ
と
と
し
た
い
。

本
四
公
団
設
立
の
経
緯

1

公
団
前
史

本
州
と
四
国
の
間
の
具
体
的
な
架
橋
の
構
想
は
、

今
か
ら
約
一
〇
〇
年
前
の
明
治
二
二
年
に
香
川
県
会

議
員
大
久
保
謎
之
丞
が
讃
岐
鉄
道
株
式
会
社
の
丸
亀

事
多
度
津
-
琴
平
線
の
開
通
祝
賀
会
で
｢塩
飽
諸
島

ヲ
橋
台
ト
シ
テ
架
橋
連
絡
セ
シ
メ
バ
、
常
ニ
風
波
ノ

憂
ナ
ク
、
南
来
北
向
東
奔
西
走
瞬
走
時
ヲ
費
サ
ズ
、

ソ
レ
国
利
民
福
コ
レ
ョ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
｣
と
挨
拶

を
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ

り
、
架
橋
の
技
術
的
可
能
性
を
検
討
し
た
う
え
で
の

も
の
で
は
な
く
、
提
唱
後
に
検
討
が
加
え
ら
れ
た
と

い
う
記
録
も
な
い
が
、
沿
岸
住
民
の
悲
願
が
初
め
て

具
体
的
な
形
を
と
り
は
じ
め
た
も
の
と
し
て
注
目
さ



れ
て
よ
い
。

そ
の
後
、
大
正
、
昭
和
に
わ
た
り
瀬
戸
内
海
の
架

橋
は
、
地
域
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
交

通
網
整
備
の
進
展
の
な
か
で
、
そ
の
実
現
と
誘
致
運

動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
〇
年
五
月
、
本
州
四
国
連
絡
の

必
要
性
を
決
定
的
に
す
る
事
件
が
起
き
た
。
修
学
旅

行
生
を
乗
せ
て
高
松
港
を
出
港
し
た
国
鉄
字
高
連
絡

船

｢紫
雲
丸
｣
が
霧
の
中
で

｢第
三
字
高
丸
｣
と
衝

突
し
て
沈
没
、
小
中
学
生
を
含
め
て
一
六
八
人
の
生

命
が
海
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た

｢紫
雲
丸
｣
事
件
で

あ
る
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
し
て
本
四
連
絡
橋
を
求

め
る
声
は
高
ま
り
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
調
査
は
、

昭
和
三
〇
年
度
か
ら
日
本
国
有
鉄
道

(昭
和
三
九
年

か
ら
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
引
き
継
ぐ
)
が
、
昭
和

三
四
年
か
ら
建
設
省

(昭
和
四
四
年
か
ら
日
本
道
路

公
団
に
引
き
継
ぐ
)
が
そ
れ
ぞ
れ
直
轄
調
査
に
着
手

し
、
昭
和
三
六
年
に
は
、
建
設
省
と
国
鉄
は
橋
梁
に

関
す
る
技
術
上
の
諸
問
題
の
調
査
を
土
木
学
会
に
共

同
委
任
し
た
。
当
時
の
調
査
対
象
の
ル
J
ト
は
、
A

ル
ー
ト

(神
戸
-
鳴
門
)、
B
ル
ー
ト

(宇
野
ー
高

松
)、
C
ル
ー
ト

(日
比
I
高
松
)、
D
ル
ー
ト

(児
･

島
ー
坂
出
)、
E
ル
ー
ト
(尾
道
ー
今
治
)
の
五
ル
ー

ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
建
設
･
運
輸
両
省
の
工

費
と
工
期
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
、
A
ル
ー
ト
、

D
ル
ー
ト
、
E
ル
ー
ト
の
三
ル
ー
ト
に
絞
り
込
ま
れ
、

新
全
国
総
合
開
発
計
画

(昭
和
四
四
年
五
月
閣
議
決

定
)
の
な
か
で
、
｢本
州
四
国
連
絡
橋
と
し
て
、
神
戸

-
鳴
門
間
、
児
島
-
坂
出
間
お
よ
び
尾
道
･ー
今
治
間

の
建
設
を
図
る
L
と
し
て
三
ル
ー
ト
の
建
設
を
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

2

公
団
の
誕
生

昭
和
四
二
年
頃
に
は
、
建
設
省
内
で
本
四
連
絡
橋

の
事
業
主
体
に
つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
連
絡
道
路
は
多
額
の
投
資
を
必
要
と
す

る
事
業
で
あ
り
、
有
料
道
路
事
業
と
し
て
建
設
す
る

の
が
ふ
さ
わ
し
く
、
事
業
主
体
と
し
て
は
、
公
団
が

適
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
固
め
た
。

一
方
、
運
輸
省
で
も
鉄
道
施
設
の
建
設
は
鉄
建
公

団
の
建
設
す
る
通
常
の
施
設
に
比
べ
、
膨
大
な
建
設

費
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
道
路
と
一
体
と
し

て
建
設
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
鉄
建
公
団
の
よ
う
に

二
五
年
償
還
に
よ
る
貸
付
方
式
で
は
な
く
、
長
期
間

国
鉄
か
ら
利
用
料
を
徴
す
る
方
式
が
適
切
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
は
公
団
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

建
設
･
運
輸
両
省
は
昭
和
四
四
年
八
月
、
新
公
団

を
設
け
る
方
針
を
決
め
、
昭
和
四
五
年
度
予
算
に
両

省
合
わ
せ
て
約
四
〇
億
円
を
要
求
し
、
当
初
の
内
示

で
は
公
団
の
設
立
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
の
政
府
、
与
党
間
の
折
衝
の
結
果
、
一
月
三
一
日

に
次
の
よ
う
な
内
容
で
意
見
が
一
致
し
、
同
日
の
臨

時
閣
議
で
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
設
立
が
認
め
ら

れ
た
。

①
本
州
四
国
連
絡
橋
建
設
の
た
め
に
新
た
に
公
団

を
新
設
す
る
。

②
新
公
団
は
明
石
･鳴
門
、
児
島
･坂
出
、
尾
道
･

今
治
の
三
候
補
ル
ー
ト
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
架
橋
に
必
要
な
技
術
開
発
を
す

す
め
る
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
設
立
の
基
礎
と
な
る
本
州

四
国
連
絡
橋
公
団
法
案
に
つ
い
て
は
、
法
案
提
出
官

庁
を
建
設
省
と
し
、
予
算
案
決
定
後
直
ち
に
法
案
作

成
に
着
手
し
、
関
係
各
省
お
よ
び
与
党
と
の
調
整
を

経
て
、
昭
和
四
五
年
三
月
六
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

本
法
案
は
そ
の
後
三
月
一
六
日
国
会
に
提
出
、
四
月

一
〇
日
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、
五
月
三
一日
参
議

院
本
会
議
で
可
決
成
立
、
同
二
〇
日
法
律
第
八
一
号

と
し
て
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
同
法
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
五

年
七
月
一
日
、
設
立
登
記
が
行
わ
れ
、
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
が
発
足
し
た
。

三

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
建
設
の
経
緯

1

着
工
凍
結
と
解
除

昭
和
四
五
年
一
二
月
三
日
付
け
で
、
本
四
連
絡
橋



に
関
す
る
調
査
の
基
本
計
画
が
、
A
、
D
、
E
ル
ー

物
価
騰
貴
が
激
し
く
な
り
、
政
府
は
数
次
に
わ
た
る

さ
ら
に
同
月
一
八
日
、
木
村
運
輸
大
臣
も
含
め
た

ト
の
一
般
国
道
に
つ
い
て
建
設
大
臣
か
ら
、
A
、
D

公
定
歩
合
の
引
上
げ
な
ど
を
実
施
し
、
八
月
末
に
は

会
談
で
、
①
年
度
内
に
着
工
す
る
の
は
E
ル
ー
ト
の

ル
ー
ト
の
鉄
道
に
つ
い
て
運
輸
大
臣
か
ら
指
示
さ
れ

た
。こ

の
指
示
に
基
づ
き
、
本
四
公
団
は
調
査
に
関
す

る
工
事
実
施
計
画
を
作
成
、
昭
和
四
六
年
三
月
一
六

日
付
け
で
道
路
単
独
部
に
つ
い
て
は
建
設
大
臣
、
鉄

道
単
独
部
に
つ
い
て
は
運
輸
大
臣
、
共
用
部
に
つ
い

て
は
両
大
臣
に
認
可
を
申
請
し
、
同
月
二
四
日
そ
れ

ぞ
れ
認
可
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
公
団
は
各
種
の
調
査
を
実
施
し
、

昭
和
四
七
年
一
一
月
二
八
日
、
そ
の
結
果
を

｢本
州

四
国
連
絡
橋
調
査
報
告
書
｣
に
ま
と
め
て
、
建
設
･

運
輸
両
大
臣
に
報
告
し
、
両
大
臣
は
昭
和
四
八
年
九

月
二
一
日
、
公
団
に
対
し
て
工
事
に
関
す
る
基
本
計

画
を
指
示
し
た
。

こ
の
指
示
に
基
づ
き
、
公
団
は
道
路
管
理
者
お
よ

び
国
鉄
と
協
議
の
う
え
、
工
事
に
関
す
る
工
事
実
施

計
画
を
作
成
、
同
時
着
工
を
約
一
カ
月
後
に
控
え
た

昭
和
四
八
年
一
〇
月
二
六
日
、
建
設
･
運
輸
両
大
臣

か
ら
認
可
を
受
け
た
。

こ
う
し
て
、
工
事
の
た
め
の
手
続
き
は
す
べ
て
完

了
し
、
同
年
三

月
二
五
日
の
起
工
式
を
待
つ
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ
予
想
も
し
な
か
っ
た
事
態
が

突
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
八
年
始
め
頃
か
ら

公
定
歩
合
の
引
上
げ
な
ど
を
実
施
し
、
八
月
末
に
は

総
需
要
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
公
共
事
業
の
八
%
繰

延
べ
を
実
施
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
同
年

一
〇
月
一
六
日
、
O
P
E
C

(石
油
輸
出
国
機
構
)

が
突
然
、
原
油
価
格
を
大
幅
に
値
上
げ
を
し
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

｢狂
乱
物
価
｣
を
現
出
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
起
工
式
を
五
日
後
に
控
え
た
一

一
月
二
〇
日
(火
)、
政
府
か
ら
着
工
延
期
の
指
示
が

下
っ
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
我
が
国
の
経
済
に
大
き
な
痛

手
を
与
え
、
そ
の
回
復
に
は
長
期
間
を
要
し
た
が
、

昭
和
五
〇
年
春
頃
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
、

不
況
の
打
開
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
総
需
要
抑
制
政
策

の
緩
和
へ
と
進
み
、
同
年
八
月
一
五
日
の
福
田
副
総

理
、
故
仮
谷
建
設
大
臣
、
金
丸
国
土
庁
長
官
の
三
者

会
談
で
合
意
が
得
ら
れ
、
下
記
の
政
府
方
針
が
決
定

さ
れ
た
。

①
本
四
連
絡
橋
は
当
面
一
ル
ー
ト
の
早
期
完
成
を

図
る
。

②
こ
れ
は
鉄
道
併
用
橋
と
し
、
第
三
次
全
国
総
合

開
発
計
画

(昭
和
五
一
-
昭
和
六
〇
年
度
)
で

決
定
す
る
。

③
他
の
二
ル
ー
ト
は
、
各
橋
の
地
域
開
発
効
果
や

工
事
の
難
易
度
を
考
え
、
当
面
着
工
す
べ
き
橋

は
関
係
省
庁
で
協
議
の
う
え
決
定
す
る
。

会
談
で
、
①
年
度
内
に
着
工
す
る
の
は
E
ル
ー
ト
の

大
三
島
橋
と
A
ル
i
ト
の
大
鳴
門
橋
の
地
域
開
発
橋

二
つ
と
す
る
。
②
同
じ
く
、
地
域
開
発
橋
の
E
ル
ー

ト
の
因
島
大
橋
に
つ
い
て
は
、
同
区
間
で
運
航
さ
れ

て
い
る
フ
ェ
リ
ー
の
従
業
員
の
再
雇
用
問
題
の
解
決

を
ま
っ
て
、
追
っ
て
着
工
準
備
を
指
示
す
る
こ
と
が

決
定
し
、
同
日
、
公
団
に
指
示
さ
れ
た
。

な
お
、
鉄
道
併
用
橋
と
し
て
建
設
す
る
一
ル
ー
ト

と
し
て
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
を
書
き
込
ん
だ
三
全

総
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
二
年
三

月
四

日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

2

一
ル
ー
ト
四
橋
時
代

前
述
の
方
針
に
基
づ
き
、
環
境
･
公
害
問
題
、
航

行
安
全
問
題
、
旅
客
船
問
題
等
の
未
解
決
の
問
題
を

ク
リ
ア
ー
し
つ
つ
、
大
三
島
橋
は
昭
和
五
〇
年
三
一

月
、
大
鳴
門
橋
は
昭
和
五
一
年
七
月
、
因
島
大
橋
は

昭
和
五
二
年
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
着
工
す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
正
式
に
決

定
さ
れ
た
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
環
境

問
題
へ
の
世
論
の
盛
り
上
が
り
も
あ
っ
て
日
本
で
初

め
て
の
本
格
的
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

数
多
く
の
審
議
、
協
議
等
を
経
て
、
昭
和
五
三
年
九

月
、
環
境
庁
か
ら
建
設
に
つ
い
て
の
同
意
を
得
た
。

一
方
、
後
ほ
ど
詳
述
す
る
旅
客
船
問
題
に
つ
い
て



も
政
府
に
設
置
さ
れ
た

｢本
州
四
国
連
絡
橋
旅
客
船

問
題
等
対
策
協
議
会
｣
に
お
い
て
対
策
が
協
議
さ
れ
、

昭
和
五
三
年
九
月

｢対
策
の
基
本
方
針
｣
が
策
定
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
関
連
す
る
諸
問
題
に
一
応
の
決

着
を
み
て
、
着
工
凍
結
か
ら
五
年
後
の
昭
和
五
三
年

一
〇
月
一
〇
日
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
の
起
工
式
が

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
伯
方
･
大
島
大

橋
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
四
年
一
月
、
建
設
･
運
輸

両
省
と
国
土
庁
が
協
議
し
た
結
果
、
事
業
化
が
追
加

決
定
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
三
月
に
着
工
し
た
。

以
上
の
事
業
を
い
わ
ゆ
る

｢
一
ル
ー
ト
四
橋
｣
と

称
し
、
大
三
島
橋
が
昭
和
五
四
年
五
月
、
因
島
大
橋

が
昭
和
五
八
年
一
二
月
、
大
鳴
門
橋
が
一
部
、
陸
上

部
区
間
を
除
き
昭
和
六
〇
年
六
月
に
開
通
し
、
残
区

間
を
含
め
た
四
五
･
二
如
は
昭
和
六
二
年
一
〇
月
に

全
通
し
た
。
伯
方
･
大
島
が
昭
和
六
三
年
一
月
に
供

用
、
そ
し
て
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

(瀬
戸
中
央
自
動

車
道
)
が
昭
和
六
三
年
四
月
一
〇
日
に
開
通
し
、
一

ル
ー
ト
四
橋
の
す
べ
て
が
概
ね
計
画
通
り
の
工
程
で

完
成
し
た
。

3

明
石
海
峡
大
橋
と
生
口
橋
の
建
設

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
は
当
初
、
道
路
･
鉄
道
併
用

橋
と
し
て
計
画
さ
れ
て
き
た
が
、
四
国
の
新
幹
線
計

画
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
昭
和
五
三
年
度
に
至
っ

て
鉄
道
計
画
が
見
直
さ
れ
、
大
鳴
門
橋
に
つ
い
て
は
、

将
来
、
単
線
載
荷
な
が
ら
鉄
道
を
通
し
得
る
よ
う
必

要
最
小
限
の
範
囲
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
大

鳴
門
橋
関
連
の
道
路
･
鉄
道
共
用
部
区
間
に
つ
い
て

道
路
･
鉄
道
の
費
用
負
担
の
割
合
も
変
更
さ
れ
た
。

一
方
、
同
ル
ー
ト
の
本
州
と
淡
路
島
を
結
ぶ
明
石

海
峡
大
橋
は
海
上
四
如
を
渡
る
世
界
最
大
の
中
央
支

間
を
も
つ
長
大
橋
で
、
し
か
も
塔
基
礎
は
大
水
深
、

急
潮
流
下
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
施
工
条
件
の
も
と

で
の
大
規
模
工
事
を
必
要
と
す
る
が
、
京
阪
神
と
四

国
を
直
結
す
る
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
の
完
成
は
大
き

な
経
済
効
果
、
開
発
効
果
が
期
待
さ
れ
、
大
鳴
門
橋

の
工
事
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
、
明
石
海
峡
大
橋
の
早

期
事
業
化
が
強
く
要
望
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
社

会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
昭
和
五
六
年
六
月
、
国
土

庁
･
運
輸
省
･
建
設
省
の
三
省
庁
の
合
意
に
基
づ
き
、

明
石
海
峡
大
橋
の
道
路
単
独
橋
の
可
能
性
調
査
が
当

公
団
に
指
示
さ
れ
、
昭
和
六
〇
年
四
月
、
道
路
単
独

橋
と
し
て
の
調
査
報
告
書
を
建
設
省
に
報
告
、
同
年

八
月
、
同
三
省
庁
大
臣
の
協
議
に
よ
っ
て
、
同
橋
を

道
路
単
独
橋
と
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
の
基
礎
工
事
が

最
盛
期
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
五
六
年
、
財
政
再

建
期
間
を
迎
え
、
建
設
事
業
を
継
続
す
べ
き
か
否
か

が
問
わ
れ
、
当
面
一
ル
ー
ト
四
橋
の
建
設
に
限
定
し

て
進
め
る
こ
と
が
、
臨
時
行
政
調
査
会

(臨
調
)
の

答
申
に
明
記
さ
れ
、
昭
和
五
七
年
度
予
算
で
は
七
割

以
上
の
予
算
の
伸
び
を
確
保
し
、
一
ル
ー
ト
四
橋
の

予
定
工
期
ど
お
り
の
事
業
進
捗
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
新
規
橋
梁
へ
の
事
業
展
開
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
が
新
た
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
た
。
昭
和
六
〇
年

七
月
、
臨
調
答
申
の
実
施
に
関
わ
る
機
関
と
し
て
設

け
ら
れ
た
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会

(行
革
審
)

は
、
昭
和
六
一
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、
内
需

拡
大
を
図
る
政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
国
の
負
担
を
軽
減
し
、
民
間
活

力
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
四
事
業
は
従

来
よ
り
借
入
金
を
主
体
と
し
た
民
間
活
力
活
用
型
の

事
業
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
一
層
、
縁
故
債
の
割
合

を
拡
充
し
、
そ
の
う
え
、
そ
の
中
に
特
別
低
利
の
縁

故
債
を
導
入
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
り
、
国
費
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
同
年
一
二
月
明
石
海

峡
大
橋
と
生
口
橋
が
新
規
に
事
業
化
を
図
る
橋
梁
と

し
て
追
加
決
定
さ
れ
、
明
石
海
峡
大
橋
に
つ
い
て
は

平
成
九
年
度
完
成
の
予
定
で
昭
和
六
一
年
四
月
、
生

口
橋
に
つ
い
て
は
平
成
三
年
度
の
完
成
予
定
で
昭
和

六
一
年
五
月
に
そ
れ
ぞ
れ
着
工
し
た
。

4

来
島
大
橋
の
建
設

明
石
海
峡
大
橋
と
生
口
橋
が
事
業
化
さ
れ
、
本
四

公
団
の
調
査
の
主
目
標
は
来
島
大
橋
に
移
行
し
た
が
、



行
革
審
に
お
い
て
昭
和
六
二
年
七
月
に
、
雇
用
情
勢
、

地
域
経
済
の
状
況
に
配
慮
し
、
事
業
の
投
資
効
果
等

を
重
視
し
、
特
に
対
象
事
業
の
重
点
化
を
行
う
旨
の

意
見
が
出
さ
れ
、
明
石
海
峡
大
橋
･
生
口
橋
と
同
様

に
民
間
活
力
の
活
用
を
図
る
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
、

昭
和
六
二
年
一
二
月
来
島
大
橋
に
つ
い
て
新
規
に
事

業
化
を
図
る
橋
梁
と
し
て
追
加
決
定
さ
れ
、
平
成
一

○
年
度
完
成
の
予
定
で
、
昭
和
六
三
年
五
月
着
工
し

た
。

5

多
々
羅
大
橋
等

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
最
も
本
州
側
の
橋
梁
は
、

当
初
尾
道
橋
と
し
て
、
日
本
道
路
公
団
が
昭
和
四
三

年
に
架
橋
し
た
尾
道
大
橋
と
平
行
し
た
四
車
線
の
斜

張
橋
で
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ー
ト
全
通
時
の
将

来
予
測
交
通
量
が
当
初
計
画
ほ
ど
見
込
ま
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
現
在
供
用
さ
れ
て
い
る
尾
道
大
橋
を
本
州

四
国
連
絡
道
路
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和

六
三
年
二
月
に
日
本
道
路
公
団
か
ら
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
が
引
き
継
ぎ
、
西
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
一

部
と
し
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

最
後
の
未
着
手
橋
梁
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
多
々

羅
大
橋
に
つ
い
て
も
、
明
石
海
峡
大
橋
、
生
口
橋
、

お
よ
び
来
島
大
橋
の
三
橋
と
同
様
に
、
行
革
審
お
よ

び
新
行
革
審
の
意
見
を
尊
重
し
、
民
間
資
金
の
活
用

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
国
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
、

そ
の
型
式
も
斜
張
橋
と
決
ま
り
、
平
成
元
年
三
一月
、

新
た
に
事
業
化
を
図
る
橋
梁
と
し
て
追
加
決
定
さ
れ
、

平
成
二
年
度
予
算
政
府
原
案
に
建
設
費
一
三
億
円
が

計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
完
成
予
定
は
平
成
一
〇
年
度
で
あ
り
、
こ

れ
で
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
も
全
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

三

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
管
理
の
経
緯

ー

管
理
体
制
の
整
備
と
現
況

○

大
三
島
橋
関
連
区
間

大
三
島
I
C
j
伯
方
島
I
C
間
六
･
八
如
が
供
用

開
始
さ
れ
た
当
時
は
、
当
公
団
が
初
め
て
道
路
を
管

理
す
る
と
い
う
こ
と
で
知
識
･
経
験
も
な
く
試
行
錯

誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。

メ
イ
ン
の
業
務
は
料
金
収
受
業
務
で
あ
る
が
、
当

初
雇
用
問
題
と
の
関
連
で
供
用
開
始
か
ら
約
一
カ
月

間
公
団
職
員
が
直
営
で
行
い

(そ
の
間
、
フ
ェ
リ
ー

か
ら
の
離
職
者
に
対
し
て
料
金
収
受
業
務
の
研
修
を

行
っ
て
い
た
。)、
そ
の
後
㈱
瀬
戸
内
海
大
橋
共
益
会

が
設
立
さ
れ
、
料
金
収
受
業
務
を
同
財
団
に
委
託
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
収
受
方
法
は
、
午
前
六
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
の
一
四
時
間
を
有
人
収
受
と
し
、
そ

れ
以
外
の
時
間
は
料
金
投
入
箱
に
よ
る
収
受
と
し
た
。

ま
た
、
本
線
は
、
自
動
車
専
用
道
路
に
指
定
し
て
い

る
た
め
、
橋
梁
部
分
の
み
に
自
転
車
歩
行
者
道

(原

動
機
付
自
転
車
、
自
転
車
、
軽
車
両
お
よ
び
歩
行
者

の
通
行
が
可
能
)
を
設
置
し
、
料
金
投
入
箱
を
設
け
、

投
げ
入
れ
に
よ
る
収
受
方
式

(歩
行
者
は
無
料
)
と

し
た
。
な
お
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
直

営
で
日

一
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。

②

因
島
大
橋
関
連
区
間

向
東
出
入
ロ
ー
因
島
I
C
間
九
･
四
畑
の
供
用
開

始
は
、
本
格
的
な
管
理
業
務
の
幕
あ
げ
で
あ
っ
た
。

管
理
業
務
に
必
要
な
各
種
規
程
、
要
領
等
を
作
成
し
、

供
用
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
経
験

の
少
な
さ
か
ら
失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た
。

料
金
収
受
の
体
制
と
し
て
は
、
本
線
料
金
所
は
四

ブ
ー
ス
五
レ
ー
ン
と
し
、
収
受
員
に
よ
る
二
四
時
間

収
受
体
制
と
し
た
。
な
お
、
向
東
出
入
ロ
ー
向
島
間

に
つ
い
て
は
、
採
算
性
の
関
係
で
、
ラ
ン
プ
部
分
に

設
置
し
た
料
金
投
入
箱
で
収
受
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
橋
梁
の
ト
ラ
ス
桁
部
分
に
自
転
車
歩
行
者

道
を
設
置
し
て
い
る
。

交
通
管
理
に
つ
い
て
は
、
当
公
団
で
初
め
て
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
と
交
通
管
制
を
含
め
て
鰯
瀬
戸
内
海

大
橋
管
理
協
会
に
委
託
し
た
。

③

大
鳴
門
橋
関
連
区
間

西
淡
出
入
ロ
ー
鳴
門
北
I
C
間
九
･
九
如
と
津
名

一
宮
I
C
ー
洲
本
I
C
間
一
一
･
九
如
が
昭
和
六
〇

年
六
月
八
日
に
供
用
し
、
続
い
て
鳴
門
北
I
C
j
鳴

門
I
C
間
七
･
九
m
が
昭
和
六
二
年
五
月
二
三
日
に
、

洲
本
I
C
ー
西
淡
出
入
口
間
一
五
･
五
如
が
昭
和
六

本四公団20年のあ



ミ
滋凝

議
瀦

　　
　　
　
　
　　

き　　　

二
年
一
〇
月
八
日
に
供
用
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

大
鳴
門
橋
関
連
区
間
の
特
徴
と
し
て
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
併
設
の
淡
路
島
南
I
C
が
あ
り
、
P
A
の
内
に

は
、
鰯
本
州
四
国
連
絡
道
路
管
理
協
会
の
営
業
施
設

(レ
ス
ト
ラ
ン
･
売
店
等
)
と
公
団
の
道
路
情
報
提

供
施
設
の
合
棟
式
建
物
を
設
置
し
、
協
会
六
対
公
団

四
の
割
合
で
費
用
負
担
を
行
っ
た
。

当
初
の
供
用
時
に
は
、
本
橋
が
観
光
道
路
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
た
め
、
日
祭
日
毎
の
渋
滞
対
策
が
主

要
な
業
務
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
線
ブ
ー
ス
の

増
設

(リ
バ
ー
シ
ブ
ル
車
線
の
追
加
)
お
よ
び
直
営

用
の
臨
時
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
車
両
を
捌
い
た
ほ
ど

で
あ
る
。

料
金
収
受
の
体
制
と
し
て
は
、
収
受
員
に
よ
る
二

四
時
間
収
受
体
制
と
し
た
。
な
お
、
西
淡
出
入
口
料

金
所
で
は
、
兵
庫
県
道
路
公
社
と
当
公
団
の
合
併
収

受
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
延
伸
に
よ
り
本
道
路
も
多

区
間
と
な
っ
た
た
め
、
当
公
団
と
し
て
初
め
て
磁
気

カ
ー
ド
方
式
を
採
用
し
た
。

交
通
管
理
に
つ
い
て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務

と
交
通
管
制
業
務
を
委
託
し
、
交
通
管
制
室
勤
務
の

公
団
職
員

(交
通
司
令
)
を
配
置
し
た
。
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
巡
回
は
日
一
〇
回
、
交
通
管
制
室
は
、
常

時
委
託
一
名
、
公
団
職
員
一
名
の
二
名
体
制
で
管
理

を
行

っ
て
い
る
。

伯方 ･大島大橋

因島大橋



④

児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

(瀬
戸
中
央
自
動
車
道
)

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に
よ
っ
て
初
め
て
本
州
と
四

国
が
陸
路
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
日
が
昭
和
六
三
年
四

月
一
〇
日
で
あ
り
、
当
公
団
に
と
っ
て
最
も
記
念
す

べ
き
日
で
あ
る
。

本
ル
ー
ト
は
、
道
路
･
鉄
道
併
用
橋
と
し
て
供
用

し
、
道
路
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
通
行
料
に
よ

り
償
還
し
、
鉄
道
に
係
る
費
用
の
う
ち
借
り
入
れ
に

係
る
部
分
は
、
日
本
国
有
鉄
道
精
算
事
業
団
が
債
務

を
負
担
し
て
お
り
、
鉄
道
施
設
に
つ
い
て
は
有
償
で

鉄
道
事
業
者

(西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
、
四
国
旅
客
鉄

道
㈱
)
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

バス停

①
道
路
の
管
理

早
島
I
C
-
坂
出
I
C
間
三
七
･
三
如
の
供
用
開

始
は
、
大
三
島
橋
か
ら
始
ま
っ
た
管
理
業
務
の
集
大

成
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
本
道
路
の
特
徴
と
し
て
、

海
峡
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
は
、

海
峡
部
で
た
だ
一
カ
所
島
に
降
り
る
こ
と
の
で
き
る

施
設
で
あ
り
U
タ
ー
ン
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
左
図
の
と
お
り
第
一
駐
車
場
前
の
与
島
プ
ラ
ザ

に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
を
は
じ
め
道
路
情
報
提

供
室
、
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
て
い
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ル

ー
ム
、
展
望
台
等
を
設
置
し
て
い
る
。
第
二
駐
車
場

は
、
開
か
れ
た
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
て
作
ら
れ
、

駐
車
場
か
ら
外
に
歩
い
て
出
る
こ
と
が
で
き
る
構
造

　

　
　

　

ラ

報
ア

一

　

　
　
　

　

圦
滿
殿
畿
拶

島~
与 グエリア

道路情報提供室
ビジュアルルーム

遊歩道

と
な
っ
て
い
る
。

料
金
収
受
方
法
は
、
磁
気
カ
ー
ド
方
式
で
各
I
C

の
入
口
料
金
所
で
磁
気
通
行
券
を
渡
し
、
出
口
I
C

の
料
金
所
で
通
行
料
金
を
精
算
し
、
領
収
書
を
発
行

し
て
い
る
。
与
島
P
A
は
、
U
タ
ー
ン
が
可
能
な
構

造
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
与
島
を
通
過
し
た
証
拠
に

通
行
券
に
印
を
入
れ
る
与
島
料
金
所
･(チ
ェ
ッ
ク
バ

リ
ア
)
が
あ
る
。

ま
た
、
海
峡
部
の
檀
石
島
、
岩
黒
島
、
与
島
の
三

島
に
は
、
島
民
車
専
用
の
出
入
口
が
あ
り
、
無
人
料

金
機
械
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
料
金
所
を
通
行
で

き
る
の
は
、
島
民
車
お
よ
び
消
防
車
、
救
急
車
等
の

緊
急
車
な
ら
び
に
定
期
路
線
バ
ス
で
あ
る
。

交
通
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
早
島
管
理
事
務
所

内

(早
島
I
C
)
に
管
制
室
を
設
け
、
二
四
時
間
常

時
公
団
職
員
一
名
、
委
託
職
員
二
名
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
パ
ネ
ル
の
監
視
、
道
路
情
報
板
の
操
作
等
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
巡
回
回
数
も

橋
梁
部
分
は
日
一
六
回
、
陸
上
部
は
八
回
行
っ
て
い

ろ
↓。②
本
四
鉄
道

(本
四
備
讃
線
)
の
営
業

昭
和
六
三
年
三
月
一
八
日
付
け
で
本
四
公
団
と
西

日
本
旅
客
鉄
道
㈱
お
よ
び
四
国
旅
客
鉄
道
㈱
と
の
間

で
鉄
道
施
設
の
利
用
等
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
、

茶
屋
町
･
児
島
間

(
一
二
･
九
蝿
)
は
、
昭
和
六
三

年
三
月
二
〇
日
よ
り
、
児
島
･
宇
多
津
間

(
一
九
･

停
　
　

　

　

行
エ

ト

通
チ

至早島



五
虹
)
は
、
昭
和
六
三
年
四
月
一
〇
日
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
営
業
が
開
始
さ
れ
た
。

2

管
理
上
の
課
題

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
瀬
戸
内
海
を
横
断
す
る

た
め
、
①
大
規
模
な
長
大
橋
梁
が
多
い
こ
と
、
②
気

象
、
海
象
条
件
が
極
め
て
厳
し
く
、
特
に
強
風
、
濃

霧
の
発
生
す
る
頻
度
が
高
い
こ
と
、
③
他
に
代
替
性

の
な
い
道
路
で
あ
る
こ
と
、
等
に
よ
り
常
に
安
全
で

ス
ム
ー
ズ
な
交
通
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿

命
を
負
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
管
理
に
は
万
全
を
期
し
、
貴
重
な
資

産
の
保
全
、
機
能
の
維
持
･
向
上
に
最
善
を
尽
く
す

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
お
客
様
に
対
し
て
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
今
後
と
も
交
通
管
理
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
、
営
業
サ
ー
ビ
ス
、
休
憩
施
設
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
を
促
進
す
る
各
種
施
策

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

四

技
術
的
課
題
の
解
決

1

本
四
事
業
の
特
質

(技
術
面
)

本
州
四
国
連
絡
橋

(以
下

｢本
四
橋
｣
と
い
う
。)

の
架
橋
地
点
は
、
水
深
が
深
く
、
潮
流
が
速
く
、
台

風
、
地
震
等
の
常
襲
地
帯
に
位
置
し
、
ま
た
本
四
橋

の
計
画
に
は
世
界
で
も
初
め
て
の
本
格
的
な
道
路
･

鉄
道
の
併
用
橋
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
自
然
条
件
調
査
を
行
い
新
た
に
設
計
基

準
類
を
制
定
し
、
ま
た
構
造
物
の
大
型
化
、高
品
質
･

高
精
度
化
、
耐
久
性
の
向
上
等
に
対
す
る
技
術
的
課

題
も
多
く
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
本
四
橋
の
建
設
さ
れ

る
多
く
の
海
峡
が
航
行
船
舶
の
輻
輳
す
る
主
要
航
路

で
、
周
辺
は
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
地
域
で
あ

り
、
周
辺
海
域
で
は
漁
業
も
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
工

事
中
･
完
成
後
の
航
行
安
全
、
自
然
景
観
と
の
調
和
、

環
境
保
全
等
に
も
十
分
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
一
〇
〇
年
以
上
の

寿
命
を
期
待
す
る
本
四
橋
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

新
し
い
数
多
く
の
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
従

来
の
技
術
を
改
良
、
高
度
化
す
る
な
ど
、
高
い
水
準

の
様
々
な
技
術
開
発
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

項
目
を
あ
げ
れ
ば
、

①
設
計
法
の
開
発

②
材
料
、
製
作
技
術
の
開
発

③
施
工
法
の
開
発

④
そ
の
他

に
大
別
さ
れ
る
。

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

2

設
計
法
の
開
発

ゆ

設
計
荷
重

長
大
橋
を
対
象
と
し
た
自
動
車
荷
重
、
鉄
道
荷
重

お
よ
び
関
連
す
る
荷
重
を
交
通
の
実
態
と
橋
梁
の
挙

動
を
考
慮
し
て
設
定
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
の
我
が
国
に
お
け
る
長
大
橋

の
設
計
荷
重
体
系
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。

②

耐
風
設
計
法

台
風
の
常
襲
国
で
あ
る
我
が
国
で
は
、
風
に
対
し

十
分
配
慮
し
た
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
一
方
、

長
大
吊
橋
は
可
撓
性
に
富
む
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

風
に
対
す
る
静
的
お
よ
び
動
的
設
計
が
重
要
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
長
大
吊
橋
を
多
数
建
設
す
る
本
四

橋
で
は
、
各
種
の
調
査
･
試
験
に
基
づ
き
橋
梁
の
挙

動
を
考
慮
し
た
静
的
設
計
法
、
お
よ
び
風
洞
実
験
に

よ
る
動
的
照
査
法
ま
で
の
一
連
の
耐
風
設
計
法
を
開

発
し
た
。

③

耐
震
設
計
法

地
震
時
に
お
け
る
構
造
物
の
動
的
な
動
き
を
考
慮

し
た
耐
震
設
計
法
を
開
発
し
た
。

締

大
型
起
振
機
に
よ
る
振
動
実
験

長
大
橋
の
動
的
応
答
は
、
安
全
性
を
左
右
す
る
重

要
な
要
素
と
な
る
の
で
、
応
答
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
長
大
橋
の
振
動

実
験
デ
ー
タ
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
微
小
振
幅
時
の

デ
ー
タ
し
か
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
一
般
橋
梁
を
対
象



と
し
た
高
周
波
、
低
出
力
の
起
振
機
し
か
実
在
し
な

い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
本
四

橋
を
対
象
と
し
た
低
周
波
、
高
出
力
の
起
振
機
を
開

発
し
、
大
鳴
門
橋
、
大
島
大
橋
、
櫃
石
島
橋
、
南
備

讃
瀬
戸
大
橋
の
四
橋
に
つ
い
て
振
動
実
験
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
比
較
的
大
振
幅
時
の
動
的
特
性
に
関
す

る
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
、
各
橋
の
安
全
性
の
確
認
に
つ

な
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
耐
風
、

耐
震
設
計
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

◎

軟
岩
の
調
査
･
設
計
法

架
橋
地
点
の
海
底
地
盤
は
、
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト

を
除
い
て
、
花
崗
岩
で
あ
り
、
地
質
と
し
て
は
、
単

純
で
あ
っ
た
が
風
化
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
巨
大

な
構
造
物
を
設
置
す
る
基
礎
地
盤
と
し
て
の
信
頼
性

を
判
定
す
る
た
め
に
は
新
し
い
手
法
の
開
発
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
確
立
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
軟
岩
の
力
学
的
性
状
の
調
査
方
法
と
軟
岩

上
の
基
礎
の
設
計
法
を
開
発
し
た
。

3

材
料
お
よ
び
製
作
技
術
の
開
発

の

高
張
力
鋼
材
、
ケ
ー
ブ
ル
材
料

鋼
材
の
強
度
を
高
め
、
死
荷
重
を
軽
減
し
、
合
理

的
、
経
済
的
な
構
造
と
す
る
た
め
、
高
強
度
で
溶
接

性
の
優
れ
た
極
厚
板
の
高
張
力
鋼
や
、
高
強
度
で
高

じ
ん
性
を
備
え
た
ケ
ー
ブ
ル
素
線
を
開
発
し
、
公
団

独
自
の
規
格
H
B
S
を
定
め
た
。

②

高
張
力
鋼
材
の
溶
接
法

併
用
橋
で
は
従
来
使
用
実
績
の
少
な
い
、
S
M
五

八
、
H
T
七
0
、
H
T
八
○
な
ど
の
調
質
高
張
力
鋼

を
相
当
使
用
す
る
た
め
、
溶
接
部
の
疲
労
強
度
を
確

保
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
パ
イ
ロ
ッ

ト
メ
ン
バ
ー
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、
大
型
疲
労
試

験
機
に
よ
る
ト
ラ
ス
弦
材
か
ど
溶
接
や
リ
ブ
十
字
継

手
の
疲
労
強
度
低
下
の
原
因
究
明
を
進
め
る
一
方
、

高
精
度
の
超
音
波
自
動
探
傷
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
非
破

壊
検
査
方
法
の
開
発
を
行
っ
た
。
疲
労
亀
裂
の
原
因

と
な
る
溶
接
欠
陥
を
許
容
値
内
に
お
さ
め
る
べ
く
、

直
径
一
･
五
画
程
度
の
ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
の
検
出
が
で

き
る
超
音
波
探
傷
検
査
が
実
施
で
き
る
ま
で
に
な
っ

た
と
と
も
に
、
高
張
力
鋼
材
の
溶
接
法
等
が
確
立
さ

れ
た
。

③

大
型
鋳
鍛
鋼
品

道
路
鉄
道
併
用
橋
は
死
荷
重
が
大
き
く
な
る
た
め
、

従
来
の
単
独
橋
に
比
べ
て
、
大
き
な
反
力
や
移
動
量

と
な
り
、
耐
久
性
の
高
い
支
承
等
(支
承
･リ
ン
ク
･

ケ
ー
ブ
ル
サ
ド
ル
等
)
に
大
型
鋳
鍛
鋼
品
が
不
可
欠

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
銭
鋼
と
鋼
板
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
構
造
の
サ
ド
ル
の
開
発
や
、
大
型
タ
ワ
ー
リ
ン

ク
の
揺
動
確
性
試
験
等
を
経
て
、
設
計
製
作
技
術
の

確
立
を
図
っ
た
。

4

施
工
技
術
の
開
発

の

多
柱
基
礎
工
法

岩
礁
が
多
く
急
潮
流
下
で
、
大
型
固
定
式
海
上
作

業
足
場
を
設
置
し
、
大
口
径
掘
削
機
を
用
い
て
建
設

す
る
多
柱
基
礎
工
法
を
開
発
し
た
。
本
工
法
は
足
場

を
使
っ
て
一
本
ず
つ
施
工
さ
れ
た
柱
状
体
を
多
数
本

施
工
し
、
そ
の
頂
部
を
海
面
上
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版

で
結
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
柱
状
体
の
径
は
五
i
八

m
で
あ
る
。

そ
の
た
め
回
転
式
掘
削
機
に
よ
る
岩
掘
削
な
ど
、

施
工
実
験
を
繰
り
返
し
実
施
し
、
大
鳴
門
橋
の
橋
脚

基
礎
で
採
用
さ
れ
実
用
化
で
き
た
。

②

設
置
ケ
ー
ソ
ン
基
礎
工
法

大
水
深
、
急
潮
流
、
船
舶
の
交
通
量
が
多
い
海
峡

で
、
作
業
期
間
を
短
縮
し
て
巨
大
基
礎
を
構
築
す
る

に
は
、
施
工
単
位
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
問
題
解
決

の
決
め
手
と
な
る
と
の
考
え
か
ら
、
予
め
海
底
掘
削

し
た
場
所
に
、
工
場
で
製
作
し
た
ケ
ー
ソ
ン
を
設
置

す
る
一
種
の
プ
レ
フ
ァ
ブ
工
法
で
あ
る
設
置
ケ
ー
ソ

ン
基
礎
工
法
を
開
発
し
た
。

本
工
法
は
、
水
中
発
破
工
法
、
グ
ラ
ブ
掘
削
、
大

口
径
掘
削
機
、
浮
上
式
大
型
ケ
ー
ソ
ン
の
位
置
決
め

沈
設
工
法
、
プ
レ
パ
ッ
ク
ド
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
、

大
型
作
業
船
、
大
型
施
工
機
械
の
開
発
等
と
も
相
ま

っ
て
、
海
上
作
業
を
安
全
･
確
実
に
進
め
、
か
つ
工

6

期
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。



③

ケ
ー
ブ
ル
架
設
等

吊
橋
の
ケ
ー
ブ
ル
架
設
は
、
海
外
で
は
A
S

(エ

ア
･
ス
ピ
ニ
ン
グ
)
工
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

本
四
橋
の
吊
橋
に
お
い
て
は
ト
ン
ネ
ル
ア
ン
カ
ー
を

採
用
し
た
下
津
井
瀬
戸
大
橋
は
A
S
工
法
に
よ
っ
た

が
、
他
五
橋
は
P
S

(プ
レ
ハ
ブ
･
ス
ト
ラ
ン
ド
)

工
法
で
架
設
し
た
。
ま
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
の
渡

海
に
、
従
来
の
浮
子
方
式
か
ら
、
強
潮
流
、
航
路
閉

鎖
な
ど
を
考
え
て
、
大
型
ク
レ
ー
ン
船
に
よ
る
フ
リ

ー
ハ
ン
グ
方
式
を
開
発
す
る
な
ど
、
新
し
い
試
み
が

実
用
化
し
た
。
ま
た
P
S
工
法
で
は
将
来
に
備
え
て

マ
ー
キ
ン
グ
架
設
な
ど
施
工
の
効
率
化
の
調
査
も
実

施
し
た
。
ま
た
A
S
工
法
で
は
、
曳
出
し
ワ
イ
ヤ
の

自
重
を
既
設
ス
ト
ラ
ン
ド
に
預
け
る
低
張
力
曳
出
し

工
法
を
開
発
し
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
A
S

工
法
の
改
良
、
新
規
開
発
等
施
工
の
確
実
性
な
ら
び

に
工
期
の
短
縮
を
図
っ
た
。

燭

塔
･
補
剛
桁
等
の
架
設

長
大
吊
橋
の
主
塔
は
高
さ
が
高
く
、
部
材
は
大
重

量
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
重
量
部
材
を
高
所
へ
吊
り

上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
各
種
ク
レ
ー
ン
を
開
発
し
た
。

一
部
の
塔
に
は
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
た

が
、
塔
架
設
の
主
流
は
ク
リ
ー
バ
ー
ク
レ
ー
ン
で
あ

っ
た
。
せ
り
上
げ
機
構
で
吊
り
天
秤
を
用
い
た
機
械

ロ
ー
プ
式
以
外
に
、
新
た
に
油
圧
式
が
実
用
化
さ
れ

た
。

桁
の
架
設
で
は
、
大
型
F
C
船
を
使
っ
て
大
ブ
ロ

ッ
ク
架
設
の
記
録
が
次
つ
ぎ
と
更
新
さ
れ
た
。
最
大

の
実
績
は
櫃
石
島
橋
の
六
、
一
〇
0
t
の
ブ
ロ
ッ
ク

で
、
三
、
五
〇
0
t
お
よ
び
三
、
0
0
o
t
吊
り
の

二
隻
の
F
C
船
で
相
吊
り
架
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

5

そ
の
他

=

長
期
防
錆
型
塗
料
お
よ
び
塗
装

本
四
橋
は
、
海
上
に
建
設
さ
れ
る
た
め
海
塩
粒
子

の
影
響
を
強
く
受
け
、
厳
し
い
腐
食
環
境
下
に
あ
り
、

ま
た
高
所
で
の
膨
大
な
塗
り
替
え
作
業
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
作
業
頻
度
を
低
減
す
る
た
め
に
防
錆
力
に

優
れ
、
耐
久
性
の
高
い
塗
料
が
必
要
と
な
り
、
長
期

防
錆
型
塗
料
と
塗
装
仕
様
を
開
発
考
案
し
た
。
こ
の

塗
料
の
塗
装
に
お
い
て
は
品
質
確
保
と
工
期
短
縮
を

図
る
た
め
上
塗
り
ま
で
工
場
で
塗
装
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
塗
装
に
要
す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減

と
と
も
に
最
終
工
程
ま
で
工
場
で
一
貫
塗
装
が
で
き

る
の
で
高
品
質
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
維
持
管
理
用
検
査
車
の
開
発
と
相
ま
っ
て

維
持
管
理
に
も
万
全
を
期
し
、
全
面
塗
替
え
周
期
の

延
長
に
も
期
待
し
て
い
る
。

②

鋼
床
版
舗
装

本
四
橋
の
吊
橋
、
斜
張
橋
に
お
い
て
は
、
死
荷
重

を
軽
減
す
る
た
め
鋼
床
版
構
造
を
採
用
し
て
い
る
た

め
、
鋼
床
版
上
面
の
防
錆
や
鋼
床
版
の
変
形
に
追
随

で
き
る
舗
装
材
料
と
そ
の
仕
様
を
開
発
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
舗
装
本
体
の
構
成
で
上
層
が
改
質
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
下
層
が
グ
ー
ス
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
も
の
が
開
発
さ
れ
、
各
材
料
と
構
成
層
の
特

徴
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
鋼
床
版

の
変
形
に
追
従
で
き
、
耐
疲
労
性
、
耐
流
動
性
の
優

れ
た
舗
装
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

③

列
車
走
行

他
の
橋
梁
形
式
に
比
べ
、
た
わ
み
や
す
く
振
動
し

や
す
い
長
大
吊
橋
上
を
列
車
が
高
速
で
走
行
す
る
場

合
の
列
車
走
行
性
と
乗
心
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、

橋
梁
構
造
の
選
択
と
新
し
い
軌
道
構
造
の
開
発
が
行

わ
れ
た
。
特
に
、
連
続
補
剛
桁
吊
橋
や
張
出
し
径
間

付
き
単
径
間
吊
橋
の
採
用
、
大
伸
縮
(士
七
五
〇
凹

角
折
れ
機
能
を
有
す
る
緩
衝
桁
の
開
発
、
実
験
線
に

お
け
る
試
験
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
安

全
性
の
確
認
も
行
わ
れ
た
。
列
車
走
行
上
の
諸
問
題

を
実
橋
で
確
認
す
る
た
め
、
開
業
前
に
種
々
の
試
験

列
車
に
よ
る
走
行
試
験
も
行
わ
れ
た
。

④

そ
の
他

そ
の
他
、
海
峡
部
に
建
設
さ
れ
る
橋
梁
の
道
路
照

明
と
し
て
、
路
面
外
へ
の
光
の
漏
え
い
に
よ
る
漁

業
･
船
舶
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
灯
具
、
耐
風
性
を

考
慮
し
た
照
明
ポ
ー
ル
、
架
橋
に
よ
る
船
舶
の
レ
ー

ダ
ー
映
像
障
害
の
軽
減
対
策
と
し
て
の
軽
量
で
耐
久

性
に
優
れ
た
電
波
吸
収
材
、
航
行
安
全
の
た
め
の
工



事
中
、
完
成
後
の
航
行
安
全
シ
ス
テ
ム
･
航
行
援
助

シ
ス
テ
ム
･
緩
衝
工
等
の
開
発
を
行
っ
た
。

ま
た
本
四
橋
の
架
け
ら
れ
る
瀬
戸
内
海
は
、
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
、
自
然
環
境
の
優
れ
た
地
域
で
あ

り
、
し
か
も
周
辺
海
域
で
は
、
漁
業
も
盛
ん
で
あ
る

た
め
、
環
境
保
全
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た

め
水
質
汚
濁
防
止
技
術
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
管
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
漁
業
影
響
調
査
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
橋
梁
形
式
、
構
造
物
の
形
式
等
の
検
討
や
カ

ラ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
に
よ
る
色
彩
の
検
討
を

行
う
な
ど
構
造
物
と
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
評

価
手
法
の
確
立
に
向
け
て
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。五

旅
客
船
問
題
等

1

旅
客
船
問
題

=

本
四
架
橋
の
建
設
に
よ
り
、
従
来
瀬
戸
内
海

地
域
に
お
け
る
交
通
運
輸
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
旅
客
船
事
業
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
し

て
、
昭
和
四
七
年
頃
か
ら
日
本
旅
客
船
協
会
お
よ
び

全
日
本
海
員
組
合
よ
り
、
政
府
、
公
団
に
対
し
損
失

補
償
と
雇
用
安
定
対
策
を
求
め
る
動
き
が
表
面
化
し

て
き
た
。
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
要
求
に
鑑

み
、
昭
和
四
九
年
九
月
、
学
識
経
験
者
、
関
係
者
等

か
ら
な
る

｢本
州
四
国
連
絡
橋
に
関
連
す
る
旅
客
船

問
題
等
調
査
会
｣
を
公
団
に
設
置
し
、
旅
客
船
事
業

に
対
す
る
影
響
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

次
い
で
政
府
は
、
昭
和
五
一
年
一
〇
月
内
閣
に
建

設
大
臣
を
会
長
と
す
る

｢本
州
四
国
連
絡
橋
旅
客
船

問
題
等
対
策
協
議
会
｣
を
設
置
し
、
同
協
議
会
に
設

け
ら
れ
た
学
識
経
験
者
、
関
係
者
等
か
ら
な
る

｢本

州
四
国
連
絡
橋
旅
客
船
問
題
等
対
策
懇
談
会
｣
で
対

策
の
具
体
的
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
意
見
具
申
を
受

け
て
、
政
府
は
昭
和
五
三
年
九
月

｢本
州
四
国
連
絡

橋
の
建
設
に
伴
う
旅
客
船
問
題
等
に
関
す
る
対
策
の

基
本
方
針
｣
を
決
定
し
た
。
こ
の

｢基
本
方
針
｣
に

基
づ
き
、
昭
和
五
四
年
五
月
、
関
係
省
庁
、
旅
客
船

協
会
、
海
員
組
合
等
か
ら
な
る

｢本
州
四
国
連
絡
橋

旅
客
船
問
題
連
絡
協
議
会
｣
が
設
置
さ
れ
、
｢基
本
方

針
｣
に
定
め
ら
れ
た
措
置

(航
路
の
再
編
成
、
旅
客

船
事
業
者
に
対
す
る
措
置
、
旅
客
船
従
業
者
に
対
す

る
措
置
等
)
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
の
協
議

が
進
め
ら
れ
た
。

同
協
議
会
に
お
け
る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
立
法

作
業
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
六
年
三
月

｢本
州
四
国
連

絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法
(案
)｣
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、

同
年
六
月
に
成
立
･
公
布
、
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。

以
後
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
四
架
橋
に
よ

る
旅
客
船
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

②

特
別
措
置
法
は
、

①
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
い
影
響
を
受
け

る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
の
再
編
成

②
事
業
を
営
む
者
に
対
す
る
助
成

③
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
等

の
特
別
措
置
を
講
じ
、
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等

に
係
る
影
響
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。同

法
に
よ
り
、
公
団
で
は
事
業
者
に
関
す
る
措
置

と
し
て
、
①
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
廃
止
等
交
付

金
の
交
付
、
お
よ
び
②
退
職
金
支
払
確
保
契
約
に
関

す
る
業
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
ほ
か
、
事
業
の
円

滑
な
転
換
お
よ
び
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
に
必
要

な
措
置
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。③

こ
れ
ま
で
大
三
島
橋
、
因
島
大
橋
、
大
鳴
門

橋
、
伯
方
･
大
島
大
橋
お
よ
び
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

が
供
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
橋
の
供
用
に
伴

い
旅
客
船
事
業
に
お
い
て
は
、
ニ
ニ
航
路
が
廃
止
さ

れ
、
一
三
航
路
で
事
業
規
模
の
縮
小
が
行
わ
れ
て
い

る
。公

団
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
航
路
の
事
業
者
に
対

し
、
上
述
の
交
付
金
の
交
付
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
者
お
よ
び
従
業
者
の
転
業
･
転
職
対

策
に
つ
い
て
は
、
各
ル
ー
ト
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
現

地
連
絡
協
議
会
に
お
け
る
連
絡
協
議
を
通
じ
て
、
公

団
関
連
事
業
や
地
元
自
治
体
等
に
よ
る
再
就
職
先
の

整
備
と
そ
れ
へ
の
斡
旋
等
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
ご
と
に
対

本四公団20年の



策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

2

港
湾
労
働
問
題

印

港
湾
･
陸
上
運
送
関
係
雇
用
問
題
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
九
年
頃
か
ら
総
評
に
よ
り
政
府
に
対
し

対
策
の
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
昭

和
五
一
年
六
月
、
関
係
省
庁
、
総
評
等
か
ら
な
る
｢本

州
四
国
連
絡
橋
に
伴
う
港
湾
･
陸
上
運
送
関
係
雇
用

問
題
協
議
会
｣
が
設
置
さ
れ
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
前
述
の
昭
和
五
三
年
九
月
の

｢基
本

方
針
｣
に
お
い
て
、
旅
客
船
問
題
と
と
も
に
、
港
湾
･

陸
上
運
送
関
係
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
四
架
橋

の
港
湾
･
陸
上
運
送
の
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
、
｢今
後
調
査
を
継
続
し
て
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

結
果
影
響
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
｣
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
昭
和
五
四
年
八
月
、
関
係
各
省
、

総
評
等
か
ら
な
る

｢本
州
四
国
連
絡
橋
雇
用
対
策
中

央
協
議
会
｣
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
調
査
、
検
討
が

進
め
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
五
八
年
五
月
同
協
議
会
に

お
い
て

｢港
湾
運
送
事
業
に
関
す
る
対
策
の
基
本
方

針
L
が
了
解
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
対
象
二
五
港

湾
に
お
け
る
港
湾
運
送
事
業

(沿
岸
荷
役
)
に
つ
い

て
、①

事
業
の
再
編
成
の
た
め
の
措
置

②
事
業
者
の
経
営
お
よ
び
雇
用
の
安
定
の
た
め
の

措
置

③
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
の
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
で
、
旅
客
船
事
業
者
に
対
す
る
措
置

と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

｢基
本

方
針
｣
に
沿
っ
て
対
策
を
進
め
る
た
め
引
き
続
き
協

議
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
九
年
五
月
同
協
議
会
に
お

い
て
、｢本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
港
湾
運
送

事
業
に
関
す
る
対
策
事
業
実
施
要
綱
｣
が
了
解
さ
れ

た
。
以
後
、
上
記

｢基
本
方
針
｣
お
よ
び

｢実
施
要

綱
｣
に
従
っ
て
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

②

｢実
施
要
綱
｣
に
よ
り
、
公
団
で
は
事
業
者
に

関
す
る
措
置
と
し
て
、
港
湾
運
送
事
業
廃
止
等
交
付

金
の
交
付
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
公
団
は
、
事
業
規
模
の
縮
小
を
行
っ

た
事
業
者
一
社
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
等
を
行
っ

て
い
る
。

お
わ
り
に

当
公
団
も
人
間
で
い
え
ば
成
人
式
に
当
た
る
創
立

二
〇
周
年
を
迎
え
た
が
、
昭
和
六
三
年
四
月
に
供
用

し
た
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
交
通
量
の
予
想
外
の
低

迷
の
結
果
、
今
後
の
経
営
基
盤
の
強
化
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
昨
年

八
月
、｢本
州
四
国
連
絡
道
路
の
整
備
と
採
算
性
の
確

保
に
つ
い
て
｣
道
路
審
議
会
の
中
間
答
申
が
な
さ
れ
、

採
算
性
の
確
保
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
関
連
道
路

網
の
整
備
の
促
進
、
利
用
の
促
進
、
経
費
の
節
減
に

加
え
て
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
出
資
金
の

増
額
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
平
成
二
年
度
予
算
政
府

原
案
に
お
い
て
、
資
金
コ
ス
ト
を
四
･
八
%
に
引
き

下
げ
る
た
め
の
出
資
金
の
増
額
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
最
後
の
未
着
手
橋
梁

と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
多
々
羅
大
橋
の
着
工
も
認
め

ら
れ
公
団
創
立
二
〇
周
年
に
当
た
る
平
成
二
年
度
予

算
は
三
ル
ー
ト
の
建
設
お
よ
び
管
理
を
着
実
か
つ
円

滑
に
進
め
て
い
く
う
え
で
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な

っ
た
。

当
公
団
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
の
促

進
と
経
費
の
節
減
に
努
め
、
採
算
性
の
確
保
を
図
る

よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、

本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
、
管
理
事
業
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
に
、
関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。瀞
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本
国
公
団
⑭
“
後
の
事
業
計
画

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
企
画
開
発
部
長

中
島

英
輔

一

は
じ
め
に

本
州
四
国
連
絡
橋
は
、
昭
和
四
八
年
九
月
建
設
、

運
輸
両
大
臣
か
ら
工
事
に
関
す
る
基
本
計
画
が
指
示

さ
れ
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
得
て
、
神
戸
･
鳴

門
、
児
島
･
坂
出
お
よ
び
尾
道
･
今
治
の
三
ル
ー
ト

に
同
時
着
工
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
折
か
ら
の
石

油
危
機
に
よ
る
総
需
要
抑
政
策
の
一
環
と
し
て
、
着

工
の
延
期
が
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
も
あ
っ
て
、
昭
和
五
〇
年
八
月
に
当
面
一

ル
ー
ト
の
早
期
完
成
を
図
り
、
他
の
二
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
各
橋
の
地
域
開
発
効
果
等
を
勘
案
し
て
大
鳴

門
橋
他
二
橋
の
準
備
等
を
行
う
と
い
う
本
州
四
国
連

絡
橋
の
建
設
に
関
す
る
当
面
の
建
設
方
針
が
決
定
さ

れ
、
昭
和
五
○
年
度
に
大
三
島
橋
、
五
一
年
度
に
大

鳴
門
橋
お
よ
び
因
島
大
橋
に
順
次
着
工
し
、
五
三
年

度
に
は
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
に
着
工
し
た
。
さ
ら
に

五
五
年
度
に
は
伯
方
･
大
島
大
橋
に
着
工
し
、
こ
れ

ら
は
、
現
在
い
ず
れ
も
完
成
し
、
供
用
中
で
あ
る
。

ま
た
、
六
一
年
度
に
は
明
石
海
峡
大
橋
お
よ
び
生

口
橋
、
六
三
年
度
に
は
来
島
大
橋
が
事
業
化
さ
れ
、

現
在
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な

お
、
六
二
年
度
に
は
尾
道
大
橋
を
日
本
道
路
公
団
か

ら
引
継
ぎ
、
供
用
し
て
い
る
。

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
六
三
年
四
月
に
開
通
し

た
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

(瀬
戸
中
央
自
動
車
道
)
を

含
め
計
画
延
長
の
約
六
0
%
に
あ
た
る
約
一
〇
七
如

が
供
用
中
で
あ
り
、
建
設
と
と
も
に
本
格
的
な
管
理

運
営
を
行
う
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
道
の

う
ち
本
四
備
讃
線
は
、
六
三
年
三
月
に
一
部
区
間
、

表 1 本州四国連絡橋事業の概要

ルート 路 線 区 間 構 造 規 格 等

一戸

門

神

嶋

路道 一般国道28号 神戸市 ~鳴門市
認
識賞

第

設

6

鑓 本四淡 路 線
神戸市垂水区

~鳴門市
新 幹 線 規 格
複 線 ･ 電 化

島

出

児

,
坂

道路 一般国道30号

市

郡

出

窪

坂

都

~

県

町
剛
鶚

級
釿
2

痂
線
00

｣
翹
車
迩
･

1
計
4

第

設

道鉄 本四備讃線 郡

町
歌
屋

綾

町

茶
県
津

市

川

多

敷
香
宇

倉

~
燃
焼
化
㈱魂
線
妙
線

在

お

複

百
一

ム
ロ

尾

.
今
道路 一般国道317号 漸今鰤

級

舳

3

如
線
80淺
車
鬱
1
悦
4

第

設
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六
三
年
四
月
に
は
全
区
間

(延
長
三
二
･
四
如
)
の

営
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
唯
一
未
着
手
橋
梁
と
な
っ

て
い
た
多
々
羅
大
橋
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
年
度
予

算
案
に
お
い
て
建
設
費
が
認
め
ら
れ
、
二
年
度
よ
り

建
設
事
業
に
着
手
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
未
供
用
の
区
間
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
建
設
事

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
三
ル
ー
ト
完
成

の
目
途
が
得
ら
れ
た
。

二

今
後
の
建
設
事
業

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度

の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
こ

つ
い
て
は
、
多
々
羅
大
橋
の
二
年
度
事
業
化
に
よ
り
、

来
島
大
橋
と
合
わ
せ
平
成
一
〇
年
度
に
完
成
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
、
尾
道
･
今
治
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
部
分
供
用
し
て
き
た
た
め
、
交
通

需
要
が
当
面
多
く
な
い
こ
と
等
に
よ
り
暫
定
二
車

(ま
た
は
四
車
)
線
施
工
を
採
り
入
れ
て
き
て
い
る

が
、
今
後
の
建
設
予
定
区
間
に
つ
い
て
も
、
事
業
の

効
率
的
な
執
行
を
図
る
た
め
、
交
通
量
の
推
移
等
を

勘
案
し
な
が
ら
暫
定
施
工
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

各
橋
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

ー

明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間
の
事
業
計
画

印

路
線
の
概
要

明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間
と
し
て
事
業
化
さ
れ
、

昭
和
六
一
年
四
月
に
路
線
発
表
を
行
っ
た
路
線
は
、

垂
水
J
C
T
で
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
、
西
神
自
動
車
道

お
よ
び
大
阪
湾
岸
道
路
か
ら
分
岐
し
、
舞
子
ト
ン
ネ

ル
を
経
て
明
石
海
峡
大
橋
で
淡
路
島
に
渡
り
、
津
名

一
宮
I
C
で
供
用
中
の
大
鳴
門
橋
関
連
区
間
に
接
続

す
る
延
長
約
三
六
m
の
区
間
で
あ
る
。
道
路
規
格
は
、

第
一
種
第
二
級
、車
線
数
は
六
車
線
(鳴
門
北
I
C
'

鳴
門
I
C
間
は
四
車
線
)、設
計
速
度
は
一
0
0
ゾ
で

あ
る
。

の

明
石
海
峡
大
橋

明
石
海
峡
大
橋
は
、
中
央
支
間
長
一
、
九
九
0
m
、

橋
長
三
、
九
一
0
m
の
三
径
間
二
ヒ
ン
ジ
補
剛
ト
ラ

ス
吊
橋
で
あ
り
、
現
在
世
界
第
一
位
の
イ
ギ
リ
ス
の

ハ
ン
バ
ー
橋

(中
央
支
間
長
一
、
四
一
0
m
)
を
超

え
る
世
界
最
大
の
吊
橋
で
あ
る
。
架
橋
地
点
の
明
石

海
峡
は
、
大
阪
湾
と
播
磨
灘
を
つ
な
ぎ
、
幅
約
四
如
、

最
大
水
深
約
一
一
0
m
、
最
大
潮
流
速
度
は
毎
秒
約

四
･
o
m
に
達
し
、
基
礎
の
支
持
地
盤
は
新
第
三
紀

層
か
ら
洪
積
層
に
わ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
神
戸
層
、
明

石
層
と
い
う
未
固
結
の
堆
積
岩
が
対
象
と
な
る
こ
と
、

お
よ
び
世
界
有
数
の
台
風
、
地
震
へ
の
対
策
を
必
要

と
す
る
な
ど
自
然
条
件
が
極
め
て
厳
し
い
。
ま
た
、

古
く
か
ら
の
好
漁
場
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
海
上
交

通
の
要
所
で
、
航
行
船
舶
は
一
日
約
一
、
四
〇
〇
隻

を
数
え
る
な
ど
社
会
的
条
件
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で

あ
る
。

昭
和
六
一
年
度
に
事
業
化
さ
れ
て
以
来
、
精
査
ボ

ー
リ
ン
グ
、
現
地
試
験
工
事
等
を
実
施
し
設
計
･
施

工
法
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
補
償
等
を
完
了

し
、
昭
和
六
三
年
五
月
よ
り
主
塔
基
礎
掘
削
工
事
お

よ
び
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
周
辺
の
作
業
基
地
埋
立
工
事
等

の
現
地
工
事
に
着
手
し
た
。
明
石
海
峡
大
橋
の
主
塔

基
礎
は
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
の
海
中
基
礎
で
実
施写真 1 明石海峡大橋 2 P工事現況
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し
た
設
置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
を
採
用
し
て
お
り
、
海
底

掘
削
完
了
後
、
鋼
製
ケ
ー
ソ
ン
を
設
置
し
、
昨
年
一

〇
月
よ
り
ケ
ー
ソ
ン
内
へ
の
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
を
開
始
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
近
年

開
発
さ
れ
た
特
殊
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
て
お

り
、
打
設
量
は
主
塔
基
礎
二
基
で
約
五
〇
万
岼
に
及

ぶ
。
平
成
二
年
度
は
、
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に

引
き
続
き
気
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九

月
に
埋
立
を
竣
功
し
、
現
在
基
礎
工
事
を
行
っ
て
い

報執
ミ
ート鮫

＼
＼で

＼
、

　
　　　

写真 2 明石海峡大橋 1 A 工事現況

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
塔
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在

実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二

年
度
に
製
作
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

③

陸
上
部
道
路

神
戸
側
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
二
月

の
都
市
計
画
決
定
以
来
、
関
係
地
方
公
共
団
体
等
と

事
業
調
整
を
行
い
つ
つ
設
計
協
議
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
名
谷
地
区
お
よ
び
舞
子
地
区
に
つ
い

て
は
、
路
線
測
量
お
よ
び
地
質
調
査
を
完
了
し
、
現

在
用
地
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
垂
水
J
C
T
に

つ
い
て
は
、
建
設
省
、
日
本
道
路
公
団
お
よ
び
阪
神

高
速
道
路
公
団
と
の
合
併
事
業
と
し
て
事
業
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
舞
子
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
試

験
坑
地
質
調
査
に
引
き
続
き
平
成
元
年
一
二
月
よ
り

準
備
工
事
に
着
手
し
、
現
在
斜
坑
を
掘
削
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

淡
路
側
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
約
四
○
橋
の
橋
･

高
架
橋
等
構
造
物
と
土
工
区
間
よ
り
成
る
延
長
約
二

八
如
の
区
間
で
あ
り
、
現
在
ほ
ぼ
全
区
域
に
お
い
て

設
計
協
議
、
幅
杭
打
設
、
丈
量
測
量
を
実
施
中
で
あ

り
、
丈
量
測
量
の
完
了
し
た
区
間
に
つ
い
て
は
用
地

交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
年
度
は
、
測
量
お
よ

び
設
計
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
工
事
用
道
路

お
よ
び
流
末
排
水
路
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

2

生
口
橋
の
事
業
計
画

生
口
橋
は
中
央
支
間
長
四
九
0
m
、
橋
長
七
九
〇

m
の
三
径
間
連
続
複
合
箱
桁
斜
張
橋
で
あ
り
、
斜
張

橋
と
し
て
は
世
界
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
。
本
橋
の

特
徴
は
、
中
央
径
間
の
桁
を
鋼
製
と
し
、
側
径
間
の

桁
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
し
た
複
合
桁
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
構
造
は
世
界
で
も
例
が
少

な
く
、
我
が
国
で
は
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
構
造
に
し
た
理
由
は
、
地
形
的
条
件
よ
り
側

径
間
長
を
あ
ま
り
長
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

側
径
間
部
を
重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
、
中
央
径
間
部

を
軽
い
鋼
桁
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
造
的
に
バ
ラ

ン
ス
を
良
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

生
口
橋
関
連
区
間
は
、
因
島
大
橋
関
連
区
間
の
終

点
で
あ
る
因
島
I
C
か
ら
生
口
島
の
洲
江
出
入
口
ま

で
の
四
･
四
如
で
あ
る
が
、
暫
定
施
工
と
し
て
生
口

橋
の
因
島
側
取
付
部
に
田
熊
出
入
口
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
一
･
0
虹
区
間
を
施
工
し
て
い
る
。

生
口
橋
は
昭
和
六
一
年
度
に
着
工
し
、
締
切
工
事
、

下
部
工
工
事
お
よ
び
塔
架
設
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。

現
在
は
、
取
付
部
の
土
工
お
よ
び
高
架
橋
上
部
工
工

事
、
生
口
橋
の
側
径
間
部
P
C
桁
架
設
工
事
、
中
央

径
間
部
鋼
桁
架
設
工
事
を
行
っ
て
い
る

(写
真
3
)。

今
後
は
、
斜
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
鋼
桁
張
出
し
架
設
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
供
用
関
連
施
設
工
事
お
よ
び

舗
装
工
事
を
行
い
、
平
成
三
年
度
内
に
は
供
用
開
始
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し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ロ

.

生

3

来
島
大
橋
の
事
業
計
画

　　図

来
島
大
橋
は
中
央
支
間
長
六
一
0
m
、
一
、
○

-

橋一般図

8
聾
菖
A
"

灘
齋
藤嫁鵺搦
み

o
m
、
一
、
o
三
o
m
の
三
つ
の
吊
橋
か
ら
成
る
橋

　　
　
　
　

遊
べ
N最
N

長
四
、
二
一
五
m
の
三
連
吊
橋
で
あ
る
。
二
連
吊
橋

は
瀬
戸
大
橋
の
南
北
備
讃
瀬
戸
大
橋
や
ア
メ
リ
カ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
･
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

･
ベ
イ
橋
な

ど
の
例
が
あ
る
が
、
三
連
吊
橋
は
世
界
で
初
め
て
の

も
の
で
あ
る
。

T

“

≧

黎
,

架
橋
地
点
の
来
島
海
峡
は
、
大
島
と
今
治
の
間
の

幅
約
四
如
の
海
峡
で
あ
り
、
中
渡
島
･
武
志
島
･
馬

島
等
が
点
在
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
特
有
の
多
島
海

景
観
を
呈
す
る
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
海 写真 3 生口橋の現況
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峡
は
島
々
に
よ
り
三
つ
の
水
道
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
狭
く
屈
曲
し
、
潮
流
が
速
く
、
航
行
船
舶

も
多
い
た
め
、
海
の
難
所
と
し
て
名
高
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
、
橋
梁
計
画
は
三
つ

の
水
道
が
中
央
径
間
と
な
る
よ
う
な
直
線
の
三
連
吊

橋
と
し
た
。

来
島
大
橋
関
連
区
間
は
、
伯
方
･
大
島
大
橋
関
連

ふ
き　

　
　　　
′き
藝
　
　　

ん

真
、
写

区
間
の
終
点
で
あ
る
大
島
の
宮
窪
出
入
口
か
ら
今
治

南
I
C
ま
で
の
一
八
･
五
如
で
あ
り
、
昭
和
六
三
年

度
よ
り
建
設
事
業
に
着
手
し
、
平
成
一
〇
年
度
に
は

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
地
で
は
地
形
測
量
、
地

質
調
査
等
を
完
了
し
、
現
在
来
島
大
橋
の
4
A
地
点

に
お
い
て
、
大
型
グ
ラ
ブ
船
に
よ
る
海
底
岩
盤
掘
削

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
補
償
お
よ
び

航
行
安
全
対
策
等
の
協
議
も
行
っ
て
お
り
、
必
要
な

諸
手
続
き
を
終
え
、
平
成
二
年
の
夏
頃
に
は
下
部
工

工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

4

多
々
羅
大
橋
の
事
業
計
画

多
々
羅
大
橋
は
中
央
支
間
長
八
九
0
m
、
橋
長
一
、

四
八
0
m
の
三
径
間
連
続
鋼
箱
桁
斜
張
橋
で
あ
り
、

広
島
県
の
生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三
島
を
結
ぶ
も
の

で
あ
る
。

本
橋
は
当
初
の
工
事
実
施
計
画
で
は
三
径
間
補
剛

ト
ラ
ス
吊
橋
で
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ン
カ
レ
イ

ジ
の
建
設
に
よ
っ
て
生
口
島
の
架
橋
地
点
の
地
形
改

変
が
著
し
い
等
の
課
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
た
め
、

近
年
の
橋
梁
技
術
の
進
歩
を
取
り
入
れ
た
橋
梁
計
画

に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
斜

張
橋
は
地
形
改
変
を
伴
う
巨
大
な
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
を

有
し
な
い
こ
と
、
最
近
の
構
造
解
析
技
術
の
進
歩
と

長
大
橋
建
設
技
術
の
蓄
積
に
よ
り
中
央
支
間
長
約
八

九
0
m
の
斜
張
橋
建
設
の
技
術
的
見
通
し
を
得
た
こ

図 7 多々羅大橋側面図



と
、
架
橋
地
点
の
地
形
地
質
条
件
で
は
吊
橋
に
比
較

し
て
工
期
的
、
工
費
的
に
有
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
よ

り
斜
張
橋
に
変
更
し
た
。

多
々
羅
大
橋
関
連
区
間
は
、
生
口
橋
関
連
区
間
の

終
点
で
あ
る
洲
江
出
入
口
か
ら
大
三
島
I
C
ま
で
の

約
一
二
師
で
あ
り
、
平
成
二
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

建
設
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
、
測

量
･
設
計
･
試
験
等
の
準
備
･
検
討
作
業
を
行
う
と

と
も
に
、
漁
業
補
償
･
航
行
安
全
対
策
等
の
対
外
協

議
を
実
施
し
、
現
地
工
事
着
手
後
約
七
年
の
工
期
を

も
っ
て
、
来
島
大
橋
と
同
様
平
成
一
○
年
度
に
完
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三

今
後
の
管
理
事
業

1

維
持
管
理
事
業
の
展
望

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
維
持
管
理
は
、
昭
和
五
四

年
五
月
一
三
日
の
大
三
島
橋
関
連
区
間
の
供
用
開
始

に
始
ま
り
、
昭
和
六
三
年
四
月
一
〇
日
の
児
島
･
坂

出
ル
ー
ト
の
供
用
に
よ
り
、
三
ル
ー
ト
の
総
管
理
延

長
は

一
〇
七

･
四
如
に
達
し
て
い
る
。
う
ち
土
工

･

ト
ン
ネ
ル
区
間
が
約
六
四
%
、
橋
梁
区
間
は
約
三
六

%

(海
峡
部
長
大
橋
梁
を
含
む
)
で
あ
る

(図
1
参

照
)。こ

れ
ら
の
道
路
は
、
点
検
管
理
、
道
路
維
持
作
業
、

補
修
工
事
お
よ
び
改
良
工
事
等
の
実
施
に
よ
っ
て
、

常
時
健
全
な
道
路
と
し
て
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な

る
が
特
に
、
海
峡
部
長
大
橋
梁
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
陸
上
部
の
橋
梁
等
と
比
べ
格
段
の
難
し
さ
、
複

雑
さ
を
有
し
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
業
務
上
大
き

な
比
重
を
占
め
て
お
り
、

o
点
検
作
業
や
補
修
工
事
の
効
率
化
お
よ
び
、
経

費
の
節
減
の
た
め
に
有
効
な
作
業
の
自
動
化
あ

る
い
は
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
可
能
性
の
検
討

0
現
塗
装
仕
様
よ
り
、
さ
ら
に
耐
候
性
、
耐
久
性

に
優
れ
た
塗
装
系
の
採
用

0
橋
梁
部
材
溶
接
部
等
の
疲
労
破
壊
に
対
す
る
非

破
壊
検
査
シ
ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
び
応
用

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持
管
理
の
効
率

化
、
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

一
方
、
点
検
管
理
に
つ
い
て
は
陸
上
部
道
路
を
含

め
、
今
ま
で
同
様
、
日
常
点
検
･
定
期
点
検
等
の
ほ

か
、
異
常
気
象
時
･
地
震
後
の
臨
時
点
検
を
行
い
、

常
に
安
全
に
道
路
を
供
用
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え

る
。ま

た
、
管
理
上
収
集
し
た
各
種
デ
ー
タ
の
蓄
積
並

び
に
必
要
な
情
報
の
収
集
に
よ
り
、
自
動
車
の
走
行

安
全
の
向
上
に
資
す
る
技
術
の
蓄
積
に
努
め
る
と
と

も
に
、
道
路
の
将
来
の
健
全
度
の
予
測
を
行
い
、
災

害
防
止
お
よ
び
維
持
管
理
業
務
の
平
準
化
･
シ
ス
テ

ム
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。

写真 5 多々羅大橋完成予想写真



2

利
用
促
進
の
取
り
組
み

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
う
ち
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

は
、
そ
れ
ま
で
海
上
交
通
に
依
存
し
て
き
た
本
州
四

国
間
の
交
通
に
替
わ
る
全
く
新
し
い
輸
送
手
段
と
し

て
昭
和
六
三
年
四
月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
利
用
交
通
量
は
、
計
画
交
通
量
を
大
幅

に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、

①
関
連
す
る
高
速
道
路
等
が
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の

利
用
効
果
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
ま
で
に
は
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
、
②
橋
を
前
提
と
し
た
輸
送
形
態

に
移
行
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
③
フ
ェ
リ

ー
、
鉄
道
等
の
代
替
交
通
機
関
の
競
争
力
が
強
い
こ

と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。
前
記
の
事
項
に
つ
い
て

は
そ
の
変
化
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
公
団
と

し
て
は
、
利
用
の
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
元

年
四
月
か
ら
、
①
料
金
別
納
制
度
の
割
引
率
の
拡
大
、

②
回
数
券
の
二
0
%
引
き
の
券
種
の
導
入
、
③
ハ
イ

ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
導
入
、
④
往
復
割
引
券
の
適
用
区

間
の
拡
大
等
に
よ
る
各
種
割
引
制
度
の
拡
充
を
行
っ

た
。そ

の
結
果
、
交
通
量
の
推
移
を
み
る
と
、
大
型
車

に
つ
い
て
は
、
実
行
料
金
率

(平
均
料
金
/
正
規
料

金
)
が
下
が
り
利
用
が
順
調
に
伸
び
て
き
て
い
る
も

の
の
、
乗
用
車
系
統
は
、
現
金
利
用
が
多
く
、
利
用

台
数
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

未
だ
料
金
の
割
高
感
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
乗
用
車
系
統
を
中
心
と
し
た
割
引
の
再

拡
充
を
本
年
四
月
か
ら
行
う
こ
と
と
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
往
復
割
引
券
の
割
引
率
を
現
行

の
約
一
割
か
ら
二
割
程
度
に
引
上
げ
、
早
島
･
坂
出

の
全
線
区
間
を
一
万
円
で
往
復
で
き
る
よ
う
に
し
た

こ
と
、
②
往
復
割
引
通
行
券
に
新
た
に
水
島
I
C
か

ら
の
券
種
を
加
え
、
四
国
側
の
坂
出
北
･
坂
出
間
の

差
額
徴
収
を
廃
止
し
た
こ
と
、
③
少
頻
度
利
用
の
お

客
様
に
も
回
数
券
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ

う
に
す
る
た
め
全
車
種
に
つ
い
て
回
数
券
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
全
車
種
に
つ

い
て
回
数
券
の
小
口
化
を
行
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ

る
。
現
在
今
回
の
割
引
制
度
拡
充
の
効
果
に
つ
い
て

調
査
分
析
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

割
引
制
度
拡
充
以
外
の
利
用
促
進
策
と
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
施
設
の
充
実
、
営
業
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
従
来
か
ら
の
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
①
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に

お
い
て
は
、
お
客
様
の
利
便
の
向
上
を
図
る
た
め
本

年
四
月
か
ら
新
た
に
入
口
料
金
所
ゲ
ー
ト
で
往
復
割

引
通
行
券
を
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各

種
割
引
制
度
の
一
層
の
普
及
を
図
る
た
め
な
お
一
層

の
P
R
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
、
②
よ
り
積
極
的
に

顧
客
の
開
拓
を
行
う
た
め
販
売
体
制
の
充
実
を
行
う

と
と
も
に
、
利
用
促
進
に
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
、
③
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
長
大

橋
梁
が
全
国
的
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
等
に
お
け
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
燈
に
よ
る
橋
の
魅
力
の
増
大
、
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
以
外
の
有
効
的
な
利
用
促
進
策

に
つ
い
て
も
引
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

四

そ
の
他
…

本
州
四
国
連
絡
橋
は
、
自
然
条
件
の
厳
し
い
海
峡

部
に
建
設
さ
れ
る
長
大
橋
梁
で
あ
り
、
そ
の
建
設
に

あ
た
り
、
長
年
に
わ
た
る
調
査
、
研
究
が
行
わ
れ
、

多
く
の
新
技
術
が
開
発
さ
れ
実
用
に
供
さ
れ
て
き
た
。

引
き
続
き
新
た
な
技
術
の
研
究
･
開
発
を
推
進
し
本

州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
と
維
持
管
理
業
務
へ
の
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
新
技
術
は
、
我
が
国

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
世
界
の
長
大
橋
、
海
洋
構
造
物
お
よ
び

そ
の
他
の
広
範
な
分
野
へ
の
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
ろ
う
。

ま
た
、
本
四
道
路
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
域
開

発
事
業
と
計
画
調
整
を
図
り
、
併
せ
て
海
峡
部
長
大

橋
梁
と
し
て
本
州
四
国
連
絡
道
路
自
体
が
有
す
る
観

光
資
源
と
し
て
の
特
性
を
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら

の
利
用
促
進
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。



五

お
わ
り
に

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
課
せ
ら
れ
た
本
州
と
四

国
を
連
絡
す
る
と
い
う
目
的
は
、
昭
和
六
三
年
四
月

の
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
の
完
成
に
よ
り
一
部
達
成
さ

れ
た
が
、
本
州
と
四
国
の
間
の
交
通
の
円
滑
化
を
図

り
本
州
と
四
国
を
真
に
一
体
化
さ
せ
る
に
は
三
ル
ー

ト
の
完
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
三
ル
ー
ト
は
、
多
極
分
散

型
の
国
土
形
成
を
基
本
的
目
標
と
す
る
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通

網
を
構
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
一
環
と
し
て
、

ま
た
中
国
、
四
国
、
近
畿
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
間

発
整
備
の
た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

同
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
概
ね
西
暦
二
〇
〇
〇
年

ま
で
に
、
三
ル
ー
ト
を
概
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
関
係
地
域
に
お
い
て
は
、
本
州
四
国
連

絡
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を
前
提
と
し
て
、
幹
線
道

路
網
の
整
備
や
各
種
の
地
域
間
発
振
興
策
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
お
り
、
三
ル
ー
ト
の
早
期
完
成
に
対
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
二
年
度

の
予
算
案
に
お
い
て
多
々
羅
大
橋
の
事
業
化
と
経
営

基
盤
強
化
の
た
め
の
出
資
の
増
に
よ
る
資
金
コ
ス
ト

の
引
下
げ
が
認
め
ら
れ
、
有
料
道
路
事
業
と
し
て
採

算
性
を
確
保
し
つ
つ
三
ル
ー
ト
の
整
備
の
推
進
に
大

き
な
見
通
し
が
得
ら
れ
た
が
、
当
公
団
と
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
遂
行
に
お
け
る
技
術
と
経
験
を
生

か
し
、
建
設
･
管
理
の
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
る
一
層
の
利
用

促
進
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
に
は
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
道

路
網
の
整
備
や
地
域
開
発
の
進
展
が
重
要
で
あ
り
、

関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
当
公
団
に
お
い
て
も
今
後
事
業
の
効
率
的
･
効

果
的
か
つ
円
滑
な
推
進
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
の
で
今
後
と
も
関
係
各
位
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

る
。



道
路
事
業
調
査
の
概
要

き一道路
事
業
調
査
の
体
系

道
路
整
備
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
道
路
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
道
路

事
業
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
日
の
わ
が
国

に
お
け
る
経
済
的
･
社
会
的
諸
条
件
の
変
化
に
伴
い
、
道

路
に
対
し
て
は
、
よ
り
質
の
高
い
多
様
な
機
能
を
充
実
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
道
路
事
業
調
査
は
従

来
に
も
増
し
て
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

道
路
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
に
は
、
地
域
の
現
況
、

交
通
の
現
況
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
る
道
路
整
備
需
要
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
事
業
調
査
に
お
い
て
は
各
種
の

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
類
す

る
と
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
道
路
お
よ
び
交
通
状
況
把
握

表 1 道路事業調査費総括表
(単位 :100万円)

事 項
度
費
年
業
2

事
度
費
年
業
前
事

元

率

/

び

2

伸

費

査

査

査

査

査

査

査

査

査

査

助

査

査

査

調

調

調

螂

調

調

調

調

調
鰤
調

調

≧目

調

音

画

調
路
詢
摘
聯

画
施

理
画
調
勢

査
勢

事
綿
蜥
驚
割
讓

嚼

繊
格
繊
鱒
蹴
回
国
臨
鰡
験
交
路
交
各

小

通

◆

通

交

通

計

)

規

線

規

繃

轄

轄

轄

道

路

道

路

屏

個
高

幹

大

都

直

直

直

沿

試

道

旧
道

道

磁
545

璃
029

237

郷

靴
820

76

断
160

離
脱
390

第

幻

豹

“

部

%

館

野

鋭

難

一

朗

-

84

n

16

%

"

節

税

卸

鋭

90

%

-

“

-

鰡

合 計 鵬 鰔 廓

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

土
屋
一
も光
博
~



の
た
め
の
調
査

(道
路
交
通
情
勢
調
査
)、
こ
れ
を
受
け

て
、
道
路
交
通
を
分
析
し
将
来
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の

調
査
(幹
線
道
路
整
備
計
画
調
査
)、
事
業
計
画
を
策
定
し

事
業
実
施
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
調
査

(高
規
格
幹
線
道

路
調
査
、
直
轄
国
道
計
画
調
査
等
)、
道
路
お
よ
び
交
通
管

理
の
た
め
の
調
査
(直
轄
国
道
管
理
調
査
)、
お
よ
び
土
木

研
究
所
が
行
っ
て
い
る
計
画
･
建
設
･
管
理
の
た
め
の
試

験
調
査
の
五
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

二

平
成
二
年
度
の
道
路
事
業
調
査
の
概
要

平
成
二
年
度
の
道
路
事
業
調
査
費
は
表
ー
に
示
す
よ
う

に
、
全
国
計
で
一
五
一
億
五
、
三
〇
〇
万
円

(対
前
年
度

比

一
･
六
八
)
を
も
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
二
年
度
は
、
五
年
に
一
度
の
道
路
交
通
情
勢
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
く
と
対
前
年

度
比
○
･
九
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
対
前
年
度

比
で
増
額
し
た
の
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
調
査

(対
前
年

度
比
一
･
一
六
)
で
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
の
推
進
を
図
る
。

以
下
に
事
項
別
の
調
査
概
要
を
述
べ
る
。

1

高
規
格
幹
線
道
路
調
査

全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
網

(
一
四
、
0
0
0
題

の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
そ
の
路
線
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
実
施

に
む
け
て
の
具
体
的
な
路
線
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
す
る
。

道路交通情勢調査
l

(一般交通量調査、 O D 調査)
　　　　　　　　　を

億 計 画 調 査
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図 1 道路事業調査の体系

2

幹
線
道
路
整
備
計
画
調
査

の

経
済
調
査

道
路
投
資
の
経
済
効
果
、
道
路
整
備
に
よ
る
社
会
的
･

経
済
的
影
響
等
の
道
路
整
備
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本

的
事
項
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
う
。

②

基
礎
調
査

道
路
に
関
す
る
基
礎
的
な
資
料
、
デ
ー
タ
等
の
収
集
を

行
う
ほ
か
、
特
に
道
路
地
下
空
間
の
有
効
利
用
、
道
路
景

観
整
備
等
の
道
路
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
諸
問
題
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
行
う
。

③

交
通
量
常
時
観
測
調
査

交
通
量
を
継
続
的
に
観
測
し
、
道
路
整
備
、
道
路
管
理

の
基
礎
資
料
と
す
る
調
査
で
あ
り
、
年
間
を
通
じ
連
続
し

て
観
測
を
行
う
基
本
観
測
調
査
と
、
春
秋
二
季
一
週
間
ず

つ
観
測
を
行
う
補
助
観
測
調
査
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す

査

査

調

調

画

測
査

計

観
調
査

億

時
画
調

整
査
査
常
計
画

路

調
調
量
細
計

道

済
礎
通
路
線

線
経
基
交
道
路

幹
｢
I
1
1
l
、

査

査

調

査
調

理

調
施

踏
査
策
理
渣
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道
路
網
計
画
調
査

道
路
お
よ
び
道
路
交
通
の
現
況
、
人
口
、
産
業
、
土
地

利
用
等
の
現
況
を
調
査
し
、
将
来
の
人
口
、
産
業
等
の
配

置
お
よ
び
規
模
、
土
地
利
用
計
画
等
に
対
応
し
た
交
通
需

要
を
予
測
し
、
他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
に
配
慮
し
て
広

域
的
お
よ
び
地
域
的
な
将
来
の
幹
線
道
路
網
計
画
を
策
定

す
る
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
地
方
に
お
け
る
道
路
網
体
系

の
効
率
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
の
合
理
的
な
道
路
整
備

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢地
域
交
通
網
計

画
調
査
｣
の
ほ
か
、
道
路
の
掘
り
返
し
防
止
と
道
路
地
下

空
間
の
有
効
か
つ
秩
序
あ
る
利
用
を
図
る
た
め
、
道
路
地

下
空
間
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
調
査
等
を
行
う
。

ま
た
、
都
市
圏
を
対
象
と
し
て
、
バ
ス
･
路
面
電
車
等

の
道
路
を
利
用
す
る
公
共
輸
送
機
関
の
積
極
的
な
活
用
、

交
通
の
連
続
性
向
上
等
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
の
策
定

を
目
的
と
し
た

｢総
合
交
通
計
画
調
査
｣
を
実
施
す
る
。

③

路
線
計
画
調
査

一
般
国
道
で
大
規
模
な
一
次
改
築
が
予
想
さ
れ
、
か
つ

当
該
区
間
を
改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
区
間
に
つ
い
て
、
整
備
方
針
、
整
備
効
果
等
の

調
査
を
行
う
。

3

大
規
模
事
業
計
画
調
査

湾
岸
道
路
、
大
都
市
環
状
道
路
等
の
う
ち
、
事
業
規
模

が
極
め
て
大
き
く
、
ま
た
調
査
の
緊
急
性
の
高
い
大
規
模

な
事
業
に
つ
い
て
経
済
性
、
環
境
、
設
計
等
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

平
成
二
年
度
に
お
い
て
は
、
東
京
湾
環
状
道
路
、
東
京

外
郭
環
状
道
路
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
核
都
市

広
域
幹
線
道
路
、
大
阪
湾
岸
道
路
、
京
阪
連
絡
道
路
、
伊

勢
湾
環
状
道
路
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
八
路
線
に
つ
い

て
、
引
続
き
緊
急
性
の
高
い
区
間
を
重
点
的
に
調
査
を
行

･リ
ノ。

4

都
市
圏
自
動
車
専
用
道
路
等
調
査

大
都
市
圏
お
よ
び
地
方
中
枢
･
中
核
都
市
を
対
象
に
、

自
動
車
専
用
道
路
等
の
道
路
網
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
性
の
高
い
路
線
に
つ
い
て
具
体
的
な
路
線
計
画
、

構
造
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
。

5

直
轄
国
道
計
画
調
査

一
般
国
道
の
改
築
計
画
区
間
に
お
い
て
、
路
線
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
地
質
調
査
、
環
境
調
査
、

設
計
、
構
造
物
検
討
等
を
実
施
す
る
。

6

直
轄
国
道
実
施
調
査

直
轄
国
道
計
画
調
査
に
よ
り
立
案
さ
れ
た
計
画
に
基
づ

い
て
、
事
業
実
施
に
必
要
な
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
う
。

7

直
轄
国
道
管
理
調
査

の

基
礎
調
査

道
路
お
よ
び
道
路
交
通
の
管
理
に
必
要
な
情
報
等
の
収

集
･
分
析
お
よ
び
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
向
上
を

図
る
た
め
の
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
に
関
す

る
調
査
を
行
う
。

②

交
通
対
策
調
査

既
存
の
道
路
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
、

都
市
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
に
多
く
み
ら
れ
る
交
通
渋
滞

箇
所
に
つ
い
て
、
交
通
処
理
対
策
の
検
討
お
よ
び
改
善
方

策
の
立
案
を
行
う
と
と
も
に
、
休
憩
施
設
な
ど
の
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
に
資
す
る
調
査
を
重
点
的
に
行
う
。

ま
た
、
交
通
環
境
対
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
道

路
交
通
騒
音
、
振
動
の
測
定
を
行
う
。

③

道
路
管
理
施
設
調
査

豪
雨
等
の
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
る
災
害
等
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
の
検
討
、
合
理
的
な
維
持
修
繕
計
画
を
立

案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
の
収
集
、
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
等

の
重
要
構
造
物
の
補
修
･
架
替
等
の
検
討
を
行
う
。

8

沿
道
整
備
計
画
調
査

幹
線
道
路
の
沿
道
で
自
動
車
交
通
に
起
因
し
生
活
環
境

が
悪
化
し
て
い
る
地
域
、
あ
る
い
は
今
後
幹
線
道
路
を
新

た
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
予
想

さ
れ
る
地
域
を
対
象
と
し
て
、
沿
道
環
境
整
備
の
た
め
の

事
業
手
法
お
よ
び
事
業
実
施
の
可
能
性
等
の
検
討
を
行
い
、



沿
道
環
境
整
備
計
画
案
の
策
定
を
行
う
。

ま
た
、
沿
道
の
地
域
開
発
を
一
体
と
な
っ
て
整
備
が
必

要
な
幹
線
道
路
を
対
象
に
、
道
路
と
沿
道
と
の
一
体
的
整

備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

9

試
験
調
査

道
路
事
業
の
遂
行
に
必
要
な
各
種
の
試
験
調
査
を
、
道

路
交
通
調
査
お
よ
び
計
画
、
道
路
交
通
の
安
全
対
策
と
道

路
構
造
、
道
路
交
通
管
理
、
道
路
交
通
環
境
、
舗
装
、
土

工
お
よ
び
土
工
構
造
物
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
の
八
課
題
に

区
分
し
、
土
木
研
究
所
に
お
い
て
調
査
を
行
う
。

m

道
路
交
通
情
勢
調
査

道
路
お
よ
び
道
路
交
通
の
現
状
を
全
国
的
な
規
模
で
把

握
す
る
た
め
、
一
般
交
通
量
調
査
、
自
動
車
起
終
点
調
査

を
行
う
。

ま
た
、
余
暇
活
動
の
活
発
化
･
多
様
化
等
に
よ
る
休
日

交
通
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
新
た
に
休
日
に
お
い
て

も
平
日
と
同
様
の
一
般
交
通
量
調
査
、
自
動
車
起
終
点
調

査
を
行
う
。

川

道
路
計
画
調
査
補
助

全
国
的
な
幹
線
道
路
網
計
画
と
整
合
の
と
れ
た
地
域
の

幹
線
道
路
網
計
画
お
よ
び
都
市
内
に
お
け
る
円
滑
な
交
通

の
確
保
を
図
る
た
め
の
駐
車
場
整
備
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
調
査
、
高
規
格
関
連
地
域
活
性
化
計
画
、
地
域
振
興

道
路
網
計
画
、
補
助
国
道
を
対
象
と
し
た
路
線
計
画
の
策

定
の
た
め
の
調
査
等
を
行
う
。

一

全
額
国
費

工

鍔
負担有

一
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攣
讓

壽
鰹

廳
鱸
嚢

鬮
･簾

飜
藁

高
速
自
動
車
圓
週
関
係
予
算
⑭
概
要

建
設
省
道
路
局
高
速
国
道
課
長
補
佐

祢
屋

誠

一

一概
…

要

平
成
二
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
は
一
兆
｢

○
五
〇
億
円

(う
ち
社
会
資
本
整
備
事
業
五
〇
億
円
)
の

建
設
費

(前
年
度
一
兆
六
三
〇
億
円
)
を
は
じ
め
、
維
持

改
良
費
、
調
査
費
、
建
設
利
息
か
ら
な
る
事
業
費
で
み
る

と
、
一
兆
四
、
四
七
一
億
円
(対
前
年
度
比
六
%
の
伸
び
)

で
政
府
案
が
決
定
さ
れ
た
。

一
方
、
国
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
高
速
自
動
車
国
道

事
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
前
年
度
に
引

続
き
国
費
の
増
額
を
行
い
七
四
六
億
円

(前
年
度
六
八
一

億
円
)
と
し
た
。

資
金
計
画
と
し
て
は
、
財
政
投
融
資
が
一
兆
五
、
四
七

五
億
円
で
全
体
資
金
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
縁
故
債
一
、
五
〇
三
億
円

(全
体
資
金
の
約

五
%
)、
外
債
五
四
〇
億
円

(同
約
二
%
)、
民
間
借
入
金

を
社
会
資
本
整
備
事
業
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

一
、
七
〇
二
億
円

(同
約
五
%
)、
料
金
収
入
等
一
兆
三
、

平
成
元
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
高
速
道
路
が
未

二
八
七
億
円
(同
約
四
0
%
)、
社
会
資
本
整
備
事
業
収
入

五
〇
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
す
る
と
と
も
に
、
政
府
出
資

金
等
七
四
六
億
円
を
予
定
し
て
い
る

(表
1
)。

以
下
、
項
目
別
に
予
算
の
概
要
を
述
べ
る
と
と
も
に
最

近
の
高
速
自
動
車
国
道
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
に
つ
い
て
も

簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

一
一
陸
~
設

一員

平
成
二
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
は
、
一
兆
一
、

○
五
〇
億
円

(対
前
年
度
四
二
〇
億
円
の
増
、
四
%
の
伸

び
)
で
、
こ
の
う
ち
、
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
N
T

T
ー
A
型
事
業
と
し
て
整
備
す
る
た
め
五
〇
億
円

(五

二
･
五
%
N
T
T
資
金
、
四
七
･
五
%
開
発
者
負
担
金
)

平
成
元
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
高
速
道
路
が
未
供
用
で

あ
っ
た
山
形
県
、
鳥
取
県
、
大
分
県
で
初
め
て
高
速
道
路

が
開
通
し
た
ほ
か
、
東
北
縦
貫
道
八
戸
線
の
全
通
、
長
崎

j
福
岡
の
直
結
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

今
後
の
整
備
の
重
心
は
、
近
畿
、
山
陽
、
関
越
道
上
越
線

等
の
縦
貫
道
に
準
ず
る
各
道
や
、
国
土
の
肋
骨
と
な
り
地

方
の
生
活
と
産
業
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
横
断
道
等
へ
移

行
し
て
き
て
い
る
。

平
成
二
年
度
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
j
四
年
度

供
用
予
定
区
間
の
既
発
注
工
事
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
平
成
四
-
六
年
度
の
供
用
予
定
区
間
を
中
心
に
土

工
工
事
に
着
手
す
る
。

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
整
備
の
推
進
を
図

る
た
め
、
用
地
ス
ト
ッ
ク
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
東
京



外
郭
環
状
道
路
(川
口
j
練
馬
)、
東
関
東
道

(千
葉
j
木

更
津
)、関
西
国
際
空
港
線
等
の
用
地
買
収
を
概
成
さ
せ
並

行
し
て
工
事
を
進
め
る
。

ま
た
、
平
成
二
年
度
に
は
、
山
陽
道
七
八
m
を
初
め
新

規
に
約
二
二
〇
畑
を
供
用
す
る
こ
と
に
よ
り
年
度
末
に
お

け
る
総
供
用
延
長
は
、
四
、
八
八
一
如
に
達
す
る

(法
定

予 け 規
定 る に
路 総 約
線 供 二

予
定
で
あ
る
(図
ー
お
よ
び
図
2
)。
さ
ら
に
、
東
名
高
速
道

路
の
渋
滞
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
東
名
の
改
築
区

間
の
一
部

(大
井
松
田
j
御
殿
場
間
二
五
畑
)
の
供
用
も

予 間 路
定 の の
し 一 渋
て 部 滞
い ( 対
る を

表 1 平成 2年度高速自動車国道の予算内訳
(単位 :百万円)

区 分
2 年 度

国
前 年 度

⑬
比較増減

(" - (B)
倍 率
(刃/ (B)

建 設 費
(うち社会資本整備事業費)

維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息
小 計
業 務 管 理 費 等

l,l05,000

(5" 00)

156,110

5,585

180,377

14 47,072

1,883,200

1,063,000

(3P OO)

141,329

3,684

159,254

1,367,267

1,768,109

42,000

(2卿0)

l4,781

1,901

21,123

79,805

115,091

1.04

(1.67)

1･10

1.52

1,L3

1.06

1･07

合 計 3,330,272 3,135,376 194,896 1.06

(資金計画)
政 府 出 資 金 等
社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金
開 発 者 負 担
財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

74,600

5,000

2,625

2,375

l,547,500

150,300

54,000

170,200

1,328,672

68,100

3,000

1,575

1,425

1,540,300

129,000

44,000

170,200

1,180,776

6,500

2,000

1,050

950

7,200

21,300

10'000

0

147,896

1.10

1.67

1.67

1,67

1.00

1･17

1.23

1.00

1.13

合 計 3,330,272 3,135,376 194,896 1.06

五

○
km

改
良
費
は
、
道
路
機
能
の
増
進
、
交
通
安
全
の
確
保
、

環
境
保
全
の
対
策
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

予
算
内
容
は
、
舗
装
修
繕
の
た
め
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
、

遮
音
壁
の
設
置
、
橋
梁
の
補
強
に
必
要
な
額
が
大
き
い
が
、

そ
の
他
、
東
名
、
名
神
高
速
道
路
等
の
大
型
車
の
交
通
が

多
い
路
線
に
お
け
る
混
雑
の
著
し
い
休
憩
施
設
の
駐
車
マ

ス
の
増
設
、
混
雑
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
な
ど
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
の
た
め
の
対
策
を
推
進
し
、
ま
た
、

改

良
　　
12刃00

定 線)

7,087
7,131

i
--‐5,80‘

(基本司讓
--T--l
(整備計

)?

ジ
,661

- 3,67

る瓣

嫁0

･77 面)

彬耿
8.724 3,9

,67

強み

r5,274;--T -

お %
,81

5-418

218
3,233,36

2,59
2,496

2,8

1,2り
,519
,88

1,6

2o8趣

費

1'000

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63昭和42 43 44 45 46 47
(注) 2年度末は予定延長である。

2(年度来)

図- 1 高速自動車国道整備の経緯



(口)一般国道自動車専用

爵 観 名 起点 終点
日 高 自 動 章 道 苫小牧 補円町
緑川 ･留萌自動事･追 深川 岱窺市
旭川 ･紋別自動事、道 旭川 紋別市
帯広 ･広尾自動事道 蔚広 広尾町
函館 ･江豊自動車･･ 函館 江豊町
津 軽 自 動 事 、、 臀菰 劫ヶ沢町
三陸縦貫自動卓 仙台 宮古市
八戸 ･久慈自動卓 ･･ ′八戸 久慈市
首都周中央煌旛自動草 贓浜 木更津市
中部縦貫目的事 ･ 松本 福井市
能 蝕 自 動 尊 巧滅 輪島市
伊豆鯉賞自動草 ･ B津 下田市
三遺市個自動卓 ･ 寶田 三ヶ日町
東海環状自動卓 9日市 豊田市
京察 知 自動 卓 鷆(郡 “
西 梓 自 動 車 l-戸 三木市
京都縦貫自動卓 ･ J【醇 宮津市
北近畿豊岡自動事･ ｣E B■｢ 豊岡市
尾道 ･福山自動廠道 !'道市 榧山市
東広島 ･呉自動中道 J[広島市′呉 市
今治 ･小松自動卓道くr泊市′!･松町
高知求部自動草山 知市 安芸市
西 九州自動 中道 ･JJ国市 武雄市
南九州西回り自動草道 ｢｢代市 鹿児島市
那覇空港自動事道 那覇市 那覇空港
本州四国連絡避難
(仲戸･鳩門ルート)
(児島･坂出ルート)
(尾道･今治ルート)

神戸市
早島町
尾道市

鳴門市
坂出市
今治市

琴丘

盛岡

終 点 路 線 名 起 点 終 点
稚内市

近畿自動承遁

伊 勢 線 名古屋市 伊勢市根室市 名古屋大阪線
.･ 網走市 名古屋神戸線 名古屋市 神戸帝

東京都 青森市 紀 勢 筑 松原市 勢和村
敦 賀 線 吹田市 敦賀市

釜石市 秋田市 中 国 鎭 貫 勤 車 迎 吹田市 下関市
仙台市 酒国府 山 陽 目 防 車 道 吹田市 下関市
いわき市 新潟市

中国横断｢l多力漱道

姫路鳥取嫌 姫路市 鳥取市
新潟市 廿癰市 園山米子腺 岡山市 境港市
相馬市 横手市l 尾道松江線 尾道市 松江市
新潟市 広島浜田線 広島市 浜田市
上越市I 山 陰 目 力 車 道 鳥取市 美祢市
仙台市 四 国 縦 貫 自 動 車 道 徳島市 大洲市
館山市 四 国 横 断 自 動 車 道 阿南市 大洲市
水戸市 九州疑貴自動′永追

鹿児島線 北九州市 鹿児島市宮崎市高崎市 那珂湊市 宮 崎 線

蚊京都
富士吉田市
西宮市 九州横断n効率道

長崎大分報 長崎市 大分市
延 岡 線 御船可 延岡市

長野市 東 九 州 自 動 車 道 北九州市 鹿児島拝1
東京都 小牧市
･宮市 礪波市 新 東 京 国 際 空 港 綜 成田市 新空港
東京都 名古屋市 関 西 国 際 空 港 嫁 泉佐野市 関西空港
清水市 佐久市 関 門 自 動 車 道 下関市 北九州市
新潟市 米原町 沖 縄 自 動 車 道 名報市 那覇 -l｣

東 北 横 断 自 動 車 道 〃本荘 大曲ノ

　　　　　 　　 　　　　　　　　　　
鈍
朝
岡
口
“疑対‐
〆
＼ 一閲

./ 中野 にル ノ.･ ノ
･ 郡山 “/ ＼

~‐/
‐/
“麩密
須う一二‐/

‐" シーノー‐へ ‐白河 べ、““■“
いわ ノいわき中央

凡 例

国土開発幹線自動車道等

…- 供 用 区 間
ニニニ 整備 計 画 区間

□□□□ 基 本 計 画区間

= = == 予 定 路 線 区 間

精霊』 2年度供用区間

一般国道自動車専用道路

=:巨ヨ= 供 用 区 間

= □]湛 事 業 区 間

= := = 計 回 区 間

= 囮総 2年度新G槻鯛職業箇所

岐 諏訪

中,傘川

成田 鹿島

富津

近 畿 自 動 車 道

勝川~清洲東 8.7襁 第 一 東 海 自 動 車 道5 年 5月
(東名改築 )

近 畿 自 動 車 道 大井松田~御殿場25,5如

久居~ 勢和多気 26 9娠
5 年 3月

2年12月

く注〉 平成2年度の供用予定区間については、国土開発幹線自動車道等のみを囲みで示す。



北 海 道 縦 貫 自 動 車 道 = 〆 “
深′= ~ 旭 l鷹栖 2ス2伽 ll /
2年 m月

名寄

士別

美唄 滝川 遠軽

比田 夕張 朝子府

登別蜜 許否杯牧 湾水

路 線 名
北海道縦貫自動車道

北海道横断自動車道 根
室 瀕
網 走 線

東北縦貫自動報道
弘 前 操
八 戸 線

東北横断自動車道
釜石秋田線
酒 田 綜
いわき新潟線

日本海沿岸東 t自動車道
東 北 中 央 自 動 車 道

問題自動中道 新 潟 煤上 越 線
常 磐 目 助 車 辺

東関東自動事姐 館 山
線

水 戸 操
北 関 東 自 動 車 道

富士吉田擬
中央自動中塩 西 宮 線

長 野 線
第 … 東 海 自 動 車 道
東 海 北 陸 自 動 車 道
第 ち 東 海 自 動 車 道
中 部 横 断 自 動 車 道
北 陸 自 動 車 道

*広 阿寒 山陽目道車道
逮壁"里壁"==ニニーク

山陽姫路西

根室
~ 竜野西11.0
2 年 7月
~ 竜野西11.okm
2 年 7月

山陽自動車道
山陽姫路東
~ 山陽姫路西14.2km
3 年 3月

石“ 山 陽 自 動 車 道
,近畿自動車道山 陽 自 動 車 道

岡山西~倉敷JC T 2 8綱 福知山 ~ 舞鶴23.7km

那覇空港 覇 山 陽 自 動 車 道
福山東~福山西l82篠 5年5月 3年 3月
5年5月 -

熊毛~徳山東 12.8侮
5年5月

、( 江府 /‐、.' ,ノ‘〆 川-上し〆三次 .
;愈山

ノノ.＼ミ C〉 . ~ 〆‐ 麓$
- ＼~ ノー

長崎多 津田
川之江

宇和 ! 鞠図

御坊
人吉!

四 国 縦 貫 目 道 車 道
山 陽 自 動 車 道 +呈~稲名 ?ス4 h十個…臼不乙Jn鰍

近 畿 自 動 車 道河内~西条↑20蹴 5年5月
5年5月 美原北~堺南9 9襁

5年 3月

関西空港

図 - 袋 高規格幹線道路網図



防
護
柵
の
設
置
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
ト
ン
ネ

ル
施
設
の
更
新
な
ど
交
通
安
全
を
強
化
す
る
た
め
の
対
策

を
実
施
し
、
交
通
安
全
対
策
緊
急
三
箇
年
計
画

(平
成
二

j
四
年
度
)
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東

名
、
名
神
高
速
道
路
に
敷
設
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
を
活
用
し
た
道
路
交
通
情
報
の
収
集
、
提
供
施
設
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
越
自
動
車
道
の
練
馬
-
前

橋
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
の
岩
槻
-
宇
都
宮
に
新
た
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
を
予
定
し
て
い
る
。

東
名
、
名
神
高
速
道
路
が
全
通
し
て
か
ら
、
お
よ
そ
二

〇
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
交
通
量
の
急
激
な
増
加
も
あ

り
、
路
面
、
施
設
等
の
老
朽
化
も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
元
年
度
を
初
年
度
と
す
る
三
箇
年
の
緊
急
改
良
事
業

を
引
続
き
推
進
し
、
休
憩
施
設
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

改
良
、
関
ヶ
原
地
区
の
雪
氷
対
策
の
強
化
な
ど
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
お
よ
び
機
能
向
上
を
図
る
。

四

防
災
対
策
費

防
災
対
策
費
は
、
主
と
し
て
法
面
防
災
と
震
災
対
策
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

法
面
防
災
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
一
年
度
に
点
検
し
た

結
果
か
ら
、
早
急
に
対
策
を
必
要
と
す
る
箇
所
の
防
災
工

事
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
震
災
対
策

は
、
元
年
度
に
引
続
き
施
設
の
耐
震
性
の
向
上
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

五

高
速
道
路
管
理
費

高
速
道
路
管
理
費
は
、
維
持
管
理
費
、
業
務
管
理
費
、

交
通
管
理
費
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
改
良
費
、
防
災
対
策
費
と
維
持
管
理
費
を

合
計
し
た
維
持
改
良
費
は
、
一
、
五
六
一
億
円

(対
前
年

度
一
四
八
億
円
の
増
、
一
○
%
の
伸
び
)
と
な
っ
て
い
る
。

維
持
管
理
費
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
維
持
、
修
繕
、
雪

氷
対
策
、
機
械
･
施
設
の
保
守
･
更
新
等
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
光
燃
水
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
高
速
自
動
車
国
道
は

高
速
の
自
動
車
交
通
の
用
に
供
し
て
お
り
、
ま
た
有
料
道
路

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
い
水
準
の
管
理
レ
ベ
ル
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
供
用
延
長
の
増
加
に
伴
う
対
象
区

間
の
拡
大
、
供
用
後
の
経
過
年
数
の
増
に
よ
る
修
繕
必
要

箇
所
の
増
加
な
ど
を
要
因
と
し
て
所
要
額
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
の
で
、
維
持
管
理
費
の
節
減
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
さ
ら
に
効
率
的
な
管
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

六

調

査

費

平
成
二
年
度
の
調
査
費
は
五
六
億
円
で
対
前
年
度
五
二

%
増
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
主
な
理
由
は
、
平
成
二
年

度
の
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
の
実
施
お
よ
び
整
備
計
画

区
間
に
お
け
る
測
量
･
地
質
･
設
計
調
査
等
の
事
業
計
画

を
策
定
す
る
た
め
の
技
術
調
査
の
推
進
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
高
速
自
動
車
国
道
の
経
済
効
果
や
道
路
公
団
の
経
営

計
画
等
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
、
事
業
区
域
内
の
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
が
あ
る
。

七
一
お
わ
り
に

高
速
自
動
車
国
道
事
業
の
平
成
二
年
度
政
府
予
算
案
は
、

建
設
費
一
兆
一
、
0
五
〇
億
円
、
政
府
出
資
金
等
国
費
の

増
額
の
決
定
を
み
た
。
第
m
次
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
計

画
期
間
内
に
約
一
、
二
五
〇
如
の
供
用
を
予
定
し
て
お
り
、

平
成
二
年
度
も
そ
の
三
年
目
と
し
て
五
箇
年
計
画
の
目
標

達
成
に
向
け
着
実
に
事
業
進
渉
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

高
速
自
動
車
国
道
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
大
き
く
そ

の
整
備
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
有
料
道
路
と
し
て
の

プ
ー
ル
全
体
の
採
算
性
は
将
来
に
わ
た
っ
て
必
ず
し
も
楽

観
は
許
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
り
、
引
続
き
、
建
設
、
維
持

管
理
、
業
務
管
理
の
各
分
野
に
お
け
る
経
費
節
減
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
o

高
速
自
動
車
国
道
は
人
や
物
の
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
わ
が
国
の
産
業
経
済
お

よ
び
国
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
の
社
会
資

本
で
あ
り
、
国
民
各
層
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に
は
、
設
計

協
議
、
用
地
取
得
、
文
化
財
調
査
等
の
一
層
の
円
滑
化
が

必
要
で
あ
り
、
地
元
自
治
体
の
支
援
、
協
力
と
地
域
住
民

の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
効

率
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。



もご
ぶ＼

地
膚
道
関
係
予
算
の
概
要

建
設
省
道
路
局
地
方
道
課
長
補
佐

海
野

尚
夫

ドミハ.ゞ

、

、

　　
　
　
　
　

　　　　

　
　　

　　
　

　　　　　　

一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
一
二
万
八
、
0
0
0

畑
、
市
町
村
道
九
二
万
五
、
0
0
0
如
か
ら
な
り
、
我
が

国
の
一
般
道
路
延
長
の
九
六
%
を
占
め
、
そ
の
整
備
率
は

表
-
の
と
お
り
ま
だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
期
待
と

要
望
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
平
成
二
年
度
に
あ
っ
て

は
、
第
m
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
第
三
年
度
と
し
て
、

広
域
的
な
生
活
圏
の
形
成
に
必
要
な
都
道
府
県
道
お
よ
び

日
常
生
活
の
基
盤
と
な
る
幹
線
市
町
村
道
等
の
整
備
を
図

る
た
め
、
N
T
T
株
式
売
払
収
入
の
積
極
的
活
用
も
含
め
、

以
下
の
施
策
に
重
点
を
お
き
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
す

る
。

H

地
方
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
の
推
進

の

高
速
I
C
関
連
道
路
の
整
備

⑱

バ
ス
路
線
に
係
る
道
路
の
整
備

8

渋
滞
対
策
の
た
め
の
道
路
整
備

⑱

防
災
、
震
災
対
策
の
推
進
等

□

地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
支
え
る
道
路
の
整
備
の

推
進
の

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
の
地

域
振
興
施
策
に
関
連
し
て
整
備
が
必
要
と
な
る
道

路

(地
域
振
興
関
連
道
路
)
の
整
備
及
び
、
地
域

の
個
性
的
な
ア
イ
デ
ア
を
と
り
い
れ
つ
つ
重
点
的

に
実
施
す
る
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
の
創
設

⑱

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
、
山
村
振
興
道
路
、
過

疎
地
域
振
興
道
路
等
の
整
備

日

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
に
資
す
る
道
路
整
備
の

推
進住
宅
･
宅
地
、
公
園
、
下
水
道
、
学
校
等
の
事
業

に
関
連
す
る
道
路
の
整
備

以
上
の
重
点
施
策
を
中
心
と
す
る
各
種
施
策
の
推

進
に
要
す
る
事
業
費
を
表
2
、
3
の
と
お
り
計
上
し

て
い
る
。

三

都
道
府
県
道

都
道
府
県
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
補

完
し
、
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
地

方
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
広
域
的
生
活
圏
の
形
成
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
そ
の
整
備
率

は
五
○
%
に
満
た
ず
、
狭
幡
で
危
険
な
バ
ス
路
線
、
自
動

車
の
通
行
で
き
な
い
交
通
不
能
区
間
、
交
通
の
陸
路
や
危



表 l 平成 2年度末道路整備状況見込 (一般道路)
(単位 :km、 % )

区 分
計画対象

延 長

平 成 元 年 度 未 整 備 状 況 平成 2 年 度 末 整 備 状 況 平 成 2 年 度

改 良 済 舗 装 済 改 良 済 舗 装 済 実 施 事 業 量

延 長 改良率 延 長 舗装率 延 長 改良率 延 長 舗装率 改良延長 舗装延長

都 道 府 県道

主 要 地 方道

一般都道府県道

市 町 村 道

幹線市町村道

一般市町村道

128,203

50,183

78,020

925,138

202,594

722,544

73,299

33,773

39,526

396,911

119,043

277,868

57 ,2

67 .3

50 .7

42 .9

58 ,8

38 .5

(119,262)

60,657

(48,136)

30,237

(71,126)

30,420

(601,154)

136,612

(160,480)

71,343

(440,674)

65,269

(93.0)

47 ,3

(95 .9)

60 .3

(91.2)

39 ,O

(65,0)

14 .8

(79 ,2)

35,2

(61.0)

9 ,O

75,782

34,613

41,169

406,033

123,303

282,730

59.1

69.O

52 .8

43 ,9

60 .9

39 .l

(120 ,404)

62,100

(48,489)

30,878

(7l,9l5)

31,222

(618,307)

139 ,336

(165,904)

72,894

(452,403)

66,442

(93.9)

48 .4

(96.6)

6l.5

(92,2)

40.O

(66.8)

15.1

(81 9)

36.O

(62 ,6)

9.2

2,629

933

1,696

9,192

4,330

4,862

2,686

1,034

1,652

18 ,517

5,955

12,562

(注) 0 計画対象延長は、実延長 (昭和63年 4月 1日現在、道路統計年報) である。
0 各年度末整備状況および平成 2年度実施事業量は、住宅宅地関連、 緊急地方道路整備事業、開発資金、地方単独事業を含む計
数である。
0 改良済延長は、幅員 5.5m 以上の計数である。
o 舗装済で上段 ( ) は、 簡易舗装を含む計数である。

全
国
的
な
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高

規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
効
果
を
よ
り
一
層
高
め

る
た
め
、
必
要
と
な
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
連

の
道
路
整
備
と
し
て
、
二
七
二
億
円
を
計
上
し
て

こ
の
よ
う
な
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
年
度
に
お

い
て
は
、
以
下
の
施
策
に
重
点
を
お
き
各
種
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
費
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
。

H

地
方
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
の
推
進

の

高
速
I
C
関
連
道
路
等
の
整
備

険
箇
所
等
地
域
生
活
の
障
害
と
な
り
、
早
急
に
整
備
を
要

ず 険
こ る 箇
の 箇 所
よ 所 等
う が 地
な 多 域
し、

8 (の
四 め 一 へ
渋 、 、 パ パ ○ の
滞 ニ バ ス ス 三 ア
対 ○ ス の 路 億 ク
策 一 路 円 線 を セ

バ
ス
の
円
滑
か
つ
安
全
な
連
行
を
確
保
す
る
た

め
、
バ
ス
路
線
に
係
る
必
要
な
道
路
整
備
と
し
て

ま
た
、
空
港
、
港
湾
等
の
広
域
公
共
交
通
機
関

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

し、

を

線 を
に 計
係 上

遥を
　　
備 o

安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
防
災
、
震
災

緊
急
渋
滞
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
渋
滞
対
策

等
都
市
交
通
対
策
と
し
て
、
必
要
と
な
る
バ
イ
パ

ス
、
環
状
道
路
の
整
備
等
を
推
進
す
る
た
め
、
一

三
四
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑳

防
災
･
震
災
対
策
の
推
進
等

の 億
た 円
め を
の 計

露き
整 て
備 し　
る



対
策
と
し
て
落
石
危
険
箇
所
の
解
消
、
橋
梁
の
耐

度
と
し
て
、
二
八
六
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

象
に
、
そ
の
整
備
が
二
一
世
紀
の
初
頭
に
概
ね
完
了
す
る

震
性
強
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、
一
、
一
〇
二
億

ま
た
、
地
域
開
発
関
係
法
令
に
よ
り
指
定
さ
れ

こ
と
を
目
途
に
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
と
し

円
を
計
上
し
て
い
る
。

て
い
る
也

乙の
総

口的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
山

て
い
る
。

□
地
域
の
振
興
･活
性
化
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進

の

地
域
振
興
関
連
道
路
の
整
備

民
間
活
力
の
活
用
も
含
め
、
地
域
の
振
興
･
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
内
需
拡
大
に
資
す
る
た
め
、

地
域
振
興
施
策
に
関
連
し
整
備
が
必
要
と
な
る
道

路

(地
域
振
興
関
連
道
路
)
に
つ
い
て
、
N
T
T

株
式
売
払
収
入
の
活
用
等
に
よ
り
、
重
点
的
な
整

備
を
図
る
た
め
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
関
連
道
路

の
整
備
と
し
て
三
八
七
億
円
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
関

連
道
路
の
整
備
と
し
て
三
八
九
億
円
、
地
方
民
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
道
路
の
整
備
と
し
て
三
四
〇

億
円
、
地
方
生
活
圏
地
域
振
興
推
進
計
画
関
連
道

路
の
整
備
と
し
て
一
一
六
億
円
、
そ
の
ほ
か
コ
ー

ス
タ
ル
･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

･
ゾ
ー
ン
、
マ
イ
ロ
ー

ド
事
業
、
等
の
関
連
道
路
の
整
備
と
し
て
六
〇
億

円
の
合
わ
せ
て
一
、
二
九
一
億
円
を
計
上
し
て
い

る
↓。

⑬

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
等
の
整
備

交
通
条
件
が
極
め
て
悪
く
産
業
の
開
発
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
山
間
･
奥
地
等
の
地
域
に
お

け
る
産
業
の
総
合
的
な
開
発
の
基
盤
と
な
る
道
路

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
第
7
次
奥

地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
第
三
年

ま
た
、
地
域
開
発
関
係
法
令
に
よ
り
指
定
さ
れ

て
い
る
地
域
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
山

村
振
興
道
路
の
整
備
と
し
て
一
三
三
億
円
、
過
疎

地
域
振
興
道
路
の
整
備
と
し
て
一
、
七
四
〇
億
円
、

半
島
振
興
道
路
の
整
備
と
し
て
六
三
一
億
円
を
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

団

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
に
資
す
る
道
路
整
備
の

推
進
の

住
宅
･
宅
地
関
連
道
路
の
整
備

良
好
な
住
宅
宅
地
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
住

宅
建
設
事
業
、
宅
地
開
発
事
業
、
特
に
、
宅
地
開

発
誘
導
道
路
の
推
進
等
に
関
連
し
て
必
要
な
道
路

整
備
と
し
て
一
五
〇
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑬

生
活
基
盤
関
連
道
路
の
整
備

公
園
、
学
校
等
の
建
設
に
よ
り
新
た
に
生
じ
る

交
通
需
要
に
対
応
し
て
必
要
と
な
る
道
路
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
公
園
関
連
一
一
一
億
円
、
学
校

関
連
六
四
億
円
等
、
あ
わ
せ
て
九
二
三
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。

三

市
中印
村
道

市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
国
道
･
都
道
府
県
道
と
一
体

と
な
っ
て
幹
線
道
路
網
の
一
環
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
な
り
、
地
域
の
振
興
や

地
方
定
住
と
密
接
な
繋
が
り
が
あ
る
幹
線
市
町
村
道
を
対

こ
と
を
目
途
に
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

平
成
二
年
度
は
、
以
下
の
施
策
に
重
点
を
置
き
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
事
業
費
三
、
五
一

〇
億
円
人
対
前
年
比
一
･
0
O
V
を
計
上
し
て
い
る
。

H

道
路
交
通
の
安
全
確
保
お
よ
び
生
活
基
盤
の
整
備

の
推
進

の

道
路
の
防
災
･
震
災
対
策

⑭

道
路
交
通
の
安
全
対
策

8

学
校
、
公
園
、
役
場
、
消
防
署
等
の
公
共
公
益

施
設
を
活
か
す
路
線
の
整
備

⑳

異
常
気
象
も
し
く
は
災
害
時
に
孤
立
す
る
恐
れ

の
あ
る
集
落
の
生
活
確
保
路
線
の
整
備

㈹

駅
前
広
場
等
交
通
結
節
点
の
整
備

8

住
宅
宅
地
供
給
に
資
す
る
道
路
の
整
備

○

空
港
港
湾
事
業
等
に
関
連
す
る
道
路
の
整
備
や

バ
ス
路
線
の
整
備

□

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
生
産
基
盤
整
備
等

を
支
援
し
、
地
域
振
興
に
資
す
る
道
路
整
備
の
推
進
。

観
光
リ
ゾ
ー
ト
施
設
や
工
業
･
流
通
団
地
等
の
整
備

ま
た
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
。

日

特
別
立
法
に
基
づ
く
地
域
の
振
興
の
た
め
の
道
路

整
備
の
推
進

の

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
の
整
備



⑭

山
村
振
興
道
路
、
過
疎
地
域
振
興
道
路
、
半
島

振
興
道
路
、
特
別
豪
雪
対
策
道
路
の
整
備

圓

ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
も
と
で
市
町
村
道
の
整
備

を
よ
り
一
層
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
地
域
の
特
性

や
発
展
の
方
向
を
踏
ま
え
つ
つ
一
元
的
な
道
路
網
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
市
町
村
道
整
備
を
重

点
的
に
実
施
す
る

｢ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ

デ
ル
事
業
｣
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

四

国
庫
債
務
負
担
行
い為
…

1

工
事
国
債

平
成
二
年
度
に
お
い
て
も
、
前
年
度
に
引
き
続
き
二
箇

年
度
に
わ
た
る
工
事
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て

い
る
。

そ
の
限
度
額
は
地
方
道
で
事
業
費
二
五
一
億
円

(都
道

府
県
道
一
八
三
億
円
、
市
町
村
道
六
八
億
円
)
(対
前
年
度

比
一
･
四
七
)
で
あ
り
、
所
管
別
で
は
、
内
地
一
般
一
八

三
億
円
、
北
海
道
二
一
億
円
、
離
島
二
九
億
円
、
沖
縄
一

八
億
円
で
あ
る
。

五

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)

一
定
の
地
域
に
お
い
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全

性
、
利
便
性
お
よ
び
快
適
性
を
確
保
し
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
振
興
を
図
り
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
学
校
、
公
園
等

の
公
共
施
設
整
備
、
住
宅
市
街
地
、
都
市
近
郊
集
落
地
域
、

農
山
村
地
域
の
居
住
環
境
整
備
等
の
地
域
の
課
題
に
緊
急

に
対
応
し
、
複
数
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
比
較
的
小
規

模
な
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
道
事
業
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
、
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

(地
方
道
路
整
備
臨
時

交
付
金
)
を
計
上
し
て
い
る
。

平
成
二
年
度
は
、
.事
業
費
で
九
、
五
三
一
億
円

(前
年

度
八
、
六
五
五
億
円
)、
国
費
五
、
0

一
一
億
円
(前
年
度

四
、
五
五
〇
億
円
)
で
あ
る
。
(都
道
府
県
道
、
市
町
村

道
、
街
路
の
合
計
で
あ
る
)。

以
上
が
平
成
二
年
度
に
お
け
る
地
方
道
関
係
予
算
の
概

要
で
あ
る
。

2

用
地
国
債

用
地
の
先
行
取
得
に
係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
つ
い

て
も
例
年
ど
お
り
計
上
し
て
お
り
、
内
地
一
般
で
事
業
費

一
六
〇
億
円

(都
道
府
県
道
-
-
六
億
円
、
市
町
村
道
四

四
億
円
)
(対
前
年
度
比
○
･
九
七
)
で
あ
る
。



表 2 平成 2年度都道府県道事業費内訳 (内示決定)
(単位 :百万円)

内 地 一 搬 離 島 一 般 奄 美 北 海 道 沖 縄 全 国 計
元 年

決 定
2 年
決 定 仲 率

元 年

決 定
2 年
決 定 伸 率、

元 年

決 定
2 年
決 定 伸 率

元 年

決定
2 年
決 定 伸 率

元 年

決 定
2 年
決 定 伸 率

元 年

決 定
2 年
決 定 伸 率

改 築 237,640 232,467 0 .978 15,240 15,320 1.005 3,380 3,550 1.050 51,976 50,982 0.981 19,400 19,368 0 .998 327,636 321,687 0 .982

道 路 改 良 154,215 156,011 1.012 11,178 10,896 0.975 2,830 2,602 0 .919 33,708 33,868 1-005 15,488 16,112 1-040 217,419 219,489 1･010

踏 切 除却 4,988 4,928 0.988 840 920 1.095 5,828 5,848 L O03

橋梁整備 65,998 61,153 0 .927 3,380 3,786 1･120 290 800 2.759 12,308 11,474 0 .932 2,720 2,216 0.815 84,696 79,429 0･938

舗 装 新 設 12,439 10,375 0 -834 682 638 0 -935 260 148 0 .596 5,120 4,720 0.922 1,192 1,040 0-872 19,693 16,921 0 ･859

特 殊 改 良 85,337 66,320 0 .777 7,314 7,210 0.986 2,270 2,215 0 .976 15,840 15,048 0.950 1,960 1,736 0 .886 112,721 9 2,529 0 .821

℃ 特改一種 74,315 60,186 0.810 5,988 6,260 1.045 1,804 1,755 0‐973 9,740 9,494 0-975 1,936 1,736 0 .897 93,783 79,431 0 .847

特改二種 38 36 0.947‐ 396 350 0.884 342 380 1.111
‘

776 766 0.987

特 改 四種 10,984 6,098 0 .555 930 600 0 .645 124 80 0.645 6,100 5,554 0 .910 24 18,162 12,332 0 .679

補 修 14,256 12,402 0.870 1,104 1,042 0.944 440 380 0 .864 2,740 2,708 0.988 168 168 1.000 18,708 16,700 0 .893

舗 装 補 修 5う161 3,122 0.605 45 17 0.378 820 870 1.061 112 112 1.000 6,138 4,121 0 .671

橋梁補修 2,074 2,260 1.090
･

340 128 0.376 2,414 2,388 0･989

災 害 防 除 7,021 7,020 1‐000 1,059 1,025 0･968 440 380 0 .864 1,580 1'710 1.082 56 56 1･000 10,156 10,191 1.003

共 同 溝 205 148 0 .722 2 05 148 0 .722

自 転 車 道 8,994 8,938 0.994 130 100 0.769 430 500 1.163 96 9,554 9,634 1.008

維 持 775 735 0 -948 775 735 0 ･948

合 計 346,432 320,275 0 .924 23,788 23,672 0.995 6.090 6,145 1.009 70,986 69,238 0.975 22,303 22,103 0.991 469,599 441,433 0.940

(注) 0 上記のほかに緊急地方道路整備事業として、都道府県道、市町村道、街路あわせて、 平成 2 年度事業費 953,080百万円、 (前年度事業費 865,510百万円) を計上されている。
0 事業費はN T T 分も含む。



表 3 平成 2年度市町村道事業費内訳 (内示決定)
(単位 "百万円)

内 地 一 般 離 島 一 般 奄 美 北 海 道 沖 縄 全 国 計

元 年

決定
2 年
決 定 率

元 年

決 定
2 年
決 定 率

元 年

決 定
2 年
決 定 率

元 年
決 定

2 年
決 定 率

元 年

決 定
2 年
決 定 率

元 年

決 定
2 年
決 定 率

改 築 149,053 138,604 0.930 5,600 5,776 1.031 1,015 1,159 1.142 29,680 28,620 0.964 8,113 8,486 1.046 193,461 182,645 0.944

道路改良 109,996 101,737 0.925 4,960 5,840 1.025 1,015 1,119 1.102 19,560 18,820 0 .962 6,773 7,031 1.038 142,304 133,791 0.940

踏切 除却 860 1,144 1.330 860 1,144 1.330

橋梁整備 31,404 29,877 0.951 350 460 1.314 40 6,240 5,960 0 .955 590 770 L 305 38 ,584 37 ,107 0 .962

舗装新設 6,793 5,846 0.861 290 232 0.800 3,880 3,840 0.990 750 685 0 .913 11,713 10,603 0 .905

特 殊 改 良 4,506 3,478 0.772 1,680 1,696 1‐010 290 362 1.248 8,260 8,204 0.993 876 708 0 .808 15,612 14,448 0 .925

時改一種 2,812 2,164 0 .770 750 744 0 .992 2,268 2,260 0.996 504 234 0 .464 6,334 5,402 0 .853

特故二種 186 330 1.774 130 212 1.631 70 70 1.000 270 290 1.074 656 902 L 375

特改四種 1,508 984 0 .653 800 740 0 .925 220 292 1.327 5,722 5,654 0.988 372 474 1.274 8,622 8,144 0 945

補 修 464 432 0.931 116 184 1.586 256 52 0 .203 256 230 0 .898 1,092 898 0.822

橋梁補修 90 40 0.44I4 120 80 0 .667 210 120 0 .571

災 害防 除 374 392 1.048 116 184 1.586 256 52 0.203 136 150 1 .103 882 778 0 .882

雑 持 7,325 6,895 0.941 7,325 6,895 0 ,941

位置境界不明
地域市町村道
特別交付金

(660) (660) (1.000) (660) (660) (L ooo)

合 計 154,023 142,514 0 .925 7,396 7,656 1.035 1,561 1,573 1.008 38,196 37,054 0.970 16,314 16,089 0.986 217,490 2
04,886 0 .942

(注) 事業費はN T T 分も含む。



週
罐
環
境
保
全
対
策
⑭
雑
進

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
課
長
補
佐

山
田

俺
等司

は
じ
め
に

近
年
に
お
い
て
、
自
動
車
交
通
需
要
の
著
し
い
増

大
と
人
口
、
産
業
の
急
速
な
都
市
へ
の
集
中
に
対
す

る
社
会
資
本
の
整
備
の
相
対
的
な
立
ち
遅
れ
の
結
果
、

自
動
車
交
通
に
よ
る
様
々
な
環
境
問
題
が
提
起
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
昭
和
四
〇
年
以
降
、
各
方

面
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
一
応
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
表
1

に
示
す
と
お
り
、
昭
和
六
二
年
三
月
末
に
お
け
る
都

道
府
県
道
以
上
の
道
路
で
騒
音
規
制
区
域
ま
た
は
用

途
地
域
内
に
お
い
て
、
夜
間
の
環
境
基
準
お
よ
び
要

請
限
度
を
超
え
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
、
六
〇

○
如
お
よ
び
四
、
三
〇
〇
蹴
に
も
達
し
て
い
る
な
ど
、

都
市
部
の
幹
線
道
路
を
中
心
に
騒
音
、
振
動
、
大
気

汚
染
等
の
環
境
問
題
は
依
然
と
し
て
道
路
行
政
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
環
境
訴
訟
と
し
て
は
、
国
道
四
三
号
･
阪
神

高
速
道
路
騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
事
件
、
西
淀

川
有
害
物
質
排
出
規
制
等
請
求
事
件
、
尼
崎
有
害
物

質
排
出
規
制
等
請
求
事
件
、
川
崎
大
気
汚
染
物
質
排

出
禁
止
等
請
求
事
件
お
よ
び
名
古
屋
南
部
大
気
汚
染

公
害
差
止
請
求
事
件
な
ど
が
提
訴
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
沿
道
環
境
保
全
対
策
の
推
進
へ
の
要
求
が

一
層
強
ま
る
こ
と
は
必
死
な
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
原
告
、
被
告
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
り
、

西
名
阪
低
周
波
公
害
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三

年
三
一月
に
原
告
団
と
日
本
道
路
公
団
と
の
間
で
和

解
が
成
立
し
、
さ
ら
に
、
世
田
谷
区
上
馬
交
差
点
付

近
の
住
民
に
よ
る
道
路
騒
音
等
被
害
責
任
裁
定
申
請

事
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
三
月
に
住
民
と
国
、

都
、
首
都
高
速
道
路
公
団
と
の
間
で
公
害
等
調
整
委

員
会
の
職
権
に
よ
る
調
停
が
成
立
し
て
い
る
。

道
路
環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
自
動
車

構
造
の
改
善

(発
生
源
対
策
)
を
基
本
と
し
て
、
交

通
規
制
、
交
通
取
締
り
の
強
化
、
道
路
構
造
の
改
善
、

沿
道
土
地
利
用
の
適
正
化
等
各
省
庁
に
ま
た
が
る
各

種
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
●。建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、

①

道
路
網
整
備
に
よ
る
対
策

②

道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る
対
策

③

沿
道
整
備
に
よ
る
対
策

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
弓
き



続
き
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

な
お
、
近
年
の
国
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化

に
伴
い
、
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
生
活
に

う
る
お
い
や
ゆ
と
り
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、

生
活
空
間
と
し
て
の
道
路
に
つ
い
て
も
、
人
々
に
親

し
み
と
う
る
お
い
を
与
え
、
快
適
で
美
し
い
道
路
環

境
の
形
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
昭
和
六
三
年
度

に
お
い
て
は
、
最
近
の
緑
化
技
術
の
蓄
積
等
を
踏
ま

え
て
道
路
緑
化
技
術
基
準
の
改
正
と
道
路
の
景
観
向

上
の
た
め
の
基
本
的
配
慮
事
項
等
を
道
路
景
観
整
備

マ
ニ
ュ
ア
ル

(案
)
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
今
後
は

こ
れ
ら
に
よ
り
、
合
理
的
な
道
路
緑
化
お
よ
び
道
路

景
観
整
備
の
よ
り
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

以
下
、
平
成
二
年
度
の
道
路
環
境
保
全
対
策
と
し

て
の
予
算
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

一

道
路
網
整
備
に
よ
る
対
策

我
が
国
の
道
路
交
通
に
お
け
る
現
況
は
、
長
距
離
、

中
距
離
、
地
先
交
通
等
各
種
の
自
動
車
交
通
が
一
本

の
道
路
に
混
在
し
た
形
で
利
用
さ
れ
る
と
い
う
機
能

の
未
分
化
の
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
道
路
環
境
問
題

を
生
む
一
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
環
境
保
全

対
策
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
。

表 1 夜間における騒音が環境基準、 要請限度を超える延長
〔単位 :km〕

＼
道 路 延 長 音

制
内
長
域

騒
規

区

延

夜間の環境基準値を

超えるもの

夜間の要請限度値を

超えるもの

車
上
4

以
2 車 計

車
上
4

以
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車
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4

以
2 車 ･-二口

道
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一
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鱒
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ゆ
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茂
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ハU
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印
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禁
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Û

ハU

〔=〉

=̂U
A=V

n′“
とリ

ワ‘
り&
QU

14
ワー
QU
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1 昭和62年 3月末現在における道路局試算。
2 道路延長の一般道路については昭和61年 4月 1日現在における車道幅員5.5m 以上改良済延長、有料道路に

ついては昭和61年 4月 1日現在の延長。
3 騒音規制区域内延長は昭和62年 3月末現在における騒音規制区域または用途地域(工業専用地域は除く。)の

道路延長。
4 環境基準値および要請限度値を超える延長は、昭和62年 3月末現在で、騒音規制区域または用途地域内の

道路 (ただし、工業専用地域は除く。)についての延長。

搦　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
道
路
整
備
に
お
い
て
は
、

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
網
を
体
系
的
に
整

備
し
て
、
通
過
交
通
と
域
内
交
通
の
分
離
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
既
成
市
街
地
の
交
通
混
雑
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
環
境
問
題
の
抜
本
的
な
解

決
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
は
現
道
の
沿
道
環
境
改
善
に

効
果
的
な
対
策
で
あ
る
が
、
バ
イ
パ
ス
等
の
沿
道
に

新
た
な
環
境
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
現
在
お
よ
び
将

来
の
土
地
利
用
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
環
境
影
響
調
査
等
を
行
い
、
適
切
な
環
境
保

全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

沿
道
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
に
資
す
る
バ
イ
パ
ス

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
積
極
的
に
実
施
す

べ
く
、
平
成
二
年
度
に
お
い
て
も
大
型
車
の
交
通
が

著
し
い
路
線
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
の
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
所
要
額
を
計
上
し
て
い
る

(表

2
)
0二

道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る
対
策

沿
道
の
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
は
、
道
路
網

の
体
系
的
整
備
を
図
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
供
用
後

に
お
い
て
路
面
を
常
時
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
た

め
の
維
持
修
繕
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
施
設

帯
や
遮
音
壁
の
設
置
の
推
進
等
が
極
め
て
有
効
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
平
成
二
年
度
に
お
い
て
は
、
道
路



(単位 :億円)
表 2 大型車交通が著しい路線のバイパス ･環状道路の整備

区 分
,

求
費
要度
業
婢
事 皸
癪
前
事 倍 率 備 考

聯
ぴ
勲
tよおスパノハーバ

総 那 螂
ス

ス

ス

パ

パ

パ
イ

イ

イ

バ

ノ

ノ
･44

宮

清
本

大
静
熊

所

号
号
号

箇

齢

l

3

な

玉
岡

本

主

埼
静
熊

〈注〉 現道大型車日交通量が概ね5,000台以上の イパスおよび環状道路

構
造
の
改
善
に
よ
る
沿
道
の
環
境
保
全
対
策
と
し
て

表
3
に
示
す
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
。

遮
音
壁
は
自
動
車
交
通
騒
音
の
低
減
に
極
め
て
有

効
で
あ
り
、
比
較
的
容
易
な
対
策
の
た
め
、
昭
和
四

〇
年
代
頃
か
ら
設
置
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
、

平
面
道
路
等
で
は
沿
道
の
土
地
利
用
を
著
し
く
制
約

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
設
置
場
所
が
限
定
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
に
設
置
さ
れ
る

場
合
が
多
い
。

環
境
施
設
帯
は
、
昭
和
四
九
年
の
都
市
局
長
･
道

路
局
長
通
達

｢道
路
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路
用
地

の
取
得
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
｣
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
幹
線
道
路
に

お
い
て
沿
道
の
生
活
環
境
保
全
の
た
め
、
道
路
の
構

造
、
交
通
量
に
応
じ
て
車
道
端
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル

表

環

環

@

環境施設帯等
(単位 :億円)

区 分
2 年度要求

事 業 費
前 年 度
事 業 費 倍

率

繕

等

傷
“癬
設

る
･酎
施

に絵
境

境環

環
贓
鰡
駒
蹄
則
肛

計 独 麹 瑯
1, 環境保全に資する維持修繕 :清掃、路面補修等

2. 環境施設帯等 :環境施設帯、遮音壁の設置等

ま
た
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
路
用
地
を
取
得
し
、
緩

衝
空
間
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
得
し
た
道
路

用
地
に
は
植
樹
帯
、
遮
音
壁
等
を
設
置
し
、
必
要
に

応
じ
て
歩
道
、
自
転
車
道
、
副
道
等
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
環
境
施
設
帯
は
自
動
車
交
通
に
よ

る
騒
音
、
振
動
の
距
離
減
衰
効
果
な
ど
様
々
な
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

沿
道
整
備
に
よ
る
対
策

都
市
部
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
構
造
の

改
善
の
み
で
は
沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
を
有
効
か

つ
適
正
に
保
全
し
が
た
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

幹
線
道
路
と
沿
道
の
土
地
利
用
と
の
調
和
を
積
極
的

に
図
る
沿
道
整
備
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
沿
道
整
備
対
策
と
し
て
、
昭
和
五
一
年
の
都

市
局
長
･
道
路
局
長
通
達

｢高
速
自
動
車
国
道
等
の

周
辺
に
お
け
る
自
動
車
交
通
騒
音
に
係
る
障
害
の
防

止
に
つ
い
て
｣
に
基
づ
く
住
宅
の
防
音
工
事
等
の
助

成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
助
成
は
高
速
自
動

車
国
道
お
よ
び
都
市
高
速
道
路
の
周
辺
地
域
に
お
い

て
、
適
切
な
道
路
構
造
上
の
対
策
を
実
施
し
て
も
な

お
夜
間
の
自
動
車
交
通
騒
音
に
係
る
障
害
が
著
し
い

住
宅
に
つ
い
て
、
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
騒
音
障

害
を
防
止
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
に

要
す
る
費
用
を
道
路
管
理
者
が
助
成
す
る
も
の
で
あ

ん

る
●。

道路環境保全対策の推進



ま
た
、
昭
和
五
五
年
に
は

｢幹
線
道
路
の
沿
道
の

整
備
に
関
す
る
法
律
｣
(沿
道
法
)
が
制
定
さ
れ
、
こ

れ
に
基
づ
き
沿
道
整
備
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
だ
け
で
な
く
、
一
般
道
路

を
含
め
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
自
動
車
交
通
騒
音

の
著
し
い
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
知
事
が
建
設
大
臣

の
承
認
を
受
け
て
沿
道
整
備
道
路
と
し
て
指
定
し
、

道
路
構
造
の
改
善
の
推
進
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
そ
の
沿
道
に
対
し
防
音
、
遮
音
上
の
制
限
な

ど
の
事
項
を
沿
道
整
備
計
画
に
定
め
、
沿
道
の
土
地

利
用
を
適
正
な
方
向
に
誘
導
す
べ
く
諸
施
策
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

沿
道
法
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
は
、
沿
道
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
た
区
域
内
で
、

①

市
町
村
が
土
地
を
買
い
入
れ
る
場
合
に
お
け

る
国
の
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

②

緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
の
費
用
に
対
す
る
道

路
管
理
者
の
一
部
負
担

③

市
町
村
の
条
例
に
よ
り
、
建
築
物
の
構
造
に

関
す
る
防
音
上
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に

お
け
る
既
存
住
宅
の
防
音
工
事
費
に
対
す
る
道

路
管
理
者
の
一
部
助
成
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

沿
道
法
に
基
づ
く
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
お
よ
び

沿
道
整
備
計
画
の
決
定
状
況
は
表
4
の
と
お
り
で
あ

る
。
他
の
路
線
に
つ
い
て
も
、
沿
道
整
備
道
路
の
指

定
、
沿
道
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
て
検
討
、
協
議

等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
二
年
度
に
お
け
る
沿
道
整
備
事
業
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
路
線
を
中
心
に
表
5
の
と
お
り
事
業
費
を

計
上
し
て
い
る
。

沿
道
法
に
よ
る
施
策
の
ほ
か
、
昭
和
六
〇
年
度
に

道
路
開
発
資
金
制
度
が
発
足
し
、
こ
の
制
度
に
基
づ

く
事
業
の
う
ち
沿
道
整
備
に
資
す
る
事
業
と
し
て
、

都
市
内
の
新
設
･
改
築
道
路
に
接
し
て
行
わ
れ
る
緩

衝
性
建
築
物
の
建
築
に
対
し
て
融
資
す
る
沿
道
型
都

市
改
造
事
業
、
沿
道
整
備
道
路
に
接
し
て
行
わ
れ
る

緩
衝
性
建
築
物
の
建
築
お
よ
び
市
町
村
の
土
地
買
い

入
れ
に
対
し
て
融
資
す
る
沿
道
環
境
整
備
事
業
、
新

設
ま
た
は
改
築
を
行
う
幹
線
道
路
の
環
境
施
設
帯
と

一
体
的
に
整
備
さ
れ
、
特
に
道
路
環
境
の
保
全
に
資

す
る
公
園
ま
た
は
緑
地
に
係
る
用
地
先
行
取
得
事
業

に
対
し
て
融
資
す
る
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
事
業
等
が
あ
る
。

平
成
二
年
度
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
く
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

四

親
し
み
の
あ
る
道
路
環
境
整
備
の
推

進
高
度
化
、
多
用
化
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

快
適
な
歩
行
者
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、
狭
い
歩

道
の
拡
幅
等
の
歩
道
整
備
、
歩
行
者
専
用
道
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
街
か
ど
広
場
･
ポ
ケ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー
の

活
用
、
橋
梁
の
修
景
、
電
線
･
電
話
線
の
地
中
化
等

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る

道
路
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
域
や
道
路
利
用

の
特
性
に
応
じ
て
郷
土
色
豊
か
な
並
木
の
形
成
等
道

路
緑
化
を
生
か
し
た
道
路
づ
く
り
を
進
め
る
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
、
道
路
と
沿
道
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
景
観
整
備
を
行
う
ま
ち
な
み
景
観
総
合

整
備
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り

と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
道
路
案

内
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
等
を
提
供
す
る
み
ど
り
の
一
里

塚
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
、
安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
道
路
の
美
観
を
維
持
す
る
た
め
に
道
路

の
清
掃
･
緑
地
管
理
等
を
充
実
す
る
。

平
成
二
年
度
に
お
い
て
は
、
地
方
の
個
性
と
創
意

工
夫
を
活
か
し
た
地
域
振
興
施
策
に
つ
い
て
関
連
す

る
道
路
整
備
を
重
点
的
に
実
施
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
よ
う
な
道
路
を
創
出
す
る
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業

を
創
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
の
多
様
な
機
能
を
併

せ
も
つ
道
路
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

(表

6
)0お

わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
沿
道
環
境
保
全
の
た
め
の
種
々
の

施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
生
活
環
境
の
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表 4 沿道整備道路の指定状況および沿道整備計画の決定状況
(平成 2 年 1月31日現在)

沿 道 整 備 道 路 の 指 定 状 況 沿 道 整 備 計 画 の 決 定 状 況

No. 道 路 名 区 間 延長(km ) 公告年月 地 区 延長(km ) 告示年月

1

一般国道43号 尼崎市東本町

~ 神戸市灘区味泥町

20.2

S 57 . 8高速神戸西宮線 神戸市灘区大石南町

~ 西宮市今津水波町

12,6

高速大阪西宮線 尼崎市東本町

~ 西宮市今津水波町

7.3

2 環状 7号線 大田区大森本町

~ 葛飾区東新小岩

内

大田区大森本町

~ 練馬区小竹町
足立区新田~ 同区中川

45.6

23 .2

10 ,9

S 62.12

S 58 ,11

S 59 , 8

大田区環 7 6,4 S 63. l

目黒区環 7 2.7 S 63. l

世田谷区環 7野沢地区南部 1･0 S 62.11

世田谷区環 7野沢地区北部 0･7 S 61. 8

世田谷区環 7三軒茶屋 ･上馬地区 0.9 S 62. 3

世田谷区環 7代田南部 ･若林地区 1･7 S 62,11

世田谷区環 7代田北部地区 0.5 S 62.11

世田谷区環 7大原 ･羽根木地区 1･1 S 62. 3

杉並区環 7 4.2 S 62. l

中野区環 7 1.9 S 60. 6

練馬区環状 7号線桜台 ･栄町 ･豊

玉地区
2.l S 63. 1

練馬区羽沢 ･小竹町地区 0,8 S 62. 1

北区環状 7号線 2.4 H 1. 4

足立区環状 7号線A 地区 1.2 S 62. 4

足立区環状 7号線B 地区 1 7 S 63. l

足立区環状 7号線C 地区 4.5 H 1. 3

足立区環状 7号線D 地区 2.8 H 1. 3

板橋区環状 7号線 4.1 H 1･lo

小 計 40.7

3 羽田上高井戸岩淵線

(環状 8号線)

練馬区春日町~ 同区北町

内 練馬区北町
0.8
0 .4

S 61, 3

S 58 .11

練馬区北町 ･早宮地区 0.4 S 59.11

練馬区春日町二丁目地区 0.4 S 6l. 8

板橋区相生町~ 同区志村 0･7 H 1. 9

小 計 0 .8小 計 1 5

4 一般国道 4 号 足立区梅田~ 同区西保木間 5.1 S 59 . 8

国道 4号A 地区 (日光街道) 3,7 S 62 . 1

国道 4号B 地区 (日光街道) 1,4 H 1. 3

小 計 5.1

5 一般国道23号 四日市市北納屋町

~ 同市西末広町
1.2 S 59. 9 国道23号四日市地区 1.2 S 62.11

計 合 計
73.6

(延べ

93,5)

合 計 (23地区) 47.8



(単位 :億円)
表 5 沿道整備事業

区 分
求
費
要度
業
坤
事

度
費
年
業
前
事

倍 率

資

集

成

融難
字

備
難
物
事

整
核
築

工

澁
微
音

沿

緩

防

蜘

“
M

却

“
糾

則

則
則

計 跟 跟 則
0 有料自動車専用道路の防音工事助成、移転助成等53億円

0 沿道環境対策調査52百万円

豊
か
さ
に
加
え
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
沿

道
環
境
保
全
に
対
す
る
要
求
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
快

.

勢

適
で
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境

が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
道
路
と
沿
道

と
の
調
和
し
た
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
環

境
整
備
の
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

(単位 :億円)

表 6 親しみのある道路環境整備

区 分 家
費
皸
業
2

事
度
費

年

業
前
事

倍 率

化

備
緑鰹
各

景

混

路

道

道

548

124

競
馬
期
鰡

0 みどりの一里塚モデル事業 事業実施予定地域

北近畿 (兵庫 ･京都) 等l歇也域

糊=IIl=訓lII====lil=II lll==lll1馴lII=lIlI==川=lll==llllm



ま
え
が
き

昭
和
四
五
年
五
月
に
地
方
道
路
公
社
法
が
制
定
さ

れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
道
路
公
社
が
新
た
な
道
路

管
理
主
体
と
し
て
登
場
し
て
か
ら
、
こ
の
春
で
早
く

も
二
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
設
立

の
数
は
、
本
年
四
月
一
日
現
在
で
指
定
都
市
高
速
道

路
公
社
二
公
社
と
一
般
有
料
道
路
公
社
三
五
公
社
で

あ
り
、
本
年
中
に
さ
ら
に
三
公
社
の
設
立
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
地
方
道
路
公
社
お
よ

び
有
料
道
路
事
業
の
歩
み
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻

く
今
後
の
社
会
経
済
状
況
も
楽
観
を
許
す
も
の
で
は

な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
の
制
度
と
業

務
の
概
略
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
公
社
事
業
の
こ
れ

ま
で
の
推
移
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

-

-

地
方
道
路
公
社
制
度
創
設
ま
で
の
あ

ゆ
ずみ

わ
が
国
の
有
料
道
路
制
度
は
、
明
治
四
年
に
大
政

官
布
告

｢治
水
修
路
架
橋
等
運
輸
ノ
便
ヲ
興
ス
者
ニ

税
金
取
立
方
許
可
｣
が
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

有
料
の
橋
や
渡
船
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、

わ
が
国
に
お
け
る
有
料
道
路
制
度
の
始
ま
り
と
考
え

ら
れ
る
。

大
正
八
年
に
旧
道
路
法
が
制
定
さ
れ
た
際
に
も
こ

の
大
政
官
布
告
の
趣
旨
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
道
路
管

理
者
は
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

監
督
官
庁
の
認
可
を
得
て
、
ま
た
、
道
路
管
理
者
以

外
の
者
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
ま
た
は
承
認
を
得

て
橋
銭
ま
た
は
波
銭
を
徴
収
す
る
有
料
の
橋
ま
た
は

渡
船
施
設
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

昭
和
二
七
年
に
旧
道
路
法
が
全
面
改
正
さ
れ
、
現

行
の
道
路
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
に
道
路
管

理
者
以
外
の
者
が
建
設
す
る
有
料
橋
等
の
制
度
は
廃

止
さ
れ
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
道
に
限
っ
て
道

路
管
理
者
は
、
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
有
料
の

橋
ま
た
は
渡
船
施
設
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
行
道
路
法
の
制
定
と
同
時
期
の
昭
和
二
七
年
に

旧
道
路
整
備
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
道
路
法
上

の
道
路
に
関
す
る
全
面
的
な
有
料
制
が
採
用
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
は
、
有
料
道
路
の
対
象
と
し
て
橋
お
よ

び
渡
船
施
設
だ
け
に
限
定
せ
ず
建
設
に
必
要
な
資
金

地
方
道
路
公
縄
三
◎
年
⑭
あ
ゆ
み

建
設
省
道
路
局
有
料
道
路
課
管
理
第
二
係
長

小
池

昭
広



を
資
金
運
用
部
資
金
特
別
会
計
か
ら
借
入
れ
て
、
国

の
直
轄
有
料
道
路
事
業
に
支
出
し
、
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
の
有
料
道
路
建
設
資
金
と
し
て
貸
し
付
け
、

通
行
料
金
に
よ
っ
て
償
還
に
あ
て
る
こ
と
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
一
年
に
旧
道
路
整
備
特
別
措
置

法
が
廃
止
さ
れ
代
っ
て
現
行
の
道
路
整
備
特
別
措
置

法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
昭
和
三
一
年

に
日
本
道
路
公
団
が
設
立
さ
れ
て
以
来
そ
の
後
、
昭

和
三
四
年
に
首
都
高
速
道
路
公
団
、
昭
和
三
七
年
に

阪
神
高
速
道
路
公
団
、
昭
和
四
五
年
に
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
四
三
年
に
道
路
整
備
特
別
措
置
法
が

改
正
さ
れ
て
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
で
あ
る
道

路
管
理
者
が
建
設
す
る
有
料
道
路
の
建
設
費
に
対
し

て
、
国
が
無
利
子
で
資
金
を
貸
し
付
け
る
い
わ
ゆ
る

(平成 2 , 4 . 1 現在) 国

有
料
道
路
整
備
資
金
貸
付
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
有
料
道
路
の
建
設
は
拡

大
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
財
源
構
成
は
、

大
部
分
が
政
府
資
金
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
量
等
に
つ
い
て
も
制
約
が
あ
る
た
め
、
地
方
に

お
い
て
は
飛
躍
的
な
道
路
整
備
の
促
進
は
期
待
で
き

な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
国
に
お
い

て
は
、
昭
和
四
〇
年
代
初
期
に

(産
業
経
済
の
発
展

に
伴
い
、
民
間
資
金
が
潤
沢
に
あ
っ
た
こ
と
等
も
あ

っ
て
、
こ
の
時
期
は
、
各
方
面
か
ら
民
間
資
本
の
導

入
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
叫
ば
れ

て
い
た
。)民
間
資
金
を
積
極
的
に
導
入
し
、
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
的
幹
線
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
主
体
に
つ
い
て
、
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
五
年
の

地方道路公社の設立状況

事 業 主 体 名 設立年月日

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

社

鰍蹴鱗
蕨鱗
鰍鱗
鱗
鱗
鱗
鱗
鰍鱗
鱗
鱗
鱗
鱗

蹴
撚
霧
鸚

麒
巖
擬
熟
襲
鬘
鷲
朧
讃
牒
讓
燃
麒
聯
髯
繃

名

福

岡

栃

兵

山

静

富

神

千

福

埼

宮

茨

神

山

滋

宮

香

愛

長

鹿

和

愛

三

福

福

佐

青

岐

大

長

広

大

奈

東

京

社

社

社

公

公

公

路

路

路

道

道

道

県

市

県

知

島

川

高

広

石

定好
"

〃

設融

第
六
三
回
国
会
に
お
い
て
、
地
方
道
路
公
社
法
が
可

決
成
立
し
、
同
年
五
月
二
〇
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
、

こ
こ
に
新
た
な
道
路
管
理
主
体
と
し
て
、
地
方
道
路

公
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

二

制
度
の
概
要

-

目
的

地
方
道
路
公
社
は
、
設
立
団
体
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、

道
路
法
の
管
理
主
体
に
関
係
な
く
、
整
備
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
一
般
国
道

(従
来
は
、
一
般
国
道
を

有
料
道
路
と
し
て
建
設
･
管
理
で
き
る
の
は
、
日
本

道
路
公
団
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
地
域
の
利
害
に
特
に

関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
一
般
国
道
の
有
料
道
路

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
が
事
業
主
体
と

な
り
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。)、
都
道
府
県
道
お
よ
び
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市
町
村
道
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
道
路
管
理
者
の
権

限
を
代
行
し
て
、
そ
の
通
行
ま
た
は
利
用
に
つ
い
て

料
金
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
す
な
わ
ち
有
料

道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理

を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
方

的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
て
、
交
通
の
円
滑

化
を
図
り
、
も
っ
て
地
方
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
の

増
進
と
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行

令
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
人
口
五
〇
万
以
上
の

市

(名
古
屋
市
、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
福
岡
市
、

広
島
市
)
の
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
い

て
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ

た
都
市
高
速
道
路
の
建
設
、
管
理
は
、
地
方
道
路
公

社
だ
け
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

2

財
源

地
方
道
路
公
社
の
財
源
構
成
は
、
従
来
の
も
の
と

は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
新
し
い
･方
式
を
取
り
入
れ

た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
有
料
道
路
事
業
の
事
業

主
体
は
、
道
路
管
理
者
お
よ
び
道
路
関
係
公
団
で
あ

り
、
そ
の
道
路
建
設
資
金
は
、
大
部
分
が
政
府
資
金

で
あ
っ
て
、
財
政
投
融
資
計
画
に
よ
り
、
そ
の
財
源

の
量
に
は
制
約
が
あ
り
、
こ
れ
に
依
存
し
て
地
方
的

な
幹
線
道
路
の
整
備
を
緊
急
か
つ
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
地
方
道
路
公
社
の
資
金
調
達
は
、
民
間
資
金

の
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
次
の

の
積
極
的
な
導
入
、
活
用
を
主
眼
と
し
た
の
で
あ
る
。

よ
う
な
業
務
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

3

設
立
団
体

地
方
道
路
公
社
は
、
都
道
府
県
ま
た
は
地
方
道
路

公
社
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
人
口
五
〇
万

以
上
の
市

(大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
横
浜
市
、
京
都

市
、
神
戸
市
、
北
九
州
市
、
川
崎
市
、
札
幌
市
、
福

岡
市
、
広
島
市
、
堺
市
、
尼
崎
市
、
仙
台
市
)
で
な

け
れ
ば
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

(地
方
道
路
公

社
法
第
八
条
)。

こ
れ
は
、
地
方
道
路
公
社
は
、
一
定
の
地
域
内
命
取

立
団
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
お
よ
び
そ
の

周
辺
地
域
)
に
お
け
る
有
料
道
路
を
総
合
的
か
つ
効

↑率
的
に
建
設
、
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
方

の
地
方
的
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
性
の
高
い
法
人
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
の
業
務
は
、
広
域
的
な
も
の
と
な
り
、

事
業
の
施
行
能
力
、
つ
ま
り
行
政
能
力
、
財
政
能
力

等
に
つ
い
て
十
分
な
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
、
設
立
団
体
も
こ
れ
に
み
あ
う
能
力
を

有
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

三

地
方
道
路
公
社
の
業
務
の
概
要

地
方
道
路
公
社
は
、
地
方
道
路
公
社
法
第
二
一
条

の
規
定
に
よ
り
、
設
立
団
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体

-

本
来
業
務

地
方
道
路
公
社
の
本
来
業
務
は
、
道
路
整
備
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
有
料
道
路
事
業
を
行
う
こ
と
、
つ

ま
り
有
料
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災

害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
お
よ
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業

務
と
し
て
、
調
査
、
試
験
、
研
究
等
を
行
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
対
象
と
な
る
道
路
は
、

の

一
般
国
道

(当
該
道
路
の
建
設
が
、
そ
の
地

域
の
利
害
に
特
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
る
。)、
都
道
府
県
道
ま
た
は
市
町
村

道
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
道
路
を
通
行
ま
た
は
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
も
の
で
あ

る
こ
と
と
、
他
に
代
替
道
路
が
あ
っ
て
、
当
該

有
料
道
路
の
通
行
ま
た
は
利
用
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
も
の
で
な
い
場
合
に
限
り
建
設
大
臣
の
許

可
を
受
け
て
行
う
有
料
道
路
い
わ
ゆ
る
一
般
有

料
道
路
で
あ
る
。

②

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
の
二

で
指
定
す
る
人
口
五
〇
万
以
上
の
市
、
つ
ま
り

名
古
屋
市
、
北
九
州
市
、
札
幌
市
、
福
岡
市
お

よ
び
広
島
市
の
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地
域

で
、
一
の
道
路
網
を
形
成
す
る
有
料
の
自
動
車

専
用
道
路
、
い
わ
ゆ
る
指
定
都
市
高
速
道
路
で

地方道路公社20年のあゆみ===



適
当
な
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
等
の
建
設
、
管

し
む
と
い
う
こ
と
に
戦
後
よ
う
や
く
国
民
の
関
心
が

理
お
よ
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
。

高
ま
り
台

た

.

り
、
リ
ゾ
ー
ト
月

ゞ

②

委
託
に
基
づ
く
○
の
業
務
を
行
う
。

③

道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
の
建

設
、
管
理
お
よ
び
一
般
自
動
車
道
に
伴
う
休
憩

所
、
給
油
所
、
自
動
車
修
理
所
の
建
設
、
管
理

お
よ
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
。

四

業
務
内
容
の
推
移

ー

制
定
当
初
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
前
ま
で

地
方
道
路
公
社
法
制
定
当
初
の
地
方
道
路
公
社
に

お
い
て
は
、
設
立
時
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
引
き
継

い
だ
有
料
道
路
の
管
理
が
事
業
の
主
体
と
な
っ
た
例

が
多
い
p
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
に
供
用
開
始
し
た
有

料
道
路
の
中
に
は
有
名
な
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

ま
た
は
周
遊
を
主
な
目
的
と
し
た
道
路
が
多
数
存
在

す
る
。
地
方
道
路
公
社
が
引
き
継
い
だ
有
料
道
路
も
、

こ
の
よ
う
な
性
格
の
道
路
が
多
い
。
こ
れ
は
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
り
、

マ
イ
カ
ー
や
バ
ス

で
観
光
地
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
こ
と
が
、
レ
ジ

ャ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に

早
急
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
同
時
期
に
、
観
光
地
に
お
い
て
道
路
運
送

法
に
よ
る
有
料
道
路
が
民
間
業
者
等
に
よ
っ
て
多
数

営
業
を
開
始
し
た
こ
と
も
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
余
暇
活
動
の
充
実
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

高
ま
り
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
関

心
を
集
め
て
い
る
今
日
の
状
況
と
一
見
通
ず
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
レ
ジ
ャ
ー
の

質
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
に
お
い

て
も
、
観
光
地
内
の
周
遊
道
路
だ
け
で
な
く
都
市
部

と
レ
ジ
ャ
ー
地
域
と
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る

ハ
ノ
o

2

石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

昭
和
四
八
年
後
半
に
起
っ
た
い
わ
ゆ
る
石
油
シ
ョ

ッ
ク
は
様
々
の
経
済
･
社
会
情
勢
の
変
化
を
生
じ
さ

せ
た
。
そ
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
波
及
し
た
が
、

有
料
道
路
事
業
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
建
設
資

材
の
高
騰
に
よ
り
建
設
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
借
入

金
利
の
上
昇
と
相
ま
っ
て
道
路
事
業
費
を
大
き
く
増

大
さ
せ
た
。
ま
た
総
需
要
抑
制
策
は
交
通
量
の
低
滞

を
招
き
採
算
性
を
大
き
く
不
利
に
し
た
た
め
、
有
料

道
路
事
業
の
償
還
計
画
を
困
難
に
お
ち
い
ら
せ
た
。

さ
ら
に
、
従
来
の
有
料
道
路
は
地
方
部
を
中
心
に
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
色
彩
の
強
い
道
路
の
整
備

を
進
め
て
い
た
が
、
第
8
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

か
ら
幹
線
道
路
的
性
格
の
道
路
が
採
択
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
事
業
の
中
心
が
人
家
連
担
地
域
に
移
行

あ
る
。

本
来
業
務
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
業
務

の

国
、
地
方
公
共
団
体
、
日
本
道
路
公
団
、
首

都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
お
よ

び
他
の
地
方
道
路
公
社
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き

本
来
業
務
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
道
路
の
管
理

お
よ
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
。

②

委
託
に
基
づ
き
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く

土
地
区
画
整
理
事
業
ま
た
は
都
市
再
開
発
法
に

基
づ
く
市
街
地
再
開
発
事
業
お
よ
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
を
行
う
。

③

有
料
の
自
動
車
駐
車
場
の
建
設
、
管
理
お
よ

び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
。

燭

有
料
道
路
の
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
休
憩
所
、
給
油
所
、
自
動
車
修
理
所

の
建
設
、
管
理
お
よ
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務

を
行
う
。

⑯

国
、
地
方
公
共
団
体
、
日
本
道
路
公
団
、
首

都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
お
よ

び
他
の
地
方
公
社
の
委
託
に
基
づ
き
道
路
に
関

す
る
調
査
、
設
計
、
試
験
お
よ
び
研
究
を
行
う
。

都
道
府
県
知
事
ま
た
は
市
長
の
認
可
を
受
け
て

行
う
業
務

の

有
料
道
路
と
一
体
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
が



し
、
道
路
周
辺
の
土
地
利
用
に
対
応
し
た
環
境
施
設

帯
、
遮
音
壁
等
の
設
置
お
よ
び
用
地
補
償
費
の
高
騰

に
よ
り
建
設
費
が
増
大
し
、
よ
り
一
層
有
料
道
路
事

業
計
画
は
慎
重
に
事
業
の
採
算
性
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
道
路
交
通
需
要
に
つ
い
て
み

て
も
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
交
通
量
の
激
減
し
た

例
も
あ
り
、
総
合
交
通
体
系
の
確
立
等
の
影
響
も
あ

り
従
来
の
交
通
需
要
に
質
的
、
量
的
な
変
化
が
生
じ

た
の
で
あ
る
。

3

新
制
度
の
登
場

地
方
道
路
公
社
事
業
も
観
光
道
路
的
な
性
格
の
有

料
道
路
の
管
理
か
ら
、
多
様
な
役
割
を
担
う
地
方
幹

線
道
路
の
整
備
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
昭

和
五
七
年
度
要
求
の
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
、
お
よ
び
昭

和
五
八
年
度
か
ら
の
長
期
に
渡
る
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ

ン
グ
時
代
の
も
と
で
、
道
路
整
備
手
法
と
し
て
の
一

般
有
料
道
路
制
度
も
そ
の
運
用
を
変
化
さ
せ
て
き
た
。

そ
の
現
れ
が
以
下
に
述
べ
る
合
併
施
行
制
度
、
立
替

施
行
制
度
お
よ
び
N
T
T
事
業
で
あ
ろ
う
。

の

合
併
施
行
制
度

近
年
採
択
さ
れ
る
一
般
有
料
道
路
は
、
①
建

設
費
お
よ
び
維
持
管
理
費
が
著
し
く
高
騰
し
た

こ
と
、
②
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
交
通
需

要
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
き
た
こ
と
、
③
一
般
道

路
の
整
備
水
準
が
過
去
に
比
べ
て
相
対
的
に
向

上
し
た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
投
資
限
度
額
が

減
少
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
最
近
で
は
一
本
の
バ
イ
パ
ス
等

の
全
区
間
を
有
料
道
路
と
し
て
単
独
で
整
備
す

る
こ
と
が
採
算
上
不
可
能
と
な
り
、
一
般
道
路

事
業
と
有
料
道
路
事
業
の
間
で
分
担
を
定
め
て

連
携
し
て
事
業
を
行
う

｢合
併
施
行
｣
方
式
が

主
流
と
な
って
き
た
。
こ
の
方
式
は
、
｢現
物
出

資
｣
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
形
と
な
り
、
有
料

道
路
事
業
に
と
っ
て
は
、
採
算
上
極
め
て
有
効

な
方
策
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
道
路
事
業
に
と

っ
て
も
、
財
政
事
情
等
か
ら
長
期
化
を
余
儀
な

く
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
業
期
間
の
大
幅
な
短
縮
と

事
業
費
の
低
減
と
い
う
利
点
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。

②

立
替
施
行
制
度

昭
和
五
二
年
度
か
ら
、
高
速
自
動
車
国
道
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
て

緊
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
都
道
府
県
道
に

つ
い
て
、
日
本
道
路
公
団
が
立
替
施
行
に
よ
り

整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
五
八

年
度
か
ら
は
地
方
道
路
公
社
が
新
設
す
る
有
料

道
路
の
関
連
道
路
に
つ
い
て
も
、
同
制
度
に
よ

り
公
社
が
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

③

N
T
T
事
業

｢日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払

収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
二
年
九
月
四
日

法
律
第
八
六
号
)｣
の
制
定
に
よ
り
、
昭
和
六
二

年
度
補
正
予
算
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
N
T
T
無
利

子
貸
付
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

本
制
度
の
概
要
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、

地
方
道
路
公
社
関
係
の
事
業
は
収
益
回
収
型
事

業

(A
型
)
で
あ
り
、
そ
の
概
略
と
実
施
箇
所

数
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

事
業
の
実
績

平
成
二
年
五
月
一
日
現
在
、
道
路
整
備
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
指
定
都
市
高
速
道
路
公

社
は
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
が
四
路
線
、
三
0
･
二

如
、
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
が
六
路
線
、
三
○
･

三
虹
を
供
用
し
て
い
る
。
こ
の
二
公
社
を
除
く
一
般

地
方
道
路
公
社
は
、
三
五
社
の
合
計
で
一
二
六
路

線
･
約
一
、
0
三

一如
を
供
用
し
て
い
る
。
こ
の
内

訳
は
、
県
･
公
団
等
が
供
用
し
た
有
料
道
路
を
引
継

い
だ
も
の
が
、
四
二
路
線
･
約
四
〇
四
蝿
、
公
社
が

建
設
し
供
用
し
た
も
の
が
、
九
五
路
線
･
約
六
九
六

虹
、
無
料
開
放
し
た
も
の
が
=

路
線
･
約
八
八
如

で
あ
る
。
ま
た
同
法
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
有
料

駐
車
場
を
四
箇
所
で
開
場
し
て
い
る
。
ま
た
三
一
路

lll川田川洲1ll=lIl=ll1I==川l-I===l1lll1lll地方道路公社20年のあ



線
に
お
い
て
現
在
新
設
ま
た
は
改
築
事
業
を
鋭
意
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
数
字
の
上
か
ら
も
、
こ
の
二
〇
年
間

の
地
方
道
路
公
社
制
度
の
実
績
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
平
成
二
年
度
に
お
い
て
は
、
新
規

に
三
公
社
の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
も
地
方
の
道
路
整
備
に
お
い
て
、

地
方
道
路
公
社
の
は
た
ず
役
割
に
今
後
と
も
大
き
な

期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

地方道路公社関係の N T T‐A 型対象事業

事 業 名 事 業 概 要
平成元年度末までの
実施箇所数

総合駐車場事業

蹴讓
動
そ
連
常

目
ぴ
関

口

松が技町駐車場など

4 箇所

開発パーキング

事 業
い

的
に

で

お
合
的
物
築

に
総

体

層

改

線
の

一
付
び

沿

等

と

の
よ

の
設

業

路

お

等
施
事
道
設

醸
橇
務
攪
備

車
る
関

る
場

動

れ

に

れ

車

目
わ

備

さ

嘘

速
行
整
施
る

高
て

な

実

あ

地方道路公社関係は

現在までなし

開発イ ンター
事 業

い

等
路
よ

お
業

道

お

に
事
料
設

道
成
有
新

沿
造
る

の

の

地
れ

ジ

等
団
さ

ン

道
業
施

ェ

国

工

実

チ

車
る

に

一

動

れ

的

夕

目

わ

体

ン
築

速
行

一
イ

改

高
て

と

の

び

鰍
鯨
道

2

料

ど
粛
黛
外
I

葉

戸

千

木

緊急有料道路
事 業

道
の
道

數
穣
務

主

る

絡

他
れ
連

の

さ

を

築

そ

施

と

改

道
実
城
ぴ

国
に

区
よ

車
的
の
お

動
体
業
設

目

一
事
新

速

と

発

の

高

路

閉

路

ど皺猟立所日箇

総合有料道路
事 業

そ

連

路

ぴ
関

道

よ

る

ス

お

す
セ

)

轢
籟
珍
鰈

、
て
(

の

設
し

備

路

新

と
整

道

の
事

の
連

路
工
業
関

道
帯
事
び

料
付
共
よ

有
の

公
お

捌蹴繁分所六箇

あ
と
が
き

昨
今
は
、
道
路
整
備
お
よ
び
有
料
道
路
制
度
に
対

し
て
各
方
面
が
高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
社
会
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化
が
公
社
事
業

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
予
断
を
許
さ
な
い

情
勢
に
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
様
な
状
況

の
中
で
、
地
方
道
路
公
社
法
制
定
二
〇
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
同
法
の
目
的
に
の
っ
と
り
、
本
制
度

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
実
績
を
踏
ま
え
、
来

る
べ
き
二
一
世
紀
に
向
っ
て
の
さ
ら
な
る
地
方
道
路

公
社
の
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

"
/　　　　

　　　

　
　
　
　
　　　

　
　
　　　　　



還
ず
瀞
薦
薬
名
高
速
道
路
榊
不
振
ト
ン
ネ
ル

鰡舞
榊
車
両
※
災
訴
訟
第
一審
判
決
に
つ
い
て

一#
簸ず
螂

日
本
道
路
公
団
総
務
部
総
務
課
長
代
理

田
宮

　　

日
本
道
路
公
団
総
務
部
総
務
課
長
代
理

田
宮

道
衞

道
路
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
関
す
る
全
国

で
初
め
て
の
裁
判
所
の
判
断
と
な
る
束
名
高
速
道
路
日
本

坂
ト
ン
ネ
ル
車
両
火
災
訴
訟

(以
下

｢日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

訴
訟
｣
と
い
う
。)
の
第
一
審
判
決
が
、
去
る
三
月
一
三

日
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
た
。

判
決
は
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
は
、
本
件
事
故

当
時
、
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
が
通
常
具
有
す
べ
き
安
全
性
を

欠
如
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
原
告
ら

の
請
求
を
一
部
認
容
し
、
被
告
に
対
し
て
合
計
一
億
九
千

万
円
余
の
損
害
賠
償
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
判
決
の
要
旨
、
主
要
な
争
点
に
つ

い
て
の
原
告
、
被
告
の
主
張
及
び
判
決
の
骨
子
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

一
本
件
訴
訟
の
概
要

昭
和
五
四
年
七
月
一
一
日
午
後
六
時
三
九
分
以
前
に
東

名
高
速
道
路
下
り
線
一
六
九
･
一
如
ポ
ス
ト
付
近

(日
本

坂
ト
ン
ネ
ル
西
坑
口
か
ら
四
四
0
m
付
近
)
で
大
型
貨
物

自
動
車
を
含
む
六
合
の
車
両
の
追
突
事
故
に
よ
っ
て
車
両

火
災
が
発
生
し
、
七
名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
火
災
に
よ
っ
て
事
故
現
場
の
後
方
に
停
滞
し
て
い
た

車
両
に
延
焼
し
て
、
追
突
事
故
関
係
車
両
を
含
む
一
七
三

台
の
車
両
が
全
焼
し
た
が
、
こ
れ
は
道
路
の
設
置
･
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

後
続
車
両
の
一
部
の
所
有
者
で
車
両
と
積
荷
が
焼
か
れ
て

損
害
を
被
っ
た
者
ら
が
国
家
賠
償
法
第
二
条
に
基
づ
き
日

本
道
路
公
団
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
件
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
は
、

東
京
地
方
裁
判
所
に
二
件
、
静
岡
地
方
裁
判
所
に
一
件
提

起
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
理
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
東
京

地
方
裁
判
所
の
二
件
が
併
合
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
判
決

の
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

の

係
属
裁
判
所

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
二
七
部

②

事
件
番
号

昭
和
五
六
年
の
第
一
〇
七
九
号

(第
一
事
件
)

昭
和
五
四
年
の
第
八
六
六
七
号

(第
二
事
件
)

③

提
訴
年
月
日

昭
和
五
六
年
二
月
四
日

(第
一
事
件
)

昭
和
五
四
年
九
月
五
日

(第
二
事
件
)

燭

当
時
者

原
告

や
よ
い
運
送
㈱
外
三
五
名
(運
送
業
者
)
(第

一
事
件
)



山
下
金
属
㈱

(金
属
材
料
の
販
売
等
を
業
と

す
る
会
社
)
(第
二
事
件
)

被
告

日
本
道
路
公
団

(第
一
･
第
二
事
件
)

③

請
求
の
趣
旨
及
び
原
因

①
請
求
の
趣
旨

公
団
は
、
二
五
0
、
六
四
三
、
八
八
三
円
を
支
払
え
。

(第
一
事
件
)

公
団
は
、
三
、
三
二
八
、
九
四
二
円
を
支
払
え
。
(第

二
事
件
)

請
求
の
原
因

本
件
事
故
は
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
の
防
災
設
備
の

不
備
及
び
事
故
発
生
後
の
公
団
の
処
置
の
誤
り
に

よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
団
は
国
家
賠
償
法
第

二
条
に
基
づ
き
原
告
ら
に
対
し
損
害
を
賠
償
す
る

義
務
が
あ
る
。

=

…判

決
【

主

文

H
ー

公
団
は
第
一
事
件
原
告
ら
に
対
し
、
総
額
一
八
八
、

一
ニ
ニ
五
、
五
七
八
円
及
び
遅
延
損
害
金
に
つ
き
各
起
算

日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を

支
払
え
。

2

公
団
は
、
第
二
事
件
原
告
に
対
し
、
三
、
0
四
三
、

七
九
二
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
昭
和
六
一
年
五
月
一
日

か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支

払
え
。

□

第
一
事
件
原
告
ら
及
び
第
二
事
件
原
告
の
そ
の
余
の

各
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

曰

第
一
事
件
に
関
す
る
訴
訟
費
用
は
こ
れ
を
四
分
し
、

そ
の
一
を
同
事
件
原
告
ら
の
、
そ
の
余
を
同
事
件
被
告

の
負
担
と
し
、
第
二
事
件
に
関
す
る
訴
訟
費
用
は
こ
れ

を
一
〇
分
し
、
そ
の
一
を
同
事
件
原
告
の
、
そ
の
余
を

同
事
件
被
告
の
負
担
と
す
る
。

回

こ
の
判
決
は
、
H
ー
及
び
2
に
限
り
、
仮
に
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

判
決
要
旨

H

本
件
事
故
の
概
要

昭
和
五
四
年
七
月

=
日
東
名
高
速
道
路
下
り
線
日
本

坂
ト
ン
ネ
ル
(以
下

｢本
件
ト
ン
ネ
ル
｣
と
い
う
。)
内
の

西
坑
口

(焼
津
側
)
か
ら
東
に
約
四
三
0
m
の
地
点
に
お

い
て
車
六
合
の
追
突
事
故
が
発
生
し
、
こ
れ
に
起
因
す
る

ト
ン
ネ
ル
火
災
に
よ
り
七
名
が
死
亡
、
右
六
合
の
ほ
か
後

続
の
一
六
七
台
の
車
両
が
焼
け
る
に
至
っ
た
。
原
告
ら
は
、

後
続
車
両
の
一
部
の
所
有
者
で
あ
り
、
車
両
と
積
荷
が
焼

か
れ
て
損
害
を
被
っ
た
。
被
告
は
東
名
高
速
道
路
及
び
日

本
坂
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
･
管
理
者
で
あ
る
。

□

被
告
の
責
任
に
つ
い
て

f

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性
の
有
無
の
判
断
基
準

有
料
高
速
道
路
上
の
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
車
両
の
衝

突
事
故
等
に
起
因
し
て
火
災
が
生
じ
後
続
の
車
両
に
延
焼

し
た
場
合
に
、
後
続
車
両
の
損
害
と
の
関
係
に
お
い
て
右

ト
ン
ネ
ル
が
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
ト

ン
ネ
ル
の
構
造
、
交
通
量
、
通
行
す
る
車
両
の
種
類
、
危

険
物
の
輸
送
状
況
等
に
照
ら
し
、
当
該
ト
ン
ネ
ル
内
に
お

い
て
発
生
す
る
こ
と
の
予
見
で
き
る
危
険
に
対
処
す
る
た

め
の
物
的
設
備
･
人
的
配
備
及
び
こ
れ
ら
の
運
営
体
制
、

消
防
及
び
救
急
の
職
務
権
限
を
有
す
る
消
防
署
並
び
に
道

路
上
の
交
通
規
制
等
の
職
務
権
限
を
有
す
る
警
察
署
等
の

他
の
機
関
に
対
す
る
通
知
、
こ
れ
ら
の
機
関
と
の
協
力
体

制
並
び
に
高
速
道
路
の
利
用
者
に
対
す
る
当
該
危
険
が
発

生
し
た
こ
と
の
通
知
･
警
告
に
つ
い
て
の
物
的
設
備
･
人

的
配
備
等

(以
上
を
ま
と
め
て
｢ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
｣

と
い
う
。)
が
、
右
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
合
理
的
か
つ

妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
基
づ
い
て
判
断
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
合
理
性
及
び
妥
当
性
を

判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
ト
ン
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

た
当
時
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
に
つ
い
て
の
技

術
水
準
及
び
技
術
的
実
施
可
能
性
の
み
で
は
な
く
、
設
置

後
当
該
事
故
時
ま
で
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
に

つ
い
て
の
技
術
水
準
及
び
技
術
的
実
施
可
能
性
を
も
考
慮

し
て
判
断
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
を
構
成
す
る
物
的
設
備
に
関
す
る

技
術
の
進
歩
向
上
に
よ
り
こ
れ
を
改
修
な
い
し
は
更
新
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
危
険
の
回
避
が
よ
り
一
層
確
実
に

可
能
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
に
は
、
右
改
修

な
い
し
は
更
新
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
べ
き

で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
当
該
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
者
に
お

い
て
負
担
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
費
用
あ
る
い
は
そ
の
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予
算
上
の
制
約
の
あ
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

被
告
は
、
建
設
省
の
通
達
等
を
参
酌
し
、
ト
ン
ネ
ル
の

安
全
体
制
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

の
防
災
設
備
も
右
基
準
に
従
っ
て
定
め
た
。
右
基
準
の
定

め
た
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
は
、
合
理
的
か
つ
妥
当
な
も

の
で
あ
り
、
技
術
的
に
も
実
施
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
下
廻
る
ト
ン
ネ
ル
は
安
全
性
に
欠
け
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

2

本
件
事
故
の
予
見
可
能
性

昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
東
名
高
速
道
路
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
重
要
な
産
業
道
路
と
な
り
、
交
通
量
も

極
め
て
増
大
し
、
通
行
す
る
車
両
及
び
そ
の
積
載
物
も
多

種
多
様
と
な
り
、
易
燃
物
等
の
危
険
物
を
輸
送
す
る
車
両

の
数
も
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
高
速
道
路
上

に
設
置
さ
れ
、
し
か
も
二
、
0
四
五
m
も
あ
る
長
大
な
本

件
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
は
、
車
両
の
衝
突
等
か
ら
火
災

が
発
生
す
る
こ
と
、
い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と
き
に

は
、
多
数
の
後
続
車
両
の
乗
員
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財

産
等
を
侵
害
す
る
危
険
が
高
い
こ
と
は
、
本
件
事
故
前
に

わ
が
国
の
内
外
で
発
生
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
火
災
事
故
の
経

験
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
ト

ン
ネ
ル
に
お
い
て
本
件
事
故
の
よ
う
な
態
様
の
事
故
の
発

生
を
現
に
予
見
し
又
は
容
易
に
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3

被
告
に
要
求
さ
れ
る
管
理
義
務

右
の
よ
う
な
危
険
の
予
見
さ
れ
る
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
設

置
･
管
理
者
で
あ
る
被
告
と
し
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
発

生
す
る
火
災
を
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階
で
消
火
し
、
そ

の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
、
自
ら
、
合
理
的
か
つ
妥
当

な
物
的
設
備
を
設
け
、
人
的
配
備
を
す
る
こ
と
を
要
す
る

の
み
で
な
く
、
被
告
の
設
置
し
う
る
消
火
及
び
延
焼
防
止

の
能
力
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ト
ン

ネ
ル
内
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
署
及
び
警
察
署

等
の
他
の
機
関
の
迅
速
な
活
動
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。
高
速
道
路
上
こ
と
に
長
大
な
ト
ン
ネ

ル
内
に
お
い
て
発
生
す
る
事
故
等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
被
告
の
み
が
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ

り
、
高
速
道
路
の
利
用
者
は
も
と
よ
り
消
防
署
及
び
警
察

署
等
の
機
関
も
被
告
の
収
集
す
る
情
報
に
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
立
場
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
火
点
の

位
置
、
火
災
の
状
況
及
び
ト
ン
ネ
ル
内
の
交
通
状
況
等
に

つ
い
て
、
早
急
に
的
確
な
情
報
を
収
集
し
、
こ
れ
を
迅
速

に
消
防
署
及
び
警
察
署
等
に
提
供
し
う
る
組
織
を
整
え
る

と
と
も
に
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
右
ト
ン
ネ
ル

内
に
進
入
す
る
可
能
性
の
あ
る
車
両
及
び
既
に
ト
ン
ネ
ル

内
に
進
入
し
た
車
両
の
各
運
転
者
等
に
対
し
、
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
や
避
難
の
方
法
に
つ
い
て
の
的
確
な
情
報
を

迅
速
に
提
供
す
る
と
共
に
、
車
両
が
右
ト
ン
ネ
ル
内
に
進

入
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
の
強
力
な
警
告
を
す
る
た
め

の
物
的
設
備
を
設
け
、
人
的
配
備
を
す
る
等
の
ト
ン
ネ
ル

の
安
全
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

4

本
件
ト
ン
ネ
ル
の
具
体
的
瑕
疵

①

消
防
署
に
対
す
る
通
報
の
瑕
疵

被
告
は
火
災
の
発
生
を
知
っ
て
静
岡
消
防
に
通
報
し

た
が
、
同
消
防
に
提
供
し
た
情
報
は
、
出
動
す
る
消
防

隊
が
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
東
坑
口

(静
岡
側
)
か
ら
約
一
、

六
一
五
m
先
の
火
点
ま
で
到
着
で
き
る
道
路
状
況
に
あ

る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
同
消
防
の
出
動
隊
は
火
点
に
到
達
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
、
被
告
が
自
ら
火
点
に
近
い
焼
津
消
防
に

出
動
を
依
頼
し
た
の
は
火
災
発
生
の
通
報
を
受
け
て
か

ら
約
三
九
分
も
経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

被
告
の
消
防
署
に
対
す
る
情
報
の
提
供
は
、
内
容
の
点

に
お
い
て
も
、
迅
速
性
の
点
に
お
い
て
も
極
め
て
不
十

分
、
不
適
切
で
あ
っ
た
。

②

消
火
に
関
す
る
瑕
疵

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
初
期
消
火
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
の
防
災
設
備
の
一

部
で
あ
り
ト
ン
ネ
ル
内
の
状
況
監
視
の
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
た
I
T
V
の
画
像
を
常
時
映
し
出
す
状
態
に
し

て
お
く
こ
と
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
火
災

感
知
器
が
火
災
を
感
知
し
て
送
信
す
る
信
号
に
基
づ
い

て
表
示
さ
れ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ネ
ル
上
の
火
災
の
発

生
場
所
に
対
応
す
る
カ
メ
ラ
に
速
や
か
に
切
り
換
え
る

こ
と
等
の
機
器
の
運
用
及
び
係
員
の
訓
練
が
必
要
で
あ



っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
惚
怠
さ
れ
て
い
た
た

め
本
件
事
故
の
際
に
I
T
V
に
よ
る
火
災
確
認
作
業
が

遅
れ
る
等
し
た
結
果
、
火
災
の
初
期
の
段
階
で
の
水
噴

霧
装
置
に
よ
る
放
水
が
遅
れ
、
火
災
現
場
に
お
け
る
通

行
者
の
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
消
火
栓
格
納
部
分
の
扉
を
開
く
と
消

火
器
格
納
部
分
を
覆
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
格
納
箱
の
構

造
も
極
め
て
不
適
切
で
あ
っ
た
。

③

非
常
警
報
に
関
す
る
瑕
疵

ト
ン
ネ
ル
内
に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に

｢進
入
禁

止
｣
｢火
災
L
と
表
示
し
て
後
続
車
両
の
本
件
ト
ン
ネ
ル

内
へ
の
進
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
可
変
標

示
板
は
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
の
東
に
設
置
さ
れ
て
い
る

小
坂
ト
ン
ネ
ル
の
東
坑
口
か
ら
更
に
二
一
0
m
東
の
地

点
に
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
右
表
示
は
小
坂
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
の
も
の
と
誤
解
さ
れ
、
後
続
車
両
の
運
転

者
に
対
し
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
及
び
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
禁
止
の
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
警
告
す
る
た
め
の
表
示
と
し
て
は

用
を
な
さ
な
い
か
、
又
は
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
記
の
I
T
V
の
運
用
上
の
理
由
か
ら
右
の
表

示
も
迅
速
性
に
欠
け
て
い
た
。
さ
ら
に
、
可
変
標
示
板

に
サ
イ
レ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
右
表
示
と
同
時
に

吹
鳴
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
本
件
事
故
当
時
吹

鳴
し
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
代
替

措
置
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
内
に
放
送
設
備
も
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
運
転
者
に
対
す
る
警
告
力
は
不
十
分
で

あ
っ･た
。
こ
の
た
め
原
告
ら
は
火
災
の
発
生
を
知
ら
な

い
ま
ま
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

5

結

論

右
の
H
消
防
署
に
対
す
る
情
報
提
供
の
不
足
及
び
遅
延
、

□
初
期
消
火
手
段
の
不
存
在
･
機
能
不
全
及
び
作
動
遅
延
、

日
後
続
車
両
の
運
転
者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
不
十
分
及

び
遅
延
並
び
に
警
告
力
の
不
十
分
等
を
き
た
す
状
態
に
あ

っ
た
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
は
、
本
件
事
故
当
時
、

長
大
な
ト
ン
ネ
ル
が
通
常
具
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
如
し

て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
欠
如
が
な
か
っ

た
と
す
れ
ば
本
件
延
焼
火
災
は
生
じ
な
か
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
か
ら
、
右
の
安
全
性
の
欠
如
と
本
件
延
焼
火
災
に
よ

り
原
告
ら
が
被
っ
た
損
害
と
の
間
に
は
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項

に
基
づ
い
て
、
原
告
ら
が
被
っ
た
後
記
損
害
を
賠
償
す
べ

き
責
任
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

a

損
害
に
つ
い
て

原
告
ら
三
七
社

(被
害
車
両
合
計
四
三
台
)
に
対
し
、

被
告
が
支
払
う
べ
き
損
害
賠
償
額
の
合
計
は
一
億
九
、
一

二
七
万
九
、
三
七
〇
円

(元
金
の
み
)
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
、
H
車
両
損
害
一
億
三
、
二
〇
〇
万
円
、
□
積
荷
損

害
二
、
三
六
二
万
九
、
三
七
〇
円
、
曰
休
車
損
害
一･
九

三
五
万
円
、
圓
弁
護
士
費
用
｢

六
三
〇
万
円
で
あ
る
。

三

控

訴
"

本
件
判
決
に
つ
い
て
、
公
団
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性

の
有
無
の
判
断
基
準
、
本
件
事
故
に
係
る
事
実
関
係
等
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
司
法
判
断
を
求
め
た
い
と
考
え
、
平
成

二
年
三
月
二
七
日
に
第
一
事
件
原
告
三
六
名
及
び
第
二
事

件
原
告
を
被
控
訴
人
と
し
て
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴

を
提
起
し
た
。

争

点

主
要
な
争
点
に
つ
い
て
の
原
告
、
被
告
の
主
張
及
び
判
決
の
骨
子

原

告

の

主

張

公

団

の

主

張

判

決

の

骨

子

1

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
性
の

有
無
の
判
断
基
準

被
告
が
設
置
･
運
用
す
べ
き
防
災
設
備
の
内
容
は

発
生
す
る
こ
と
が
予
見
で
き
た
危
険
と
の
対
応
関
係

で
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
設
置
当
時
の

被
告
と
し
て
も
、
技
術
の
進
歩
を
踏
ま
え
て
、
防

災
設
備
の
信
頼
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
可
能
な
限

り
設
備
の
改
良
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
①
後
続
車
両
の
損
害
と
の
関
係
に
お
い
て
有
料
高
速

道
路
の
ト
ン
ネ
ル
が
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
か

ど
う
か
は
当
該
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
当
時
の
み
で
な



防
災
設
備
を
も
っ
て
す
れ
ば
そ
の
当
時
に
発
生
す
る

こ
と
が
予
見
で
き
た
危
険
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、
交
通
量
の
増
大
、
事
故
発

生
数
の
増
加
、
危
険
物
積
載
車
両
の
通
行
台
数
の
増

加
等
の
状
況
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
し
た

設
備
の
改
築
、
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

本
件
事
故
の
予
見
可
能

車
両
火
災
事
故
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
も
所
を
選
ば

性

ず
に
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
発
生
し
た
と

き
に
は
、
そ
の
後
方
に
車
両
が
連
な
っ
て
停
車
し
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の

後
続
車
両
に
次
々
に
延
焼
し
二
次
災
害
が
拡
大
す
る

こ
と
は
、
本
件
事
故
の
一
二
年
前
に
生
じ
た
鈴
鹿
ト

ン
ネ
ル
と
関
門
ト
ン
ネ
ル
の
火
災
事
故
に
お
い
て
現

実
に
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る

非
常
用
施
設
の
設
置
基
準
に
関
す
る
建
設
省
道
路
局

長
等
の
通
達
及
び
被
告
自
身
が
制
定
し
た
設
置
基

準
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
防
災
の
最
大
の
眼
目
は
火
災

に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、

本
件
ト
ン
ネ
ル
内
で
火
災
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
事

故
関
係
車
両
以
外
の
車
両
に
延
焼
し
て
二
次
災
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
予
見
で
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

多
数
の
ト
ン
ネ
ル
を
管
理
し
て
い
る
う
え
、
防
災
設

備
の
改
良
に
は
多
額
の
費
用
の
支
弁
を
必
要
と
す
る

か
ら
、
基
本
的
に
は
、
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新

と
併
せ
て
、
改
良
を
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
設
備
の
更
新
、
維
持
に
は
膨
大
な
費
用
を

要
す
る
こ
と
や
、
工
事
に
起
因
す
る
交
通
規
制
等
に

よ
っ
て
交
通
が
阻
害
さ
れ
、
公
益
性
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
自
ず
と
限
界
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
て
、

そ
の
都
度
更
新
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
道
路

が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と
は
到
底

い
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
設
置
基
準
が

改
訂
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
更
新
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

･
東
名
高
速
道
路
に
お
け
る
車
両
火
災
の
数
は
極
め

て
少
な
く
、
そ
の
火
災
の
規
模
も
車
両
単
独
に
よ
る

軽
微
な
も
の
が
多
く
、
本
件
の
よ
う
に
高
速
道
路
の

ト
ン
ネ
ル
内
で
大
型
貨
物
自
動
車
四
台
を
含
む
六
合

の
車
両
が
追
突
事
故
を
起
こ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
車

両
火
災
が
発
生
し
、
大
型
貨
物
自
動
車
に
積
載
し
て

い
た
多
量
の
可
燃
性
物
質
が
燃
焼
し
て
高
温
･
高
熱

を
発
し
た
結
果
、
後
続
車
両
に
延
焼
す
る
と
い
っ
た

火
災
は
、
極
め
て
稀
有
な
例
で
あ
り
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
被
告
に
と
っ
て
予
見
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ

た
。

く
、
設
置
後
当
該
事
故
時
ま
で
に
お
け
る
ト
ン
ネ

ル
の
安
全
体
制
に
つ
い
て
の
技
術
基
準
及
び
技
術

的
実
施
可
能
性
を
も
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
を

要
す
る
も
の
と
鰐
す
べ
き
で
あ
る
。

②
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
を
構
成
す
る
物
的
設
備
に

関
す
る
技
術
の
進
歩
向
上
に
よ
り
改
修
な
い
し
は

更
新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
の
回
避
が
よ
り
一

層
確
実
に
可
能
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と

き
に
は
、
改
修
な
い
し
は
更
新
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

③
そ
の
た
め
に
当
該
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
者
に
お
い
て

負
担
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
費
用
あ
る
い
は
そ

の
予
算
上
の
制
約
の
あ
る
こ
と
は
理
由
と
な
ら
な

い
。

①
静
岡
、
焼
津
I
c
間
に
お
い
て
は
事
故
率
が
高
く
、

車
両
火
災
事
故
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

②
高
速
道
路
内
の
火
災
の
発
生
率
は
事
故
率
と
比
較

す
れ
ば
か
な
り
低
い
が
、
過
去
に
ト
ン
ネ
ル
で
火

災
が
発
生
し
、
後
続
車
両
に
延
焼
し
又
は
延
焼
す

る
危
険
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る
。

③
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
危
険
物
積
載
車
両
の

通
行
が
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

④
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
基
準
の
重
要
な
目
的
は
火
災
発

生
の
防
止
及
び
発
生
し
た
火
災
の
延
焼
防
止
で

あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
す
る
と
、
い
っ
た
ん
火
災
が

発
生
す
る
と
き
に
は
多
数
の
後
続
車
両
の
乗
員
等

の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
侵
害
す
る
危
険
が

高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
件
事
故
の
よ
う

な
態
様
の
事
故
の
発
生
を
現
に
予
見
し
、
ま
た
は



被
告
に
要
求
さ
れ
る
管

理
義
務

4
T

本
件
ト
ン
ネ
ル
の
具
体

的
瑕
疵

の
通
報
に
関
す
る
瑕
疵

り
、
本
件
事
故
は
予
見
で
き
た
危
険
が
現
実
化
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

通
報
設
備
に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
等
の
情
報
を

迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
速
や
か
に
事
故
現
場
に

到
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
防
署
･
警
察
署
に
対
し

て
正
確
な
事
故
内
容
を
通
報
連
絡
す
る
た
め
に
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
室
に
も
こ
の
通
報
連
絡
用
の
設
備
を
備

え
、
か
つ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
か
ら
も
通
報
連
絡
す

る
よ
う
な
体
制
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

①
管
制
室
か
ら
焼
津
消
防
へ
通
報
し
て
い
る
が
火

点
は
示
し
て
お
ら
ず
、
②
静
岡
側
に
近
い
地
点
と
誤

っ
た
通
報
を
し
、
③
焼
津
消
防
へ
の
通
報
を
要
請
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
制
室
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

室
に
連
絡
す
る
な
ど
し
て
火
点
の
確
認
を
す
る
こ
と

被
告
は
、
事
故
発
生
等
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確

に
把
握
し
、
消
防
署
･
警
察
署
に
対
し
正
確
か
つ
迅

速
に
通
報
連
絡
で
き
る
設
備
、
体
制
を
と
っ
て
お
り
、

所
要
の
管
理
義
務
は
尽
く
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

非
常
電
話
の
位
置
は
管
制
室
に
お
い
て
も
ト
ン
ネ

ル
外
か
ト
ン
ネ
ル
内
か
の
判
別
は
つ
く
し
、
さ
ら
に
、

通
報
者
と
の
通
話
に
よ
っ
て
非
常
電
話
の
位
置
や
火

点
も
具
体
的
に
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
消
防
署
へ
の

通
報
に
つ
い
て
も
、
本
件
火
災
が
東
名
高
速
道
路
下

容
易
に
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
高
速
道
路
上
こ
と
に
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い

て
発
生
す
る
事
故
等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

被
告
の
み
が
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ

　
　　

②
被
告
は
、

･
火
点
の
位
置
、
火
災
の
状
況
及
び
ト
ン
ネ
ル

内
の
交
通
状
況
等
に
つ
い
て
、
早
急
に
的
確
な

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
。

･
こ
れ
を
迅
速
に
消
防
署
及
び
警
察
署
等
に
提

供
し
う
る
組
織
を
整
え
る
こ
と
。

･
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
に

進
入
す
る
可
能
性
の
あ
る
車
両
及
び
既
に
ト

ン
ネ
ル
内
に
進
入
し
た
車
両
の
各
運
転
者
等
に

対
し
、
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
や
避
難
の
方
法

に
つ
い
て
の
的
確
な
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る

こ
、と
。

･
車
両
が
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
入
す
る
の
を
阻
止
す

る
た
め
の
強
力
な
警
告
を
す
る
た
め
の
物
的
設

備
を
設
け
、
人
的
配
備
を
す
る
。

等
の
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

①
火
点
の
位
置
を
静
岡
側
で
あ
る
と
通
報
し
た
事
実

は
認
め
ら
れ
な
い
。

②
静
岡
消
防
隊
が
束
坑
ロ
か
ら
火
点
に
到
着
で
き
る

か
ど
う
か
に
関
す
る
情
報
提
供
は
不
十
分
で
あ
り
、

ま
た
、
焼
津
消
防
へ
の
通
報
は
、
火
災
発
生
後
三



②
消
火
に
関
す
る
瑕
疵

も
な
く
、
か
つ
、
焼
津
消
防
に
も
火
災
発
生
後
三
九

分
後
ま
で
通
報
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
件
火
点
が

焼
津
側
で
あ
る
こ
と
、
事
故
が
原
因
の
火
災
で
あ
る

こ
と
が
判
っ
た
ほ
か
、
下
り
線
が
渋
滞
し
て
い
る
旨

の
連
絡
を
受
け
て
い
た
。
本
件
火
災
現
場
の
位
置
及

び
関
係
車
両
の
状
況
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
内
の
渋
滞

状
況
か
ら
し
て
現
場
ま
で
の
消
防
車
の
通
行
の
便
宜
、

ト
ン
ネ
ル
内
と
い
う
狭
小
な
空
間
で
あ
り
制
約
さ
れ

た
場
所
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
静
岡
消
防
に

通
報
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
も
、
本
件
火
災

の
場
合
に
は
焼
津
消
防
に
も
通
報
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

本
件
火
災
の
際
、
水
噴
霧
装
置
は
作
動
し
な
か
っ

た
。
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
防
災
機
器
を
制
御
す
る
ケ
ー

ブ
ル
に
は
耐
熱
性
、
耐
火
性
が
な
か
っ
た
。
当
該
ト

ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
後
本
件
事
故
ま
で
の
間
に
耐
熱

性

･
耐
火
性
を
有
す
る
制
御
ケ
ー
ブ
ル
の
開
発
･
実

用
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
実
用
化
さ

れ
た
段
階
で
改
善
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
改

善
に
は
、
経
済
性
を
無
視
す
る
ほ
ど
の
費
用
は
か
か

ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
.

本
件
事
故
当
時
、
I
T
V
は
常
時
監
視
体
制
で
は

な
く
、
必
要
に
応
じ
て
ス
イ
ッ
チ
を
入
力
し
て
画
像

を
写
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
本
件
ト
ン
ネ
ル

の
I
T
V
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
当
時
は
常
時
監

視
体
制
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
ス
イ
ッ
チ
を
入

力
し
て
画
像
を
写
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
火
災
感
知
器
等
の
通
報
設
備
と
は
連
動
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
手
動
で
順
次
カ
メ
ラ
を
切
り

り
線
の
静
岡
I
C
と
焼
津
I
C
と
の
間
で
発
生
し
た

も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
消
防
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
等
に
基
づ
き
、
静
岡
消
防
に
し
た
の
は
、
当
然
の

措
置
で
あ
り
、
そ
の
後
巡
回
車
か
ら
、
渋
滞
状
況
等

に
つ
い
て
連
絡
を
受
け
、
火
災
発
生
後

一
七
分
後
に

焼
津
消
防
に
出
動
依
頼
し
た
措
置
は
的
確
で
あ
り
、

何
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

火
災
発
生
後
、
本
件
火
災
現
場
に
放
水
さ
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
の
放
水
区
間
が

火
災
現
場
と
異
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
水
噴
霧
装
置
が
停
止
し
た
の
は
、
大
量
の
可

燃
性
物
質
の
延
焼
に
起
因
す
る
摂
氏
八
〇
〇
度
な
い

し
一
、
0
0
0
度
の
異
常
な
高
熱
に
よ
っ
て
、
制
御

ケ
ー
ブ
ル
が
熱
損
し
、
消
火
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
た

め
で
あ
り
、
不
可
抗
力
で
あ
っ
て
、
設
備
自
体
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

原
告
ら
は
、
火
災
感
知
か
ら
水
噴
霧
の
放
水
ま
で

の
手
順
に
つ
い
て
非
能
率
的
で
あ
り
、
I
T
V
を
常

時
点
灯
さ
せ
て
お
く
だ
け
で
な
く
、
火
災
感
知
器
と

I
T
V
を
連
動
さ
せ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張

す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
し
た
と
し
て
も
放

水
開
始
ま
で
の
時
間
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
の
差
異
が

で
る
も
の
で
は
な
い
。

九
分
後
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
容
、
迅
速
性
の
点
で

不
十
分
、
不
適
切
で
あ
っ
た
。

①
水
噴
霧
装
置
は
、
火
災
発
生
後
、
正
常
に
作
動
し

た
。
そ
の
後
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
で
の
遠
隔
操

作
か
ら
現
場
操
作
に
切
り
換
え
て
作
動
さ
せ
て
い

ろ
%

②
I
T
V
運
用
上
の
理
由
か
ら
、
水
噴
霧
装
置
が
作

動
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
放
水
の
み
で
は

消
火
で
き
ず
、
初
期
消
火
の
目
的
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(な
お
、
制
御
ケ
ー
ブ
ル

の
耐
火
性
の
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。)

I
T
V
の
画
像
を
常
時
写
し
出
す
状
態
に
し
て
お

く
こ
と
及
び
火
災
感
知
器
に
対
応
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
パ
ネ
ル
の
表
示
に
対
応
し
た
カ
メ
ラ
の
速
や
か
な

切
換
等
の
機
器
の
運
用
及
び
係
員
の
訓
練
が
必
要
で

あ

っ
た
。



替
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
火
点
を
探
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

③
消
火
栓
･
消
火
器
に
関

事
故
の
状
況
に
よ
っ
て
は
火
災
に
最
も
近
い
消
火

す
る
瑕
疵

栓
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
当
然
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
三
0
m
の
長
さ
で
は
短
か
過
ぎ
た
。

消
火
栓
は
、
格
納
箱
内
右
上
方
の
赤
塗
り
の
レ
バ
ー

を
手
前
に
倒
し
、
そ
の
上
で
、
格
納
箱
内
上
方
奥
に

あ
る
起
動
釦
を
押
さ
な
い
限
り
水
は
出
な
い
よ
う
に

な

っ
て
い
た
。

格
納
箱
内
に
設
置
し
て
あ
っ
た
消
火
器
は
、
消
火

栓
と
扉
が
別
で
あ
っ
た
う
え
、
消
火
栓
側
の
扉
を
開

け
る
と
消
火
器
側
の
扉
が
隠
れ
て
し
ま
う
構
造
で
あ

っ
た
た
め
、
消
火
栓
の
使
用
方
法
及
び
消
火
器
の
設

置
場
所
は
極
め
て
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

事
故
当
事
者
又
は
発
見
者
の
操
作
に
よ
り
、
初

期
消
火
を
行
う
た
め
に
、
消
火
栓
と
消
火
器
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。
消
火
栓
は
、
長
さ
三
0
m
の
ホ
ー
ス

を
有
し
、
有
効
射
程
距
離
は
水
平

一
四
m
以
上
で
あ

る
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
水
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
。
消
火
栓
の
放
水
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室

に
お
い
て
消
火
ポ
ン
プ
の
鎖
錠
を
開
放
し
、
消
火
栓

格
納
箱
内
の
レ
バ
ー
を
倒
せ
ば
開
始
さ
れ
、
消
火
ポ

ン
プ
の
鎖
錠
が
開
放
さ
れ
て
い
な
く
て
も
レ
バ
ー
を

倒
す
と
呼
水
槽
の
水
圧
に
よ
り
一
定
の
放
水
が
可
能

と
な
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
レ
バ
ー
を
倒
し
さ

え
す
れ
ば
起
動
釦
を
押
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も

放
水
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
消

火
栓
の
使
用
方
法
が
複
雑
と
い
う
非
難
は
当
た
ら
な

い
。消

火
器
は
、
各
消
火
栓
の
横
に
設
け
ら
れ
て
い
る

消
火
器
格
納
庫
の
な
か
に
格
納
さ
れ
て
お
り
、
消
火

栓
の
扉
を
左
右
に
開
け
る
と
消
火
器
格
納
庫
の
表
面

を
覆
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
消
火
栓
と
消
火
器

の
各
格
納
庫
の
表
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

｢消
火
栓
｣

及
び

｢消
火
器
｣
と
大
き
く
素
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
消
火
器
の
格
納
庫
の
上
部
に
は
、
赤
色
灯
が

常
時
点
灯
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
消
火
器
の
設

置
に
気
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

①
消
防
隊
が
到
着
す
る
前
の
段
階
で
は
、
通
行
者
等

が
消
火
栓
及
び
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
活
動
を

行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

②
本
件
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
で
火

災
を
確
認
し
て
ポ
ン
プ
鎖
錠
を
解
か
な
い
限
り
消

火
栓
か
ら
放
水
で
き
な
い
と
す
る
運
用
に
は
合
理

的
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
み
で
な

く
、
右
運
用
は
、
I
T
V
に
よ
る
火
災
発
生
の
確

認
に
は
約
一
分
間
の
時
間
的
空
費
を
伴
う
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
初
期
消
火
を
著
し
く
困

難
な
ら
し
め
る
危
険
性
を
有
し
て
い
た
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
本
件
火
災
の
際
、
訴
外
澤
入
ら

(火
災
現
場
に
居

合
わ
せ
た
者
)
が
消
火
･
救
助
活
動
を
し
て
い
た

と
き
に
ポ
ン
プ
の
起
動
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
水
噴
霧
装
置
が
作
動
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

①
消
火
器
は
消
火
栓
と
一
緒
に
格
納
箱
に
収
納
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
格
納
箱
は
消
火
栓
と
消
火
器
の

格
納
を
区
分
し
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
専
用
扉
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

②
消
火
栓
の
格
納
部
分
の
扉
は
い
わ
ゆ
る
観
音
開
き

で
あ
り
、
こ
の
扉
を
開
く
と
左
側
の
消
火
器
の
格

納
部
分
が
全
く
覆
い
隠
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
と
な

っ
て
い
た
。

③
火
災
の
発
生
の
際
に
最
初
に
格
納
箱
に
到
着
し
た

も
の
が
消
火
栓
を
使
用
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
消



④
可
変
標
示
板
に
つ
い
て

の
瑕
疵

本
件
可
変
標
示
板
の
設
置
位
置
及
び
道
路
標
示

は
、
運
転
者
に
と
っ
て
は
小
坂
ト
ン
ネ
ル
内
に
つ
い

て
の
表
示
と
誤
解
し
や
す
く
、
不
適
切
な
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
停
止
さ
せ
て
い

た
た
め
、
高
速
度
で
走
行
す
る
運
転
者
に
対
す
る
警

告
と
し
て
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
か
問
題
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
一
箇
所
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
及
び
事
故
発
生
か
ら
表
示
さ
れ
る
ま
で

に
最
低
で
も
二
分
間
以
上
は
か
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
件
ト
ン
ネ
ル
内
で
事
故
が
発
生
し
て
も
そ
の
表
示

が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
多
数
の
車
両
が
本
件
ト
ン
ネ

ル
内
に
進
入
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
か
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
内
警
報
設
備
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
強
制

加
入
放
送
設
備
又
は
ト
ン
ネ
ル
内
に
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
け
て
の
拡
声
放
送
設
備
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ラ
ジ
オ
強
制
加
入
放
送
設
備
は
被
告
に
お
い
て
も
本

件
ト
ン
ネ
ル
に
設
置
を
決
め
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、

設
置
す
る
前
に
本
件
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
の
設
備

が
あ
り
、
速
や
か
に
静
岡
側
開
口
部
を
開
け
て
上
り

線
に
退
避
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
延
焼
の
被
害
は
避
け

え
た
か
、
完
全
に
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
ほ

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
と
小
坂
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
二

つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
間
が
五
七
m
間
隔
で
連
続
し
て
い

る
よ
う
な
場
合
、
標
示
板
の
視
認
距
離
が
最
低
で
も

八
三
m
必
要
で
あ
り
、
両
ト
ン
ネ
ル
の
間
に
設
置
し

て
も
祝
認
で
き
な
い
の
で
、
両
ト
ン
ネ
ル
を
一
体
と

考
え
て
、
下
り
線
に
つ
い
て
小
坂
ト
ン
ネ
ル
東
坑
口

を
起
点
と
し
て
二
一
0
m
手
前
の
見
通
し
の
よ
い
追

越
車
線
側
に
本
件
可
変
標
示
板
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

本
件
ト
ン
ネ
ル
内
又
は
小
坂
ト
ン
ネ
ル
内
に
可
変

標
示
板
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
建
築
限
界
や
維
持
管

理
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
、
現
在
で
も
実
施
し
て
い

な
い
。
な
お
、
本
件
可
変
標
示
板
に
つ
い
て
は
、｢進

入
禁
止
｣
の
表
示
と
連
動
す
る
電
子
式
サ
イ
レ
ン
を

設
置
し
て
い
た
が
、
音
量
が
大
き
い
た
め
近
隣
の
住

民
よ
り
騒
音
公
害
で
あ
る
と
の
苦
情
が
あ
っ
て
、
使

用
を
停
止
し
て
い
た
。

ト
ン
ネ
ル
内
の
情
報
伝
達
装
置
に
つ
い
て
は
、
制

限
速
度
を
守
っ
て
十
分
な
車
間
距
離
を
と
り
、
標
示

板
の
表
示
に
従
っ
て
走
行
す
れ
ば
、
事
故
等
が
起
き
･

て
も
、
現
場
に
接
近
す
る
車
両
は
僅
か
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
車
両
は
、
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

退
避
可
能
で
あ
り
、
交
通
管
理
上
問
題
は
な
い
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
、
可
変
標
示
板
の
表
示
を

見
ず
に
ト
ン
ネ
ル
内
に
入
っ
た
車
両
が
あ
っ
て
も
、

非
常
時
に
消
火
ポ
ン
プ
の
鎖
錠
を
開
放
す
れ
ば
、
ト

火
栓
の
格
納
部
分
の
扉
を
開
け
る
と
、
次
に
到
着

し
た
も
の
が
消
火
器
を
探
し
て
も
そ
の
発
見
が
困

難
と
な
る
等
の
欠
点
が
あ
っ
た
。

可
変
標
示
板
の
表
示
は
小
坂
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

の
も
の
と
誤
解
さ
れ
、
後
続
車
両
の
運
転
者
に
対
し
、

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
及
び
同
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
禁
止
の
措
置
を
と
る
べ

き
こ
と
を
警
告
す
る
た
め
の
表
示
と
し
て
は
用
を
な

さ
な
い
か
又
は
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
高
速
道
路
に
お
い
て
、
運
転
者
に
対
し
停
止
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
強
い

警
告
力
を
有
す
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

②
設
置
要
領
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
非
常
警
報
装
置
と

し
て
運
転
者
の
聴
覚
に
強
制
的
に
事
態
の
発
生
を

訴
え
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
本
件
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
可
変
標
示
板

の
サ
イ
レ
ン
は
作
動
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
サ
イ
レ
ン
設
備
及
び
放
送
設
備
も



と
ん
ど
の
車
両
が
難
を
免
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

ン
ネ
ル
内
の
消
火
器
格
納
庫
に
設
置
さ
れ
て
い
る
赤

色
灯
が
全
て
点
滅
す
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
運

転
者
は
非
常
事
態
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
ジ
オ
強
制
加
入
放
送
設
備
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
都
夫
良
野
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
試
験

的
に
設
置
し
た
割
込
機
能
設
備
は
、
走
行
中
の
車
両

の
受
信
中
の
ラ
ジ
オ
に
割
込
放
送
を
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
て
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
走
行
中
の
全
車
両
が
受

信
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
提
供
す
る
緊
急

時
の
情
報
に
関
す
る
収
集
の
方
法
や
そ
の
提
供
の
仕

方
に
つ
い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
確
定
的
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。

設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
十
分
、
不
適

切
な
も
の
で
あ
っ
た
。

③
消
火
栓
上
の
赤
色
灯
の
点
滅
は
、
I
T
V
運
用
上

の
理
由
か
ら
、
時
期
的
に
遅
す
ぎ
迅
速
性
に
欠
け

た
も
の
で
あ
る
。

☆

ミ
。徐



　
　
門

1
タ

ノ
′
7
･
ン

虎

7

セ

行
金
報

銀

預
広

士
通

路

富
普
道

行
号
名

銀
番
匡

　
　
　

払

口
口494視

“

　
　
　
　

　

　
　

タ

旧
跡

セ報

階

広

虎

路

り
0

　
　
　

東京都千代田区平河町1 - 9 - 3 愛三ビル 2階

価650円 (本体価格631円) 〒 50
〈年間送料共8,400円〉

月刊 r道路行政セミナー｣
省

沖

設
村
酵

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

日
記
な
ど
そ
の
よ
い
例
だ
が
、
文
章
は
書

い
た
だ
け
で
は
自
分
の
メ
モ
程
度
に
し
か
役

に
立
た
な
い
。
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
人
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
多
少
の
工
夫

が
い
る
。

昔
、
学
校
で
起
承
転
結
に
ま
と
め
る
と

す
っ
き
り
す
る
と
教
わ
っ
た
。
社
会
に
出
て

｢序
破
急
｣
と
言
う
の
も
学
ん
だ
し
、
生
活

体
験
か
ら

バ

ジ
メ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
ナ
カ

パ
ッ
パ
｣
と
言
う
方
法
も
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
文
の
構
成
は
こ
れ
で
よ
い
と
し
て
更
に

読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
は
推
敲
の
作
業
が

必
要
で
あ
る
。推
敲
と
は
文
を
練
る
。｢練
る
｣

を
広
辞
苑
で
引
い
た
ら

“
こ
ね
ま
ぜ
粘
ら
せ

る
"
と
あ
る
。
要
は
上
の
も
の
を
下
に
し
、

下
の
も
の
を
上
に
し
て
か
き
ま
ぜ
る
こ
と
で

あ
る
。
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
始
め
に
持
っ

て
く
る
か
、
終
わ
り
の
方
に
出
す
か
に
よ
っ

て
主
張
に
強
弱
が
で
る
。
と
も
か
く
こ
の
あ

た
り
で
文
章
作
業
は
終
わ
る
か
、
と
思
っ
て

い
た
ら
、
も
っ
と
す
ご
い
方
法
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。

昨
秋
、
岩
波
書
店
が
募
集
し
た
中
勘
助
全

集
の
広
告
を
見
た
ら
、
こ
の
作
家
の
文
章
を

"
彫
琢
の
絶
妙
さ
が
創
り
出
す
小
宇
宙
"
と

宣
伝
し
て
い
る
。
!
!
彫
琢
を
辞
書
で
見
た

ら
、
｢宝
石
な
ど
を
き
ざ
み
、
み
が
く
こ
と
。

転
じ
て
文
章
を
み
が
く
こ
と
｣
と
あ
っ
た
。

練
る
ば
か
り
で
な
く
磨
く
。
何
と
ご
丁
寧

な
こ
と
よ
と
感
心
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
玉

稿
に
結
び
つ
く
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
玉
稿

は
今
で
も
他
人
の
文
章
に
対
す
る
敬
称
で
あ

る
。
し
か
し
彫
琢
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
に
こ

れ
が
あ
っ
た
と
は
迂
閻
に
も
知
ら
な
か
っ

た
。生

来
の
野
次
馬
根
性
か
ら

"彫
琢
“
な
る

も
の
に
引
か
れ
全
一
六
巻
か
ら
成
る
全
集
を

予
約
す
る
は
め
に
な
っ
て
、
現
在
既
に
七
巻

が
机
上
に
あ
る
。
と
き
ど
き
こ
の
本
を
開
い

て
は
い
る
が
、
ピ
チ
ッ
と
組
み
立
て
ら
れ
た

文
章
は
名
文
と
感
心
は
す
る
が
、
雑
な
表
現

を
削
り
取
っ
た
文
章
は
、
雑
な
読
み
方
し
か

知
ら
な
い
者
に
と
っ
て
は
は
な
は
だ
肩
の
こ

る
代
物
で
、
一
字
一
句
を
息
を
つ
め
て
読
ん

で
い
る
う
ち
、
眠
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
作
家
は
そ
の
後
半
生
に
お
い
て
詩
、

短
歌
、
俳
句
に
そ
の
才
能
を
発
揮
す
る
が
、

6
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は

｢駐
車
対
策
｣

の
予
定
で
す
。

文
章
を
彫
琢
し
、
言
葉
を
選
び
過
ぎ
る
と
ど

う
し
て
も
数
文
字
の
中
に
自
分
の
小
宇
宙
を

と
り
込
む
詩

･
歌
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
か

も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
私
達
が
日
常
接
す
る
文
章
で
、
彫

琢
の
行
き
と
ど
い
た
も
の
に
法
律
の
条
文
が

あ
る
。
立
案
者
は
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
、

相
手
方
に
伝
え
る
た
め
、
ま
た
誤
読
を
避
け

る
た
め
、
横
か
ら
見
て
も
下
か
ら
読
ん
で
も

自
分
の
考
え
が
正
確
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に

心
を
砕
く
。
同
じ
道
路
の
こ
と
を
文
章
に
し

た
道
路
法
で
も
、
旧
法
は
簡
潔
で
新
法
は
や

さ
し
く
、
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
旧
法
と

新
法
と
は
語
体
が
違
う
か
ら
簡
単
に
は
比
較

で
き
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
内
容
を
述
べ
て

い
る
部
分
、
例
え
ば
総
則
あ
た
り
を
照
し
合

わ
せ
て
見
る
と
、
彫
琢
に
も
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(亀
)




